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　霧きりが出ていた。

　白しろ山やま閑しず花かは、不ふ思し議ぎそうにその光景を見渡していた。




　六月。

　梅つ雨ゆである。

　男子寮りようから出て、平ひら沢さわ衡こうは空を見上げる。昨夜ゆうべしとしと降っていた雨は、今け朝さはもうすっかり上がっていた。それでも分厚い雨雲は晴れることなく、相変わらず図ずう々ずうしく空一面に広がっている。衡は生なま温ぬるい空気を吸い込んで、ため息をひとつ落とした。

「……高校に入るまでは、梅雨なんて特に気にしてなかったんだけどなあ」

　そのつぶやきに、同じく男子寮から出てきた桐きりヶが谷や伊い織おりが、うんざり顔で頷うなずいた。

「まったくだな。まさか長雨がこんな不便なものだったとは。もう洗った物を干す場所がないぜ、おれの部へ屋や」

「伊織のとこは二人ふたり部屋だからなおさらか。寮に乾かん燥そう機きかなんか置いてくれればいいのに」

「コンビニ横のコインランドリー使えばいいじゃねえか」

「女子の行列に紛まぎれてか？　勘かん弁べんしてくれ。コンビニ行くだけで物もの凄すごい目で睨にらんでくるぞ」

「そりゃま、下着洗ってるとこなんか見られたくないよな。女の子なんだし」

　所しよ帯たいじみたことを言い合いながら、衡は歩き出そうとして──ぴたりと足を止めた。

　男子寮と車道を挟んで向かいにある、女子寮。

　そこに、白山さんが立っていたからだ。

　衡と伊織の姿をその目に認めて、ぱっと表情が明るくなる。小さく、飛とび跳はねるようにして手を振って、それからもどかしそうに信号機を見上げた。まだ赤だ。その表情に焦あせりが生まれる。そんな白山さんの一連の行動を眺めつつ、伊織が笑えみを含んだ口く調ちようで、

「別に焦ることはないのにな。毎日一いつ緒しよに学校行ってるんだからさ」

「まあ──あの子はそういう子だからね」

　信号が青になると、白山さんは急いで衡たちに走り寄ってきた。片手に提さげた黒い鞄かばんが、彼女の細い腰に当たるたびにぱたぱたと音を立てていた。

「──お、おはよう。衡くんに、伊織くん」

「うん。おはよう、白山さん」

「相変わらず嫌いやな天気だよなーって、衡とも話してたんだよ。まったく、こんな天気じゃ身体からだ動かす気にもなれないぜ。じめったくてさ」

「お洗せん濯たく物ものが乾かないのも、困るよね。近くにコインランドリーがあってよかった」

「…………」

「…………」

「ど、どうしたの？　二人とも」

「いや、なんでもないよ白しろ山やまさん」

　そんな他た愛あいもないことを話しながら、歩道を曲がると──

　視界が、霧きりに覆おおわれた。

「ふわ……」

　白山さんの唇から、そんな声が漏れた。

　あたり一面に、ミルク色の霧が漂っている。白く霞かすむ霧に彩いろどられて、見み慣なれたはずの通学路がどこか幻想的な雰囲気を帯びていた、

　伊い織おりがその光景をぐるりと見回して、感心したようにつぶやく。

「ふうん、この辺、霧なんて出るんだな」

「雨が上がったからかな？　おれも見るの初めてだよ、実物の霧って」

　ふと。

　白山さんが、ととっ、と前へ出た。

　頰ほおにひやりと触れる霧の感触に、心ここ地ちよさそうに目を閉じる。わずかに顎あごを上げて、鞄かばんを持つ手に手を重ねて、白山さんはその場で踊るように一回転した。真っ白な薄うす霞がすみの中で、それよりもなお白い髪が、自身の背中を追うように流れる。

　その姿は、神秘的なほどに美しく。

　衡こうは不覚にも、ぽうっと見とれてしまった。

「？　どうしたの？」

　霧の中に佇たたずみながら、白山さんはそんな衡を見て不ふ思し議ぎそうに首をかしげている。そうしながら、小走りにこちらに戻ってこようとして──

　不意に、霧が晴れた。

「え？」

　ぱちくりと瞬まばたきをして、白山さんはそんな声を漏らした。

　強烈な風に吹き払われたかのように、霞んでいた視界が一いつ瞬しゆんにしてクリアになる。数秒前まで、周辺一帯を包み込んでいたはずの霧が、その余よ韻いんさえ残さずに綺き麗れいさっぱり消えてなくなってしまったのだ。あとにはただ、いつもどおりの通学路だけが残された。

「……なんだ、いったい？」

　あまりに不自然な晴れ方に、衡は首をかしげる。白山さんも衡たちのほうに戻り、彼とちょうど同じ方向に首をかしげた。猫の子が親の真ま似ねをするように。かわいい。

「なんだろうね。異常気象かな」

「地球温暖化の影えい響きようってやつか。ま、これからはせいぜいエコに励むとして──とりあえず、今のところは学校行こうぜ、二人ふたりとも」

　もっともな伊織の提案に、衡と白山さんは揃そろって頷うなずきを返して前を向いた。

　そこから歩きはじめようとして、三人の足がぴたりと止まる。

　通学路を、疾しつ走そうしている男子生徒がいた。こちらに背中を向けているため、顔は見えない。少女のように小こ柄がらで、癖くせっ毛けをぴょこぴょこと揺らしながら学園に向かってひた走っていく。

　素す早ばやい。彼以外の生徒が止まっているのではないかと錯さつ覚かくしてしまうほどの速度で、その男子生徒は通学路の角へと走り込んでいき、そのまま角を曲がらず、背せ丈たけの倍はあろうかという塀へいに駆かけ上り、しがみつき、易やす々やすと乗り越えて、その向こうの屋根に飛び移っていった。

「…………」

　衡こうたちは、揃そろって目をこすった。

「……なんというか……身軽な奴やつもいるもんだな」

「あんなに急がなくてもいいのにね。まだ時間には、余裕があると思うんだけど」

　伊い織おりと白しろ山やまさんは、そんな感想を漏らしていた。衡も小首をかしげて、屋根の向こうへと消えた少年のことを考えていたが、やがてやめてしまった。これも霧きりと同じ、温暖化の影えい響きようだろうと勝手に結けつ論ろんをつけて、今度こそ彼らは歩き出した。




　あとから考えれば──

　事件の始まりは、このときだったのだろう。
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　ところでここに、ひとつの鞄かばんがある。

　黒くて、大きい。

　革製で、一見すると旅行鞄のようにも見える。グリップやベルトの接点に金属があしらわれている他ほかには、指先ほどの飾り気もない。女子高生が毎日学校に持ってくるものとしては、あまりにも可愛かわいげというものが欠けている。

　この鞄の中にひとつの世界が広がっていると言われたら、あなたは信じるだろうか。

『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』や『守ツ憑キ霊ダマ』と呼ばれる鞄の住人が現れたり、あるいは自分が鞄の中に引きずり込まれて『囊界ノーガ』を目まの当あたりにしていなければ、恐らく平ひら沢さわ衡こうもそんなおとぎ話は信じなかったに違いない。

　だが、今の衡はそのおとぎ話が現実であることを知っている。夢の中にしか見ないような世界がこの黒い鞄の中に広がり──そして時折、悪夢の中でしか会わないような登場人物が鞄から『外』にまで出てきて、自分たちに迷めい惑わくをかけまくるのだということを知っている。

　なにしろ、自分の身で『それ』を味わったのだから。

　いろいろ痛い目にも遭あったし、あとで振り返って「ああ、あれは一歩間違えてたら死んでいたかもしれない」としみじみ思うような体たい験けんもした。

　にもかかわらず、衡はその鞄の傍そばにいるのがイヤではなかった。

　正せい確かくには、鞄の所有者である白しろ山やまさんの傍にいるのがイヤではなかったのだが。

　イヤどころか、彼女が自分と同じ『図と書しよ館かん部ぶ』に入るのだということを知らされたときは、表面にこそ出さなかったが内心は躍おどっていた。

　それがなぜなのかは──別に考える必要もないので、詳しく考えてもいない。

　ただ、嬉うれしかったのだ。物静かで臆おく病びようで引ひっ込こみ思じ案あんで、けれども誰だれかに心を許したときの笑え顔がおがとびきり愛らしい白山さんの近くにいられるということが。

　まあ、そういうわけで。

　白山さんが『図書館部』に入部してからの一ヶ月で、衡にとっては憂ゆう鬱うつのタネでしかなかった部活の時間は、すっかり楽しみへと変わっていた。




　　　　◆




（Ｂの６）

（水しぶき）

　昼休み。静まり返った図書館の中で、衡は白山さんとそんな『会話』を交わしていた。

　教きよう王おう護ご国こく学園には、図書館がある。生徒数三千人という巨大学園に相応ふさわしく、かなりの蔵書数と敷しき地ち面めん積せきを誇り、レンガ造りの外がい壁へきには、長い歴史を思わせるツタが這はっている。

　内装も豪華なものだ。モスグリーンの絨じゆう毯たんにオーク材の書しよ架か、二階からつり下げられたシーリングライトは館かん内ないを淡あわく照らし出していて、厳おごそかな雰囲気を漂わせている。

　それなのに、利用者の数はびっくりするほど少ない。

　理由は明白で、学園の中ちゆう枢すう棟とうから図書館まで、往復十分はかかるからである。

　たかが十分と笑われそうだがさにあらず、学生にとって自由時間の一分は血の一滴にも等しいのだ。おしゃべり・スポーツ・対戦ゲーム・その他諸もろ々もろに興きようじたい年とし頃ごろの生徒たちが、昼休みに『談だん話わ厳げん禁きん』の図書館に足を運ぼうとするはずがなかった。

　従って、図書館には当然のごとく人が少ない。

　よって、司し書しよ業務をこなしている衡こうと白しろ山やまさんは、当然のごとくヒマをしている。

　だから、二人ふたりが潜せん水すい艦かんゲームに興じてしまうのは、仕方のないことなのだ。

（Ｈの７）

　メモにそう書きつけ、衡はそれをそっと白山さんのほうに滑すべらせる。司書カウンターで衡の隣となりに座り、返却物の整せい理りをしていた白山さんは、横目でちらりとそのメモを盗み見、さっと奪い取った。視し線せんを走らせ──その横顔が、びきりと強こわばった。

「あ、あの──お願ねがいします」

　ふと顔を上げると、こちらに本を差し出す利用者の姿。自分と同じ一年の男子学生だ。メモに何事かを書きつけている白山さんを、ちらちらと見ている。衡はそれに気づかないふりをして、貸し出しカードに日付を記き録ろくし、本を手渡した。

「はい、どうぞ。一週間後までにお返しください」

「ど、どうも──」

　本を受け取り、男子学生は白山さんに視線を留とどめつつ、閲えつ覧らんスペースへと戻っていった。対して白山さんは──その視線にはまったく気づかずに、精せい魂こん込めて書いたメモを衡のほうへと滑らせてきた。

（命中　どうしてわかったの!?　Ｄの１！）

　それを見て、衡は薄うすく笑う。ちらりと白山さんのほうを見ると、彼女もまた衡のことを見ていた。いつものようなおどおどした表情ではなく、ぷっと頰ほおを膨ふくらませて、ちょっと不ふ機き嫌げんになっている。

　そういう表情もかわいいな、と思いながら、衡はさらさらと書きつけてメモ譲じよう渡と。

（水しぶき　白山さんの顔に書いてあるからだよ　Ｇの６）

　それを読むと、白山さんは慌あわてて自分の顔をごしごしとこすった。

（水しぶき　衡くんばっかりずるい　わたしにもヒントちょうだい　Ｈの７）

（水しぶき　とりあえず端っこに空母配置するのはやめといたほうが　Ｇの７）

（命中　ひどい　あと一回で沈んじゃう　Ｅの５）

　あわあわと頭を抱えて、白山さんは自分の海図を覗のぞき込んでいる。衡も自分の海図を覗き込んで、それから少し目を見開いた。

（命中で沈没　やるね、白しろ山やまさん　Ｆの６）

　そのメモを受け取って読むと、白山さんの顔がぱっと輝かがやいた。クリスマスの夜空にサンタを見上げる子供のような、純粋な喜び。こんな単純なゲームでそこまで喜ぶことができるということは、それはそれでひとつの才能だよなと衡こうは思う。

　ちなみに潜せん水すい艦かんゲームとは、単純なボードゲームだ。

　一声も発する必要がなく、二枚の『海図』と一枚の『指令書』と鉛筆さえあれば良いというところが、たとえばものすごく退屈な授業中などに役に立つ。

　やり方はこうだ。まず８×８マスで区切ったそれぞれの『海図』に、いくつもの船を浮かべる。プレイヤーは手探りのまま相手の『海図』の中のマスにミサイルを撃うち込み、より多くの船を撃げき沈ちんさせたほうが勝利となる。

　ただし、船の中には旗艦である『空母』が混じっている。これを沈められたらその時点でプレイヤーの負けは確かく定ていする。その代わり『空母』は他ほかの船に比べて耐久力が高く、三発までのミサイル攻撃までなら耐えられるという設定になっている。

　よって、ミサイルが敵艦に当たって、しかもそれが沈まない場合は、その周辺区域を手当たり次第爆ばく撃げきするのがこのゲームのセオリーだ。それに従って、衡は白山さんの空母を沈めるべく爆撃を繰くり返しているのだが──

　メモを受け取った白山さんは、にやり、と笑った。

（外はずれ！　これは初勝利の予感！　Ｄの５）

　自信満々の白山さんの文字を見て、衡は一回だけ瞬しばたたき、それからこう返す。

（水しぶき　Ｆの７）

　白山さんの横顔が凍りついた。

　しばらくのあいだ、白山さんは睫まつ毛げを伏せて衡の文字を見つめていた。その目だけが、ちらちらと衡のほうに泳いでいる。それから白山さんは背を向けて、こそこそとなにかを書きはじめた。こちらを見ないまま、そっとメモを滑すべらせてくる。

（考え直さない？）

　まさかの待った宣言！

　しかしゲームというのは非情なものだ。衡はかすかに首を振り、書きつける。

（Ｆの７）

（考え直そうよ）

（Ｆの７）

（親切で言ってるんだよ！　本当！　そこ外れだから！）

（じゃあＤの７）

　空母の前に白山さんが撃沈した。

　司し書しよカウンターに突っ伏して、つむじからぷすぷすと煙を出している。ＴＫＯか、と哀れみの眼まな差ざしでそれを見守っていると、

「……あのー」

　いつの間にか利用者が来ていた。衡こうはわずかに背筋を伸ばして、前を向き、

「あ、申もうし訳わけありません。貸し出しですか──、」

　言いかけて、違うことに気づく。

　見覚えのある顔だった。たった今本を借りていった男子学生だ。長い前髪をいじりながら、なにやらそわそわしている。

「い、いや、そういうわけじゃなくて、ちょっと──用が」

　そう言って、男子学生はちらりと白しろ山やまさんのことを見た。彼の真意を測りかね、首をかしげていると──

　不意に、肩を叩たたかれた。

　驚おどろいて、隣となりを見る。白山さんだった。不ふ思し議ぎな色をした目は大きく見開かれて、悔し涙に潤うるんでいる。「ううう」と幼児のようなうめき声をあげながら、白山さんは再び拳こぶしを振り上げて、衡の肩をぽかりと殴りつけた。

「こ、衡くんのいじわるっ！　せっかく勝てそうだったのに、どうして沈めちゃうの！」

　手加減したらそれはそれで不ふ機き嫌げんになるくせに、白山さんは小声でそんなことを叫びながら衡をぽかぽかと殴りつづけた。少しも痛くなかったが、衡は少し焦あせった。

「白山さん白山さん、今はちょっと。ほら」

　衡が男子学生を顎あごで示すと、白山さんは唇をへの字に結びながらそちらに目を向けて──

　また凍りついた。

　男子学生の視し線せんに、石化したように動かなくなる。それから白山さんは、のろのろと片手を動かして、『指令書』で自らの顔を覆おおい隠した。はみ出た耳が赤くなっている。自分の姿がメモ用紙よりもはるかに大きいということは忘れているらしい。

「……それで、ご用件は？」

　白山さんは放置することにして（そういう優やさしさもある）、衡は通常どおり司し書しよ業務を執とり行うことにした。男子学生はしばらくのあいだ、本を胸に抱いたままもじもじとしていたが、やがて意を決したように白山さんに向き直り、

「あっ、あの、白山閑しず花かさん！　──ちょっと、一いつ緒しよに来てもらえませんか？　だ、大事な話が、あるんです」

　衡は驚かなかった。この展開を半ば予想していたからだ。

「……え？　わ、わたし？」

「名指しで呼ばれたじゃないか」

「え、あ、そ、そうだよね。うん。はい。──な、なんのご用件でしょうか？」

　小動物のように怯おびえた声で、白山さんは男子学生にそう尋たずねた。衡のことは平気で叩けるようになったくせに、それ以外の人物に対しては、白しろ山やまさんは相変わらず臆おく病びようで引ひっ込こみ思じ案あんな女の子になってしまうのだ。

　その証拠に──恐怖を紛まぎらわせるためか、衡こうの袖そでをそっと握にぎりしめている。

　男子学生はそれを見てよろめき、衡のことをにらみつけた。にらまれても困る。

「ですから、その、大事なお話があって、それで、──一いつ緒しよに、来てください」

　それでも彼は諦あきらめなかった。ミサイルを一発もらったくらいで沈んでなどいられないということか、司し書しよカウンターからずいと身を乗り出して、白山さんに詰め寄る。そうすると白山さんはますます怯おびえ、衡の背中に隠れるようにして、こう囁ささやいた。

「そ、そんなこと言われても──、衡くん、一緒についてきてくれる？」

　二発目が命中。着弾地点は彼の心。

　ふらついた上体を支えるように、男子学生は司書カウンターに両手をついた。うつむき、息を整ととのえ、胸の痛みを振り払って再び顔を上げる。

「あの、できれば、二人ふたりきりでお話ししたいんですが」

「ふっ、二人きり!?　そ、それは、ちょっと──そう、そうです、今ちょうどお仕事中ですから、あのその、とっても忙しくて、時間がないといいますか──」

　潜せん水すい艦かんゲームしてたくせに。

　男子学生もそんな言いい訳わけには騙だまされなかった。さらに身を乗り出して、

「なら、仕事が終わってからでも構いません。放ほう課か後ご、図と書しよ館かんの入り口に来てください。そこでお話しさせてもらえれば」

「ほ、放課後、ですか？　それは、あの、えっと、」

　白山さんは怯え、衡の背中に隠れようとする。自然、男子学生の針のような視し線せんがこちらに突き刺さってくるのだが、衡はついと視線をそらして書しよ架かの上あたりをぼんやりと眺め、積せつ極きよく的てきに関かかわらないようにした。
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　なにしろ、白山さんに『大事な話』をしにきた少年は、衡が知る限りこれで五人目なのだ。いちいち関わっていたらきりがない。

　白山さんは衡の腕に抱きつくようにしながらしばらくおどおどしていたが、やがて男子生徒の真剣な眼まな差ざしを恐る恐る見上げて、こう答えた。

「……衡くんと一緒でも、いいです、か？」

　撃げき沈ちん。

　ごん、と音が鳴った。男子学生の額ひたいが司書カウンターを打った音だった。次に顔を上げたときにはもう、彼の瞳ひとみには淀よどんだ色しか浮かんでいなかった。衡に抱きついている（ように見える）白山さんを見て「くぅ」と喉のどを鳴らし、それからぽつぽつと、

「…………わ、わかりました、もう結構です…………迷めい惑わくかけて、すいません…………」

　そうつぶやいて、よろめきながら図書館から出て行ってしまった。

　その背中を不ふ思し議ぎそうに見送りながら、白しろ山やまさんは目をぱちくりとさせ、近きん距きよ離りから衡こうのことを見上げてきた。

「さ、最近、ああいう人が多いよね。なんなんだろう」

　衡は肩をすくめ、

「……さあ。おれにもよくわからないな」

　そんなふうに答えた。今のやり取りが持つ本当の意味を、白山さんに教えてあげる気にはなれなかった。

　ここ最近、白山さんに恋心を抱く男子学生が、頻ひん繁ぱんに現れるようになっていた。

　なのに、当の白山さんがそのことに気づいていないというのは一種の喜き劇げきである。

　もちろん白山さんは男心を弄もてあそんでいるわけではなくて、自分が告白された──正せい確かくには告白されかけたのだということが、単純にわかっていないだけなのだが。

「あんまり騒さわぐと遠とお咲さき先せん輩ぱいに怒られちゃうからね」

　わずかに顎あごを上げて、白山さんは澄すました表情でそんなことを言う。衡は心の中で、先ほどの男子学生への黙もく禱とうを捧ささげ──それからふと、不思議に思った。

　確たしかに、白山さんは抜群にかわいい。絹糸のような滑なめらかさを有する髪は純白で、いやがうえにも人目を引く。神秘的な色をした髪の下に隠されている瞳ひとみはいつも眠たげに垂れていて、雨に濡ぬれた百ゆ合りの花のような物静かな雰囲気を醸かもし出している。見ているだけで心安らぐような、傍そばにいて守ってあげたくなるような──白しろ山やまさんは、そんな女の子だった。

　しかし、いくらかわいいとは言っても、今まではこんなことはなかったのに。どうして最近になって、花に虫が集つどうようにして少年たちが寄ってくるようになったのだろう。

　不ふ思し議ぎに思って見つめていると、白山さんは小首をかしげ、尋たずねてきた。

「どうしたの、衡こうくん？　わたしの顔、なにかついてる？」

「や、な、なんでもないよ。白山さん」

「ふうん…………、えいっ」

　不意に、白山さんは手を伸ばして衡の頰ほおをきゅっとつまんだ。衡は驚おどろきのあまり硬直してしまい、白山さんはそんな彼を見てくすくすと笑った。

「ふふ、変な顔！　さっきわたしの空母を沈めてくれたから、そのお返し」

「あ、あれは──ゲームなんだから仕方ないじゃないか」

「仕方なくない。せっかく初めて勝てそうだったのに、それを台無しにしてくれた罪は重いのです。ほら、続きやろ、続き！　今度こそ勝つんだから！」

『談だん話わ厳げん禁きん』であることも忘れて、白山さんはそんなことを喋しやべりつづける。屈くつ託たくのないその笑え顔がおを見つめながら、衡はぼんやりと、「ああ、これかな」と考えていた。

　白山さんはかわいい。ただぽつねんと佇たたずんでいるだけでも絵になるほどに愛らしい。しかし、笑顔になったときの白山さんは──どんな名画でも霞かすんでしまうほどに魅み力りよく的てきなのだ。

　かつての白山さんは、その愛らしい笑えみを見せることは、ほとんどなかった。

　けれど、『図と書しよ館かん部ぶ』に入ってから、よく笑うようになったと思う。

　恐らくそのことが、『図書館部』入部以降の一ヶ月で、他ほかの生徒にも伝わっているのだろう。

　そう考えて、衡は微笑ほほえんだ。白山さんに他の少年が寄ってくるのは気が気ではなかったのだが、彼女がよく笑うようになったのは決して悪いことではないからだ。今もこうして、自分と遊ぼうとせがんでくる、こんな姿は一ヶ月前だったらとても考えられなかったことで。

「うん、そうだね。もう一戦しようか」

　白山さんの柔らかな笑みを見つめながら、そう答えた次の瞬しゆん間かん。

　後頭部を思いっきりぶん殴られた。

　目から火花が出た。

「おっ──ぐうっ──!?」

　うめいて思わずうずくまる。後頭部を両手で押さえて、ぎりぎりと歯を食いしばりながら、衡の中にあったのは、「今日きようのはこれか」という理解だった。

　どういうわけかわからないが──衡はその人生において、一日一回なにかしらの痛い目に遭あうという『呪のろい』を受けている。誰だれがなぜこんな呪いをかけたのかは定かではない。定かになったそのときこそ、今までの自分の痛みをすべてそいつに味わわせてやろうと思っている。

　痛みをこらえる衡の上に、不ふ機き嫌げんな少女の声が降ってきた。

「相変わらずいい度胸だな、コウ。九衛クノエがいないあいだにシロさまと楽しくもう一戦か？　九衛を仲間はずれにしておしゃべりか？　ん？」

「くっ、九衛！　なにしてるの、衡こうくんに謝あやまりなさい！」

　小さく潜ひそめた白しろ山やまさんの叱しつ声せいに、九衛は「ヤです」とあっさり答えてそっぽを向いた。そっぽを向かれてしまっては白山さんがそれ以上強く出られるはずもない。「ううう」とうめき声をあげて、白山さんはもどかしそうにスカートの裾すそを握った。

　ようやく頭の痛みが小さくなってきた。衡はあらためて、九衛のことを見上げた。

　黒い少女がそこにいた。後ろで束たばねた髪も、民族衣い装しようのような服も、肩に担いだ長大な刀も、すべてが漆しつ黒こくに染まっている。白山さんとは対照的に、気が強そうにつり上がった黒い眼で、『守ツ憑キ霊ダマ』九衛は衡のことをだいぶ低い位置からじろりとにらみつけた。超人的な身体能力とは裏うら腹はらに、九衛の背せ丈たけはかなり低い。

　九衛は、白山さんの──なんというか、非常に説明がしづらいのだが、まあ、従者だ。召使いであり、護ご衛えいでもある。そのくせ時とき折おり白山さんに不服従を示すのは、二人ふたりの関係が主従というよりも家族に近いからだろう。

「そんなことよりシロさま。お昼にしましょう。おいしそうなおにぎりをもらったのです」

　からりと表情を笑えみに変えて、九衛は刀の先にぶら下げた包みを示した。それを見て、白山さんはただでさえ困ったような顔を、泣きそうに歪ゆがませた。

「い、いつもいつも、誰だれからおねだりしてくるのよう……！　こないだは最も中なかをもらってきていたし……」

「よいではないですか、最中はこの国が生み出した至し高こうのお菓子なのですから。いやいや、こんなものを惜しげもなくくれるなんて、ニンゲンもなかなか捨てたものではありません」

　にこにこと笑いながら、九衛は言葉を探して口をぱくぱくさせている白山さんの背中を押した。ふとうずくまる衡のことを、冷たい目で見下ろして──

　べ。

　と、舌を出して、『部室』の中に入っていった。

　相変わらず、自分はあの黒い少女にとことん嫌われているらしい。後頭部を押さえながら立ち上がり、衡はため息をついて、彼女たちのあとを追った。




　　　　◆




『図と書しよ館かん部ぶ』部室は、別名、というか本当の名前を司し書しよ準備室と言う。司書カウンターの奥にある部屋で、壁かべの大きな窓からは閲えつ覧らんスペースを見通すことができる。

「……もう、すっかり元通りになったみたいですね」

　窓の外を眺めながら、白山さんが安心したようにつぶやいたのには、理由がある。

　一ヶ月前、とある事件によって、書しよ架かや閲えつ覧らんスペースの一部が破は壊かいされてしまったのだ。白しろ山やまさんは──というか、『図と書しよ館かん部ぶ』の面々は、その事件に関係していた。もちろん直接的に破壊に加わったわけではないのだが、そのいきさつを詳しく知っていたりする。

　それを口止めしたのは、『図書館の魔ま女じよ』遠とお咲さき朱しゆ遊ゆ先せん輩ぱいだった。まあ実際のところ、損壊の理由は非ひ常じよう識しききわまりないものだったから、正直に話していたとしても誰だれも信じてはくれなかっただろう。その点では、「知らぬ存ぜぬを通せ」というのは正せい論ろんなのだが──

「ええ。修しゆう繕ぜん費ひはそれなりにかかったようだけれどね」

　紅茶をすすりながら、遠咲先輩はそう答えた。明らかに他ひ人と事ごとの顔だ。一方で白山さんは、自分がぶん殴った被害者の容態を尋たずねるような表情で、

「そ、それなりって──いくらくらい、ですか？」

「一三五万六二五〇円。税込みね」

「ひゃっ──」

　言いかけた口の形のまま、白山さんはかちかちに凍りついてしまった。が、一方で図書館損壊に関して責任の半分がある九衛クノエは、平然とした顔でおにぎりを食べつつ、

「なんだ、その程度か。存ぞん外がい大したことはなかったのだな」

　衡こうは非常に疑わしい眼まな差ざしで、したり顔の九衛のことを見た。

「……おまえ、金きん額がくの大きさがわかってないだろ」

　むっと衡のことを見て、九衛は挑いどみかかるような口く調ちようで、

「なにを言う、九衛がそんなことも知らないと思っているのか!?　ヒャクマンって言ったら、あれだろ、ほら──」

「なんだよ。言ってみろ」

「…………」

　しばらくの沈ちん黙もくのあとに、九衛はそっと目をそらし、

「──うむ、もちろん九衛は知っているのだが、おまえは知らないんだろ？　試しに聞かせてみろ。ヒャクマンがどれくらいの大きさのお金なのか」

　今度は衡が沈黙する番だった。呆あきれてものが言えない。

「ほら見ろ、なにも言えないじゃないか！　そんな奴やつに教えてやれることなんてなにもないな。おにぎりでも食べていたほうがずっと有意義だ。ふふん」

　そんな勝利宣言をして、九衛はそれ以上の会話を打ち切るかのようにおにぎりの消費に専念しはじめる。衡は息を吐いて、自らも昼食を続けた。

「そういや、おまえ外に出てていいのか？　九衛」

　ふと、伊い織おりが焼きそばパンを食べながら九衛に尋ねた。九衛はおにぎりをもむもむと咀そ嚼しやくしていて答えられず、代わりにショックから立ち直った白山さんが答えた。

「──、だ、大丈夫だよ。外に出るっていっても、昼休みの一時間だけなんだから。それくらいの短い時間なら、体力もそんなに使わなくて済むはず」

　熱あついお茶がなみなみと注がれた湯飲みを一気に傾けてから、九衛クノエは満足げに「ぷはあ」と息をして、それから白しろ山やまさんの言葉を継いだ。

「そのとおり。一日一同は外に出て、シロさまの身辺警けい護ごをしないと落ち着かないんだ。なにしろ九衛は、誇り高き『守ツ憑キ霊ダマ』なんだからな！」

「……身辺警護、ねえ」

　ぽつりとつぶやいた衡こうを、九衛はぎろりとにらみ、

「なんだ、コウ。なにか文句でもあるのか？」

「別に文句はないけどさ。──おまえのこと、噂うわさになってるぞ。最近ナゾの黒衣の少女が、雑木林の周りに出没しているって」

　その言葉を聞いて、白山さんは動きを止めた。視し線せんがそろりと動き、黒い鞄かばんへと向けられる。自然、衡や伊い織おりの目もそちらに向くことになった。

　白山さんの黒い鞄は、ひとつの世界を内包している。

　その秘密を、衡をはじめとする『図と書しよ館かん部ぶ』の面々は、ほんの一ひと月つきほど前に知った。

　阿ア頼ラ耶ヤ識シキと呼ばれる鞄の中の住人が、とある人災によって外に出てきてしまったのがそもそもの発ほつ端たんだった。逃げ出した阿ア頼ラ耶ヤ識シキたちを捕まえるために、白山さんは衡と『図書館部』に協力を申し出たのだ。

　その甲か斐いあって、図書館や校舎の一部を破は壊かいするほどの壮絶なドタバタの末に阿ア頼ラ耶ヤ識シキたちを捕まえることができ──そしてその見返りとして、白山さんは『図書館部』に入ることになってしまった。そこまではいい。

　問題は、九衛まで図書館の周りをうろつくようになった、ということだった。

　それを指摘されて、九衛は「うっ」と喉のどになにかが詰まったような声をあげた。視線を落として、ぼそぼそと言いい訳わけをする。

「それは、その──つ、守ツ憑キ霊ダマとしてはだな、シロさまにくっついているだけというわけにはいかんのだ！　きちんと周りの安全も確かく認にんすることが、九衛の仕事なのであって、」

「そのために鞄の秘密を危険に晒さらすのは、守ツ憑キ霊ダマとして正しい行いなのかしら？」

　ふと、遠とお咲さき先せん輩ぱいがいきなり話に割り込んできた。

　その視線はパソコンのディスプレイに据すえたまま、口の周りについたサンドイッチの食べかすを、人差し指で拭ぬぐって唇に運んでいる。淡たん々たんとした口く調ちようで、

「平ひら沢さわくんの言うとおり、あなたのこと、噂になっているわよ。まだそんなには広まっていないけどね、統計にして12・35％の生徒が『雑木林に現れる黒い服を着た女の子の霊れい』の噂を聞いたことがあるらしいわ」

「霊ですか」「いつのまにそんな統計を」

　衡と伊織のツッコミが同時に入った。遠咲先輩はそれを無視して、

「その噂うわさによると、黒い少女の霊れいは甘い物をお供そなえに捧ささげると成じよう仏ぶつするのだとか。もしくは、おにぎりやたくわんといった和食系の食べ物でも許してもらえるらしいのだけど、その辺に心当たりはないかしら、九衛クノエさん？」

　全員の視し線せんが、凍りつく九衛の手元にあるおにぎりへと集中した。衡こうはぽつりと、

「……おまえ、まさか……」

「ちっ、違うぞ!?　九衛はなにも言ってない！　ただあいつらが、勝手にこれをよこしてくれるだけで──」

　しどろもどろになって否定する九衛のことを、信用しているものはひとりとしていなかった白しろ山やまさんでさえじっとりとした目つきになって、小さくため息をついている。

　ふと、遠とお咲さき先せん輩ぱいが立ち上がった。『部室』の奥に置かれているタンスへと近づいていく。

「まあ、まさかそんな噂から白山さんの鞄かばんの秘密を嗅かぎつけようとする物好きなんて、わたし以外にはいないでしょうけどね。それでも念のため、対策を講こうじましょう」

　引き出しを開けて、遠咲先輩はそこから群ぐん青じよう色いろの大きな箱を取り出した。こちらまで持ってきて、それからふと、衡と伊い織おりを順じゆん繰ぐりに見み遣やり、

「男性はわたしがいいと言うまで、席を外はずしていなさい」

　衡と伊織は同時に頷うなずいた。遠咲先輩の命令に背そむいたり疑問を差し挟んだりすることは、身の破滅になりかねないことをよく知っている。

『部室』の外に追い出されて、ご丁てい寧ねいに窓にカーテンまでかけられてしまった。所しよ在ざいなく司し書しよカウンターに座りながら、衡は伊織と雑ざつ談だんをしようとして、

『なっ！　なんだと、どうして九衛がそんなことをしなくちゃならんのだ！』

『いちいち説明しないとわからないの？　噂になっているのは、あなたがそんな服を着ているからでしょう？　だったらこうするのが一番だわ』

『そんな服とはなんだ！　これは『九く芒ぼう得え』と言ってだな、代々伝わる由ゆい緒しよ正しい──」

『はいはい、わかったから。ほら、腕を上げて。脱がせられないでしょう』

『わぅ、ちょ、ちょっと──シ、シロさま、シロさまからもなにか言ってやって、』

『ごめんね九衛。わたしも遠咲先輩の言うとおりにするのが一番いいと思う』

『そ、そんなぁ……！』

　きゃいきゃいと響ひびいてくる複数の少女の声に、衡と伊織のあいだに重苦しい沈ちん黙もくが降りた。閲えつ覧らんスペースに人がいなくてよかった、と心の底から思う。

「……なにやってるんだ、遠咲先輩は？」

　ようやくにして絞り出した言葉に、伊織は首をかしげて、

「さあ──あの人、変態だからなあ」

　そんな感想を証明するようなやり取りが、『部室』から聞こえてくる。

『ご主人様の意向には逆さからえないのでしょう？　大人おとなしく言うことを聞きなさいな。はい、ばんざーい……、あら？』

『な、なんだ』

『上はともかく──あなた、下もはいていないの？』

『う、うるさいな！　あんなものを着けていると、動きづらくて仕方がないんだよ！』

『まあ、この服だったら心配することもなかったのでしょうけど──さすがにこっちだと、はかなくてはダメよ。個人的にはまったく問題ないけれど、倫りん理り的てきなことを考えればね』

『……よ、用意してあるんですね。ちゃんと』

『上はないんだけどね。思ったとおり。九衛クノエさんには必要ないわね』

『余計なお世話だっ!!』

　九衛の怒ど声せいが響ひびいてから、十数秒後。

『部室』の扉とびらが開いて、二人ふたりは恐る恐る中へと足を踏み入れた。

「お」

「ほう」

　そんな声が、二人の少年から漏れた。彼らの視し線せんは、部屋の中央で落ち着かなさそうに立ちすくむ──制服姿の九衛に向けられていた。

「なるほどな」

「まあ、これはこれで」

　二人でそんなことを言い合って、頷うなずき合う。九衛は頰ほおをわずかに赤くして地じ団だん駄だを踏み、

「なっ、なんだその反応は!?　言いたいことがあるならはっきり言え！」

　照れているのだろうか。この少女が恥じらうところを見るのは、これが初めてのような気がする。とはいえ、あまり辱はずかしめて逆上されてはたまらないから──衡こうは九衛の要望通り、じろじろと彼女の姿を眺め回して感想を述べようとした。

　端的に言えば、かわいかった。白しろ山やまさんの可か憐れんさや遠とお咲さき先せん輩ぱいの美しさとは、また違ったおもむきがある。クリーム色の上着はややぶかぶかしていて、袖そで口ぐちからは指先しか出ていないが、それがかえってあどけない魅み力りよくを漂わせている。短めのチェックスカートと黒いニーソックスの隙すき間まにあるのは、まばゆいほどに白い肢あし。それを隠そうと、九衛は必死になってスカートの丈たけを伸ばそうとしている。

「くそっ、これちょっと短いんじゃないか!?　すーすーして落ち着かん……」

「いやいや、そんなことはないぞ九衛。似合ってる似合ってる。な、衡？」

「ああ。普ふ段だんよりも大人おとなっぽく見える」

　九衛は片かた眉まゆを上げて二人を見、「ふん」と唇をとがらせた。
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「おまえらなんぞに褒ほめられても、嬉うれしいもんか」

「だってさ、白山さん。きみはどう思う？」

「どうしてそこでシロさまに話を振るんだ！」

　九衛クノエの瞳ひとみに殺意が閃ひらめき、彼女は長ちよう刀とうを肩に担いで衡こうのことを撫なで斬ぎりにしようとする。そのとき、白しろ山やまさんが彼女の両肩に手を置いて、くるりと自分の方を向かせた。

「……シロさま？」

　びっくりしたように目を丸くする九衛の胸元に、白山さんは真ま面じ目めな顔で手を伸ばし、

「リボンが、ちょっと──うん、これでよし。すごくかわいいよ、九衛！」

　そう言って、にっこりと笑った。

　九衛の顔が真まっ赤かになった。

「やっ──そのっ──そんなっ──かわいい、だ、なんて、も、もったいなきお言葉──」

　普ふ段だんのふてぶてしさからは想像することすらできないしおらしげな声で、九衛はてれてれと頭を搔かいた。白山さんは笑いながら、そんな九衛の黒い髪をゆっくりと撫でる。いっそう恥ずかしげに身を縮ちぢめながら、それでも九衛は、嬉うれしそうに笑っていた。

　普通そういうのって、気になる男の子に褒ほめられたときの反応なんじゃないかな──と衡がぼんやり考えていると、自分の席に戻った遠とお咲さき先せん輩ぱいが怜れい悧りな表情で、

「これで、九衛さんの噂うわさがこれ以上広まるのは、防ぐことができそうね。ずっとその服装でいる必要はないけれど、少なくとも人目につく行動をするときはできるだけ目立たない格好をしたほうが得策よ。だからスカートの丈たけも伸ばさないように」

　機き械かいのように無機的な遠咲先輩の顔を見つめながら、衡は口を開く。

「あの、遠とお咲さき先せん輩ぱい」

「なにかしら」

「鼻血を出しながらそんなこと言われても説得力ゼロです」




　　　　◆




「失礼するよ」

　その少年は、ちょうどデザートを食たべはじめた頃ころに入ってた。

　九衛クノエはお気に入りの最も中なかを両手と口に挟みながら、白しろ山やまさんは九衛がぽろぽろとこぼしている最中の欠片かけらを拾いながら。伊い織おりはそんな二人ふたりを楽しそうに眺めながら、衡こうは「どうでもいいがこいつ最中を独ひとり占じめする気じゃないだろうな」と疑いながら。四人はその少年に、視し線せんを集中させた。

　その視線を受けて、少年は目を細め、

「へえ。しばらく見ないうちに、ずいぶんな大おお所じよ帯たいになったものだね」

　そんなことを言って、くすぐったそうに笑った。

　美しいとさえ言えるほどに顔立ちが整ととのっている。長めの髪は癖くせっ毛けで独特の愛あい嬌きようがあり、その目は猫のように吊つり上がっている。薄うすく笑えんだ口元はやわらかな印象を人に与え、同性である衡でも不ふ思し議ぎと鼓こ動どうが速くなるような妖あやしい魅み力りよくを持っている。

「……ええと」

　衡が対応に困っているあいだに、彼はつかつかと『部室』の中に入ってきてしまった。遠咲先輩の傍そばまで近寄って、ちらりとソファに視線を向ける。

「これが父とう様に買ってもらったとかいうソファかい？　どうせならもっと質のいいものを買わせればよかったのに。あの人はきみには甘いんだからさ、朱しゆ遊ゆ」

「一応わたしにも遠えん慮りよという概がい念ねんがあるのよ。遠咲姓を名乗る以上は、そこまで甘えるわけにはいかないわ」

　そう応じる遠咲先輩は、少年の気安さを少しも気にしてはいないようだった。どうやら顔見知りらしい。しかしどういう関係なのだろう──という衡の疑問は、少年の次の行動に、跡形もなく消し飛んでしまった。

「父様はそんなこと気にしないけどね。──ああ、挨拶をを忘れてた」

　そう言って、少年はふと思い出したように身を屈かがめ、遠咲先輩に顔を近づけて──

　ちゅっ、と。

　その頰ほおに、口づけをした。

「────────ッ!?」

　声にならない叫び声が、衡と伊織と白山さんの口からほとばしった。

　あの。遠とお咲さき朱しゆ遊ゆに。キスを。

　その光景を見るのを恐れるように、三人はばっと身を翻ひるがえして額ひたいを突き合わせた。ただひとり九衛クノエだけが、よくわかっていないような顔でぽかんと遠咲先せん輩ぱいのことを見つめている。それを横目に三人は作戦会かい議ぎ、

（遠咲先輩にあんなことするなんて──あいつ命がいらないのか!?）

（そんなことよりまずいぞ。あれを目もく撃げきしたおれたちも消されるんじゃないのか？）

（え、えっと、あの、あのあの、も、もしかしたらなんですけど、あの人、遠咲先輩の──こ、コイビトさん、だったりするんじゃないでしょうか……!?）

　ひそひそひそと、三人で円陣を組んで議ぎ論ろんを戦わせる。遠咲先輩は冷ややかな目でそれを観かん察さつしてから、ぽつりと、

「そういえば、あなたたちと青せい嵐らんは初対面だったかしらね」

「そうだね。きみから話は聞いていたけど、よく考えたら顔を合わせるのはこれが初めてだ」

　その声に、三人は少年の──青嵐のほうを向いた。どうも、と気まずげに頭を下げる。その中身はいまだに混乱していて、どういう言葉をかけていいのかわからなかったが──

　もむもむごくんと最も中なかを食べ終えた九衛が、衡こうたちの気持ちをさらっと代弁してくれた。

「で、おまえはいったい誰だれなんだ？」

　猫目をわずかに見開いて、青嵐は非ひ難なんするように遠咲先輩のことを見た。

「……まさか朱遊、ボクのことを少しも説明してないのか？」

「特に必要性を感じなかったからね。実際に出会ってからでいいと思っていたから」

「今がまさにそのときだと思うけど」

「まあそうね。じゃ、紹介するわ」

　悪びれた様よう子すをかけらほども見せずに、遠咲先輩は紅茶を一口含み、

「この人は葛くずの葉は青嵐。わたしの同級生で、『図と書しよ館かん部ぶ』の部長をやっているわ。一応この部で一番偉い人だから、丁てい重ちように接するように」

『部長!?』

　衡と伊い織おりは同時に叫んだ。ここが静せい粛しゆくを旨むねとする図書館であることは承知の上だったが、それでも叫ばずにはいられない。なぜなら、

「『図書館部』の部長って実在したんですか!?　名めい簿ぼ上じようだけの存在かと思ってました。名義だけ奪って、中身はどこかの海の藻も屑くずになっているのかと……」

「やー、遠咲先輩が『副部長』なのはおかしいと思ってたんですけど、触れたら消されると思っておれも突っ込めなかったんですよ。なんだ、普通に部長いたんだな……」

「……きみの日ひ頃ごろの行いによるものなのかな、彼らの反応は」

　呆あきれ気味に青嵐は言い、遠咲先輩は目を細めただけでそれには答えなかった。怖い。

「ああ、えっと──お、お茶淹いれてきますね」

　遠とお咲さき先せん輩ぱいのターゲットから逃のがれようと、伊い織おりは早々に席を立って給きゆう湯とう室しつに逃げ込んだ。ひとり残された衡こうは、驚おどろきのあまり口を滑すべらせてしまったことを後悔したが、すでにあとの祭り。遠咲先輩は再び紅茶を口に含みながら、「海の藻も屑くずね……」と衡の台詞せりふを繰くり返していた。

　それを聞いてソファにもたれかかりながら、青せい嵐らんはくすくすと笑う。

「まあ、あながち間違ってはいないよ。えっと、きみは──」

「あ、衡です。平ひら沢さわ衡。よろしくお願ねがいします、葛くずの葉は先輩」

「よしてくれ、先輩だなんてこそばゆい。ボクを呼ぶときは青嵐でいいよ。──確たしかにボクは『図と書しよ館かん部ぶ』の部長だけど、名目上だけのことさ。朱しゆ遊ゆに頼まれたから、とりあえず肩書きだけそうなっているんであって、実権はみんな彼女にある」

「……なんでまた、そんな面めん倒どうなことを？」

「わたしが責任者より実務者でいたかったから」と答えたのは、遠咲先輩だった。「最高責任者では身軽に行動することができないからね。わたし以外の責任者が必要だったの。だから、青嵐に協力してもらったというわけ」

　もっともらしいことを言っているが、衡は騙だまされなかった。遠咲先輩が考えそうなことを推測して、ぽつりと口にする。

「それに、いざというときにスケープゴートにもできるから？」

「…………」

　遠咲先輩は、黙もくして答えなかった。ただ、小さな小さな笑えみを浮かべただけだ。よくわかったわね、と賞しよう賛さんするような微笑ほほえみ。ここまで人の心を冷え込ませる笑え顔がおというのもなかなか見られるものではない。

「あの、わ、わたしからも、いいでしょうか──」

　おずおずと手を上げた白しろ山やまさんに、遠咲先輩は衡から視し線せんを引ひき剝はがした。

「なにかしら？」

「えと、今、その、き、きっ、────す、を、したのって、もしかして青嵐さんは、あの、遠咲先輩の──こ、コイビトさんだったり、するんでしょうかっ」

『キス』や『恋人』などの単語を口にしただけで、みるみる白山さんの顔が赤くなっていく。その様よう子すを遠咲先輩は楽しげに観かん察さつし、彼女に代わって青嵐が答えた。

「あはは、違うよ、ええと──きみが白山さんかな。ボクと朱遊は恋人じゃない。親友さ」

『親友!?』

　衡と、今度は白山さんまでもが同時に叫んだ。九衛クノエがびくっと反応し、思わず最も中なかを取り落としてしまう。それには構わず、白山さんはなおも大声で、

「親友って──あの、親しい友人と書く、親友ですか？　──と、遠咲先輩に!?」

「そんな概がい念ねんが存在するんですか、っていうか、存在できるんですか？　『遠咲先輩の親友』って、なんか口にするだけでものすごい違和感が襲おそってくるんですけど──」

「……………………」

　遠とお咲さき先せん輩ぱいは黙だまって紅茶をすすっている。その眼鏡めがねは湯気に曇くもって、奥の瞳ひとみがどんな色をしているのか窺うかがうことはできなかった。

　青せい嵐らんが彼女のそんな気け配はいを少しも気にしていないのは、やはり本当に遠咲先輩の親友だからなのだろう。が、衡こうと白しろ山やまさんはそこまで達たつ観かんできなかった。まだ命は惜しいから、慌あわてて別の方向に話題をそらす。

「え、それじゃ、さっきキスしてたのは──？」

　その質問には、青嵐ではなく遠咲先輩が答えてくれた。

「青嵐は昔から変わっていてね。キス魔まとでも言うのかしら、気に入った相手には誰だれ彼かれ構わずキスをしてしまうのよ。それこそ、挨あい拶さつ代わりに」

「……はあ……」

　白山さんはよくわかっていないような声を出した。一方衡のほうは、いやな予感に囚とらわれていた。気に入った相手っていうのは、

「あの、それは例えば、どういう──？」

「ん。ボクが気に入る相手のことかい？　そうだね、まあ一般的に魅み力りよく的てきな人なら誰でも好きだよ。この中だと、そうだな」

　ぐるりと巡った青嵐の視し線せんは、当然のように白山さんに留とまった。白山さんは銃じゆう口こうを向けられたように身体からだをすくませ、青嵐は柔らかく笑えみながら彼女に近づいていく。

「きみなんか、ボクの好みだね。たおやかで、儚はかなげで、守ってあげたくなるような女の子はポイントが高い。ちょっと失礼──」

　空気が流れるよりも自然に、青嵐は腕を伸ばして白山さんの頰ほおに触れた。白山さんはがちがちに硬直していて、抵抗をしようという考えさえ頭に浮かんではいなさそうだ。青嵐はそのまま、淡あわい色をした唇を白山さんに近づけて、

「ちょ、ちょっと！」

　衡の声に、ぴたりと動きを止めた。

　青嵐の視線が白山さんから剝はがれ、衡のほうへと据すえられる。それで、ようやく白山さんの呪じゆ縛ばくが解けた。身をよじって青嵐の手から逃のがれ、テーブルを回り込むようにして、彼女は衡の後ろへと駆かけ込んだ。まるでそこが、唯一の安息の場所であるように。

　それを見て、青嵐は、

「──いや、すまない」

　素す直なおに謝あやまった。

「本当に申もうし訳わけない。癖くせなんだ、可愛かわいい子を見るとね──ついキスをしたくなってしまうという。迷めい惑わくなら、次から控えるよ」

　癖くせっ毛けを搔かきながら、すまなそうに頭を下げた青嵐に、衡と白山さんは顔を見合わせた。

　葛くずの葉は青せい嵐らんさん。悪い人ではなさそうなのだが、確かく実じつに、間違いなく、変な人だ。さすがは遠とお咲さき先せん輩ぱいの親友といったところか。

「まあ、そんなことよりも」

　ふと、遠咲先輩が顔を上げた。眼鏡めがねを取り、ハンカチで曇くもりを拭ふき取る。

「いったいどうしたの、青嵐？　あなたがここに来るなんて滅めつ多たにないことなのに」

「ああ、そういえばそうだった。朱しゆ遊ゆ、きみは『情報収集ネタあつめ』が好きだっただろ？　特に貴重な『情報』には目がなかったはずだ」

「……なにか、おもしろいことでも？」

「もちろん。そうでなければ、わざわざこんなところに来ないさ」

　と、そこで伊い織おりが紅茶のポットを持って戻ってきた。カップに注いで、青嵐に差し出す。「どうも」と軽く頭を下げてから、青嵐は静かに話しはじめた。

「今からボクがする話は、もしかしたら信じられないかもしれない。別に信じたくなかったら信じなくても構わない。自分でも、あれが現実だったかどうか、いまいち確信が持てないんだから。──そう、あれは、ボクが裏山を散策してるときのことだった──」




　　　　◆




　葛葉青嵐の実家は、寺である。

　教きよう國こく寺じという名前の実家は、近所の人からは単に『裏山』と呼ばれる小さな山の中にある。山というにも気が引けるほどの小高い土の盛り上がりに過ぎないが、それでも教國寺の門にたどりつくまでには百段ほどの石段を登らなくてはいけない。

　青嵐は、『裏山』が好きだった。時間があれば家から抜け出し、いっとう高い場所にある大きな岩へと腰かけて、足をぶらぶらさせながら空を見上げるのを特に好んだ。

　だから今日きようも、青嵐は岩の上に寝ころんで、曇くもり空ぞらをぼんやりと眺めていた。

　だから青嵐は、不意に目の前が霞かすんだことに、すぐに気がついた。

　霧きりだ。

　驚おどろいた。この山に霧がかかるのを見たことは、青嵐が知る限りでは数回しかなかったからだ。慌あわてて上半身を起こすと、岩の周りはすっかり霧に包まれていて、十メートル先を見通すことさえできなかった。

　まるで、霧の国に迷い込んでしまったようだった。

　メルヘンな考えを頭の片かた隅すみで弄もてあそびつつ、青嵐は岩から降りた。頰ほおを搔かく。この『裏山』は青嵐の庭のようなものだ。目を閉じたってどこになにがあるか思い浮かべることができるが、さりとて実際に目を閉じて歩こうとは思わなかった。

　霧きりが晴れるまで待とうと考え、岩にもたれかかっていると──

　その岩の上に、人がうずくまっていることに気がついた。

「うわっ!?」

　思わず声が出た。飛び下がり、いつでも逃げられるように姿勢を低くしながら、その人ひと影かげを観かん察さつする。青せい嵐らんの心しん臓ぞうを叩たたいた驚おどろきは、じわりと音を立てて警けい戒かいへと変わった。

　形は、一応、人のものだ。

　だが、その辺を歩いている人間かと言われれば、それは断じて違う。少なくとも青嵐は、彼女ほど髪の長い人間を見たことは一回もない。

　平たい岩の上に両りよう膝ひざを突いて、その膝の周りに髪の毛が溜まっていた。灰はい色いろの髪は常じよう軌きを逸いつするほどに長く、あれでは普通に立っていても地面に髪がつくのではないかと心配してしまうほどだ。

　少女がゆっくりと立ち上がると、その異様さはさらに濃こくなった。

　軍隊で配られるようなごつごつとしたコートを羽は織おっている。袖そでに腕を通していないのはファッションのためではなくて、その下に纏まとう拘こう束そく衣いによって両腕を封じられているからだ。異様に長い髪は当然のように少女の顔を包み隠していたが、彼女が少し顎あごを上げると、ぱらりと解けてその顔を窺うかがうことができた。

　小振りな唇と、すらりと通った鼻筋だけを見れば、美少女と呼べるかもしれない。

　もっともそれは、目元に何重にも巻かれた包帯の存在を無視すれば、の話だ。

　包帯の、ちょうど目があるとおぼしきところには、黒い円が描かれている。幼稚園児がぐしゃぐしゃに塗ぬり潰つぶしたかのような、乱らん暴ぼうな黒。それが自分を見み据すえている。

「……あれかな。幽ゆう霊れい？」

　反応を確たしかめようと、青嵐はそんなことを言ってみた。

「ここで誰だれかが死んだって話は聞かないけど──あ、もしかしたら人知れずに死んじゃって、それに気づいて欲しいっていうよくあるアレ？　だとしたらきみは運がいい、この山には寺があってね、すぐに弔とむらってもらえると思うから、そっちのほうに行ってくれるかな。ボクのところじゃなくて」

　つらつらと、思うままに喋しやべっていると──不意に、少女が口を開いた。

　ぼやけた声だった。空間そのものが声を発しているような、不安定な音。それは、こう言っているように聞こえた。

「──『迷D妄iアaムbネlジoアs』の、名に於おいて──」

　少女の唇が、薄うすく歪ゆがんだ。

「生まれ始まる祝いの日より、潰ついえて終わる呪のろいの砌みぎり、汝なんじを包むは氷雨ひさめなり。迷え迷えよ動けぬままに、惑まどえ惑えよひとつの道に、何方いずかた向かえどその行き先に、久く遠おんに籠こめるは迷めい妄もうの霧きり」

　深く、深く。

　少女が、人を惑わせるほどに美しい旋せん律りつを詠うたった、次の瞬しゆん間かん──

　少女の姿が岩の上から消えた。

　警けい戒かいしたときにはもう遅かった。音も姿もないままに、瞬時にして少女は青せい嵐らんの目の前まで迫っていた。少女の顔が口づけをするように近づいてきて、青嵐の唇の数センチ先でぴたりと止まった。

　そのまま、彼女は大きく深呼吸をして。

　あたりを押し包んでいた深い霧が、一瞬にして消えてなくなった。

　だが、そのときの青嵐は、そんなことには気づかなかった。青嵐の視し線せんは、ただひとつ、自分の目の前にいる少女に釘くぎ付けになっていた。

　とん、と軽い足取りで後ろに飛び、にっこりと微笑ほほえんだ、少女の顔は──

　青嵐の顔と、まったく同じものになっていたのだ。
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「──で、ボクが驚おどろいているあいだに、その女の子はさっさと逃げ出してしまったんだ。今思えば追いかけるべきだったんだけど、なんていうか、さすがに動けなくてね」

　そう言って、青嵐は恥ずかしそうに目を細め、それから肩をすくめた。

「そのあと家に帰ったら、どうやらそっちの『ボク』も同じようにやってきていたらしい。制服を着て学校に行ってしまったと、家人が教えてくれたんだ」

　それから彼は、『図と書しよ館かん部ぶ』の面々を見回して──訝いぶかしげな顔をした。

「……なんでそんな顔をするんだい？　信じてくれてないってわけでもなさそうだけど──」

　そう言われて、衡こうも自分の仲間たちの顔をぐるりと眺め回した。青嵐がそう言うのも無理はない表情をしている──恐らくは、自分も含めて。

　遠とお咲さき先せん輩ぱいだけはいつもどおりの無表情だ。とはいえ、内心までまったく凪ないでいるというわけではないだろう。自分たちと同じように、なにがしかの驚おどろきは覚えているはずだが、彼女がそういう感情を表に出すことは滅めつ多たにない。

　伊い織おりは友人が罪を犯したと知ったときのような顔をしていた。恐らく自分の顔にも、似たような表情が浮かんでいるに違いない。

　それから衡は、白しろ山やまさんと、そして九衛クノエの表情を観かん察さつしてみた。

　そんなにあからさまな顔をしなくても、と思う。

　白山さんは伊織や衡の反応を数百倍も濃こくしたような顔つきをしていた。自分の親が殺人を犯したと知らされたときの顔だった。ご丁てい寧ねいにも肩が小刻みに震ふるえている。九衛のほうは真剣な顔つきで、食い入るように青せい嵐らんのことをにらみつけている。

　もちろん、青嵐がそれに気づかないはずがなかった。

「……白しろ山やまさん、もしかして今の話に、心当たりがあるの？」

　それから、青嵐の視し線せんがふと動いて──白山さんの鞄かばんに据すえられた。

　一いつ瞬しゆん。

　その表情に、さざ波に似たものが走ったように見えたのは、衡こうの気のせいだろうか。

　それを詳しく吟ぎん味みすることはできなかった。青嵐はすぐに視線を鞄から外はずしてしまったからだ。遠とお咲さき先せん輩ぱいが、話の流れを変えるように口を開いた。

「そんな突とつ拍ぴよう子しもない話を聞かされれば、誰だれだって反応に困るものよ」

「わ、ひどいな朱しゆ遊ゆ。きみなら信じてくれると思って話したのに」

「信じてもらえなくてもいいんじゃなかったの？」

「それは他ほかの人たちの話だよ。親友にまで疑われるとなると、さすがのボクも傷つかないではいられないのさ」

　そう言って、イタズラっぽくウィンクをして──青嵐は、また遠咲先輩の頰ほおに唇をつけた。

「…………っ、…………！」

　その行為に、誰よりも白山さんが反応している。自分がされたわけでもないくせに、両手で顔を覆おおって、そのくせ指の隙すき間まから青嵐の行為をじっと見つめていた。

　対して当事者の遠咲先輩は、青嵐の行動をまったく気にしていないようだった。紅茶をすすりながら、平然と対応している。

「もちろん、わたしは疑ってないわよ、青嵐。あなたは昔から噓うそをつくのが嫌いだったからね。わたしと違って」

「面めん倒どうくさいからね。噓をつくと、その噓を覆い隠すための噓も考えなくちゃならない。そんな気力はどこにもないんだ、きみと違って」

「だからあなたのことは信じるけれど、かといってあなたが味わった経けい験けんが、本物だと認めるわけではないわ。幻覚や幻げん聴ちようというものがこの世には存在するのだし」

　噓つきと言われるよりもそっちのほうが不名誉な気がするが、青嵐は構わずに頷うなずき、

「だからこそ、きみの協力を願ねがいたいんだよ、朱遊。──家人からは、もうひとりの『ボク』は制服を着ていったと聞かされた。ということは、学校に行った可能性が高い。今もまだ、この学園のどこかにいるのかもしれない。もちろん幻覚だったらいないことになるけれど、見つければボクの正気は保証される。簡かん単たんだろ？」

　そして、学園内で捜し人をするとなれば、

「きみ以外に、頼める相手はいないよね、朱遊。というわけで、もうひとりのボクを捜してくれないか？　ボクの正気如何いかんによっては骨折り損になるかもしれないけれど、きみは『おもしろいこと』に関する骨折りは惜しまなかったはずだよね。だから、この件にも興きよう味みを引かれると思うんだけど」

　そんな確かく認にんをする必要はない。遠とお咲さき先せん輩ぱいは、この捜索を受け入れるに決まっている。

　なんとなれば──遠咲先輩をはじめとする『図と書しよ館かん部ぶ』の面々は、青せい嵐らんの姿をコピーしたというその少女の正体を、知っているのだから。

　阿ア頼ラ耶ヤ識シキ。

　白しろ山やまさんの黒い鞄かばんの中に潜ひそむ、常じよう識しき外はずれの住人たち。

　好き勝手に生きる彼らは、その『好き勝手』が過ぎるあまり、ときとして鞄から外に出てしまうことがある。もちろんそんな奴やつらが秩序ある『外』の世界で大人おとなしくしているはずがない。迷めい惑わくや危害を撒まき散らす彼らを鞄に連れ戻す義務を、『持ち主』である白山さんは背負っているのだ。

　衡こうは、その義務の手助けをしたいと思っている。

　それは、伊い織おりや遠咲先輩にしても同様だった。その理由まで同じとは限らないが、遠咲先輩は衡が考えたとおり、大きく頷うなずいて青嵐の要よう請せいを受け入れた。

「いいでしょう。もうひとりの『あなた』を捜し出せばいいのね」

　青嵐はにっこりと笑い、

「さすが朱しゆ遊ゆ、そう言ってくれると思ったよ！」

「貸しだから、覚えておいてね」

「……『部長』から貸しを取るなんて、その辺は相変わらずだね……」

　それからふと、遠咲先輩は衡に目配せをした。

「それじゃ早速、他ほかの人たちは、先に学年棟に戻っていてくれる？　もう昼休みが終わってしまうからね、授業の合間に聞き込みを行ってくれるかしら。青嵐の顔写真は、あとでメールで送るから」

　それを聞いて、九衛クノエがなにかを言おうとした。衡は慌あわててそれを制し、

「は、はい、わかりました！　──えと、じゃあ行こうか」

「ほいよっと。ほら、行くぞ九衛」

「わっ、と、こら、そんなとこを摑つかむな馬ば鹿かイオリ！」

　無む造ぞう作さに九衛の首根っこを摑んで、猫を運ぶようにして部へ屋やの外に引きずっていく。衡はきょときょととしている白山さんの手を引っ張り、

「行こ。白山さん」

「──あ、う、うん！」

　こくこくと、何度も頷うなずく。部屋から出たときには、蒼そう白はくだった白山さんの頰ほおに、いくらかの血の気が戻っていた。
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「ど」

　と、図と書しよ館かんから出た瞬しゆん間かんに、白しろ山やまさんがそんな声をあげた。

「ど、ど、どうしよう！　阿ア頼ラ耶ヤ識シキだ！　ま、また出てくるなんて……！」

「おいコウ、九衛クノエは図書館に戻るぞ！　あの青せい嵐らんとかいうのを締しめ上げて、もっと詳しい事情を聞き出さなくては！」

　ひたすらに慌てる白山さんと、めちゃくちゃなことを言う九衛とは対照的に、衡こうと伊い織おりは落ち着き払って雑木林を進んでいた。

　突然のことに混乱しているのは二人ふたりも同じだったが、それでも彼女たちより余裕があるのは──まあ、性格によるものだろう。伊織は大きな身体からだにふさわしい強きよう靭じんな精神を持っているし、衡は『呪のろい』のためか、いきなりの衝しよう撃げきには耐性ができている。

　歩きながら、伊織はぽつりと、

「あのな、九衛。んなことしたら、バレるぞ？」

　びくっと肩を震ふるわせたのは、九衛ではなくて白山さんだった。伊織の言葉を継いで、衡は淡たん々たんと自分の考えを述べる。

「葛くずの葉は青嵐さんがどんな人かはわからないけど──鞄かばんの秘密は、『囊界ノーガ』とか阿ア頼ラ耶ヤ識シキとか守ツ憑キ霊ダマとかは、なるべく知られたくないんだろ？　だったらおまえは下へ手たなことしないほうがいい。出さなくていいボロが出る」

「む……」

「青嵐さんから聞き出すのは、遠とお咲さき先せん輩ぱいに任せておくべきだ。『外』の世界に、あの人より話を聞き出すのがうまい人なんて、そうそういないよ」

「それは、まあ、確たしかにそうだが」

　と、九衛が思わず同意してしまったのは、彼女も遠咲先輩に話を聞き出されたひとりであるからだ。情報をかすめ取られた、といったほうが正せい確かくではあるのだが。

　それにしても、と衡は首をひねる。合点がいかないことがひとつある。

「ね、白山さん。その阿ア頼ラ耶ヤ識シキはなんで『外』にいるんだ？　最近きみの鞄が傷ついたことなんてないはずだろ？」

　阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、白山さんの黒い鞄が傷ついたとき、その傷穴を通じて外の世界に這はい出してくる。一ヶ月前は、タバコを押しつけられて開いた焦こげ穴あなからヴィヴィとメアという二人ふたりの阿ア頼ラ耶ヤ識シキが出てきた。そいつらを捕まえたときのことを思い出して、衡の心は暗く沈んだ。またあんな痛い思いをしなくてはいけないのか。まあ、慣なれてるけどさ。

　ともあれ、阿ア頼ラ耶ヤ識シキが出てくるなどという一大事が起きれば、白山さんは泡を食って、まずそれを衡こうに報しらせてくるはずだ。しかしそんな話は聞いていない。

　白しろ山やまさんは衡の問いかけに、泣きそうな目で首を振った。

「う、うん。──でもね、衡くん、あの、言いづらいんだけど──」

「……鞄かばんから出てきた阿ア頼ラ耶ヤ識シキなんていくらでもいる。そのすべてを、シロさまと九衛クノエが把は握あくしているわけじゃないさ」

　ぽつりと、九衛はそんなことを漏らした。衡は瞬まばたきをし、

「把握しているわけじゃないって──だって、きみたちの鞄のことだろ？　どれくらいの数が逃げ出したかくらいはわかるんじゃないか？」

「今の鞄から逃げ出した阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、ヴィヴィとメアだけだ。そいつらはこのあいだ鞄にぶち込んだだろうが。忘れたのか？」

　今の？

「……なんだか、その……鞄が、代替わりしているように聞こえたんだけど」

「ん？　そりゃしてるだろ。これが最初の鞄なわけがない」

　そう答えたのは──白山さんでも九衛でもなく、隣となりを歩く伊い織おりだった。白山さんは立ち止まり、焦あせったように伊織のことを見る。

「いっ、伊織くん────なんで、そのことを、」

「いや、なんでってこともないけどさ。だってきみの鞄の中にはひとつの世界があるんだろ？　そんなご大たい層そうなものなんだから、少なくとも百年やそこらの歴史があるはずだって思っただけだよ。でも、きみが持っているその鞄は、どう見てもそんなに古ぼけてはいない」

　言われて衡は、改めて白山さんの黒い鞄を見つめた。確たしかに、人工皮ひ革かくやリベットが使われているこの鞄は、それほど昔に作られたものではなさそうだ。

　白山さんは、図ず星ぼしを指されたようにうつむいていた。

「……伊織くんの言うとおり、この鞄は最初のものではないわ。ずっと昔から、いくつもの鞄の中に『囊界ノーガ』が現れて、その鞄が壊こわれるたびに『囊界ノーガ』は別の鞄の中に移動してきたの」

　初耳だ。しかし、

「確たしかによく考えてみたら、きみの鞄は不ふ思し議ぎなものだけど傷つかないってわけじゃないからね。その鞄が壊れてしまっても、『囊界ノーガ』そのものが消滅するわけではないってことか」

「この鞄は『囊界ノーガ』への入り口に過ぎない。『囊界ノーガ』の成り立ちを把握しているものは誰だれもいないが、『判官ナカノツカサ』に聞いた限りじゃ少なくとも千年以上の昔からあったらしいな。──ま、中と外で時間の流れが同じとも限らないが」

　そう言った九衛に、衡はわずかに首をかしげ、何気なくつぶやいた。

「……でも、なんで今まで教えてくれなかったんだ？」

　白山さんの表情が、頰ほおを叩たたかれたかのように歪ゆがんだ。それを見て「しまった」と思うが、今さら取り消すわけにもいかない。九衛はそんな衡のことをせせら笑い、

「なんでおまえに教える必要があるんだ？　少しシロさまに心を許されてるからってな、調ちよう子しに乗るんじゃ──」

「九衛クノエ、やめて！」

　叫ぶように大きな白しろ山やまさんの声に、九衛はびくっと首をすくめた。きっと九衛をにらんだ白山さんの目には、実際に涙さえ浮かんでいる。その目が衡こうのほうに据すえられて、それから、すぐに怯おびえるようにそらされてしまった。

「…………違うの。そんなんじゃなくて、その、」

　そこまで言って、白山さんは喉のどが詰まったかのようになにも言えなくなってしまった。

　その様よう子すを見て、衡は同情する。

　実際のところ──あの鞄は、いくつもの秘密を持っている。

　たとえば、あの鞄は『囊界ノーガ』や阿ア頼ラ耶ヤ識シキを内包するだけではなく、白山さんがその中に手を入れて思い念じれば、なんでも好きなものが取り出せるという力がある。その力のことは、伊い織おりや遠とお咲さき先せん輩ぱいには話していなかった。

　彼らを信じていないというのではない。

　ただ、白山さんは、怖いだけなのだ。

　あらゆる富と財産を生む魔ま法ほうの鞄は、ちっぽけな信頼などあっさりとねじ曲げてしまうということを、彼女は他ほかの誰だれよりもよく知っているから。

　実際に遠咲先輩をごまかしきれているかどうかははっきりしないが、少なくとも表面上は、そんな力などありませんよ、という体ていを装よそおっている。それならば、と衡は思う。自分にも、まだ打ち明けていない秘密があっておかしくはない。

「いいよ、白山さん。別に責めているわけじゃない」

　だから衡は、笑ってそう言った。

「おれのことを絶対的に信頼して、すべての秘密を打ち明けろだなんて、そんなことを言うつもりはないよ。秘密はあって当然だ。ただ、今まで知らなかったことだったから、少し驚おどろいただけだよ。気にしないでくれ」

　白山さんの罪悪感を、慰なぐさめるために言ったはずなのに。

　その言葉に──白山さんは、大きく目を見開いて衡のことを見つめた。

　まるで、傷ついてしまったかのように。

「──そんな、こと──」

　小さく、ぽつりと、声を落とす。独り言のようなそのつぶやきを、聞きつけたのは衡だけだっただろう。雑木林が終わった途と端たん、学園内に木こ霊だまのようにチャイムが鳴なり響ひびいた。

「っと、やべ、始まっちまう！　少しゆっくりしすぎたな。おい衡、走るぞ！」

　答えを待たずに伊織は走り出す。獣けものじみた体格を持つ桐きりヶが谷や伊織は、走るスピードまで獣じみている。あっという間に遠ざかり、校舎の角を曲がって見えなくなった伊織に呆あきれの息を漏らして、衡こうは白しろ山やまさんを振り返った。

「……い、行こっか。白山さん」

「…………うん」

　返す声も沈みきっていたが、なぜかはまったくわからない。胸の奥に堅いしこりが生まれたことを自覚しながら、衡はその思いを振り切って、自らも走り出した。
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　ぎくしゃくしている。

　恐らく、気のせいではない。

　そっと隣となりに目を配りながら、衡こうはそんなことを思う。

　現在は六限目、古文の授業中だ。国語教きよう諭ゆの山やま波なみ先生が、その穏おん和わな表情をこちらに向けながら、当時の須す磨ま・明石あかしがどれくらいの田舎いなかだったのかということを訥とつ々とつと喋しやべっている。

　白しろ山やまさんは、山波先生のほうに顔を向けている。が、その目は山波先生を見てはいない。ぼんやりと曇くもっていて、まるで今日きようの空のような色合いをしている。

　阿ア頼ラ耶ヤ識シキのことを、考えているのだろうか。

　まあ確たしかに、あんなものが周りをうろついていると知って、冷静でいられるはずもない。衡はまだ二人ふたりしか阿ア頼ラ耶ヤ識シキを見たことはないのだが、その二人に平然と殺されかけたのだ。阿ア頼ラ耶ヤ識シキは人に対して悪意や殺意を持っているわけではないのだが、それは人が虫けらに対してそういう感情を抱かないのと同じ理屈である。

（……そんなことを、話そうと思ったんだけどな）

　前を向きながら、衡は自分にしかわからないようにため息をついた。

　昼休みが終わり、五限目が終わった次の休み時間に、これからのことを白山さんと話し合おうと思ったのだ。

　だが──休み時間が来た途と端たんに、白山さんは鞄かばんを持って急いで立ち上がり、そのまま教室から出て行ってしまった。

　話し合いを拒絶するようなその勢いに、衡は追いかけることさえできなかった。呆ぼう然ぜんと背中を見送った衡に、伊い織おりと、そして同じく友人である川かわ崎さき宗しゆうが、口を揃そろえて、

「……なんだ。喧けん嘩かか？　珍しい」

「早く謝あやまったほうがいいよ、衡。悪いのはきみに決まってるんだから」

　そんなことを言われても、なにを謝ればいいのかさえ、まるで見当がつかない。

　結局、白山さんが戻ってきたのは六限目が始まる直前だった。席についてからも横顔はかたくなで、衡の言葉を拒絶するような色が浮かんでいた。それに怖おじ気けづいて、なにも言えないままに、授業が始まってしまったのだ。

　機き嫌げんを損そこねるようなことは、していない──と思う。

　が、自覚はなくても傷つけてしまうということは、ままあることだ。

　胸の中にしこりを感じる。先ほど生まれたしこり。これが原因だろうか、と眉まゆを寄せて推測をしていると、不意に山波先生の声が耳を打った。

「それじゃあ、64ページの訳を──白山。やってみてくれ」

　が、白山さんはぼんやりしたままだ。

「白山ー。白山、休みかー？　席は……っと、いるじゃないか。おーい」

　それでも白山さんは反応しない。クラスにかすかなざわめきが走った。仕方がない。衡はそっと手を伸ばして、彼女の肩を、とんとん、と叩たたいた。

　びくっと身体からだを震ふるわせて、白しろ山やまさんは焦あせりの目で衡こうのことを見つめてくる。それから自分の置かれている状況を把は握あくしたようで、しきりに瞬まばたきをしながらクラスのあちこちから送られてくる視し線せんを撃げき退たいしようとしていた。

　衡は白山さんにしか聞こえないくらいの小声で、

「……64ページの訳だってさ」

　そっと助け船を出すと、白山さんはこくこくと、何度も何度も頷うなずいて立ち上がった。

「えっと、64、64ページ……あ、あった、読みます！　──『周りが静かになると、わたしは倒れているビルに駆かけ寄って彼を抱え起こしました。ひとりも見捨てはしない、四人で脱出するんだと励ますと、ビルは弱々しく笑って、」

「白山」

「──、はい？」

「源氏物語にビルという人物は登場しない」

「えっ」

　しゃっくりのような声を出して、教科書を確かく認にんする。衡は目元を覆おおった。見ていられなかった。確たしかにそれは、この高校指定の教科書であることに違いはない。

　ただ惜しむらくは──それが五限目、英語の教科書だったということだ。

「…………………………」

　白山さんが事態を把握する速度と、彼女の顔が赤くなっていく速度は比例した。

　真まっ赤かになったまま、しおしおと椅い子すに座り込んでしまう。恥ずかしげなその仕し草ぐさに、クラス中に悪意のない笑いが広まった。確かに、今の流れはかなりおもしろかったから、笑ってしまうのは無理がないことなのだけれど。

　頭の片かた隅すみではそうわかっていたのだが──そこ以外の大部分は、白山さんを笑ったクラスメイトたちへの怒りに埋め尽くされていた。

「……白山さん。これ」

　差し出されたノートと古文の教科書に、白山さんはぱちくりと衡を見つめた。

　衡が言いたいことに白山さんが気づくまで、数秒の間があった。

　慌あわてて教科書とノートを受け取って、白山さんは席を蹴けるようにして再び立ち上がる。

「あ、えと、よ、読みます、────」

　つっかえつっかえになりながらも、白山さんは衡の下へ手たな訳を読み上げていく。衡が気恥ずかしさを覚えたのは、周りからの好奇の視線を感じたからではなく、白山さんのほうが衡よりもずっと成せい績せきがいいということを思い出したからだ。

　それでも、目立った誤訳はなかったらしい。相手が山やま波なみ先生であるということも幸いした。彼はぼんやりした表情のまま頷き、

「はい、結構。今回はまあ見み逃のがすけれど、次からはちゃんと予習してこいよ、白しろ山やま。って、まあ言うまでもないか。おまえはいつも真ま面じ目めだもんなー」

「……は、はい、すいません、以後、気をつけます……」

　ぺこり、と頭を下げる。直角である。そこまでしなくてもいいと思う。山やま波なみ先生も困ったように頰ほおを搔かいて、白山さんに席に着くように促うながし、授業を再開した。

　白山さんが、教科書とノートを滑すべらせるようにして戻してくれた。それを開こうとして、衡こうはその中に紙切れが挟まっていることに気づく。急いで書いただろうに、衡のものよりもはるかに綺き麗れいなその文字は、こんなことが書いてあった。

『どうもありがとう　ごめんなさい』

　ごめんなさいはいらないな──ということを、授業のあとに果たして伝えられるのかどうか。それが問題だ。
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　六限目のチャイムが鳴なり響ひびいて、山波先生は次回予習しておく段を指摘してから、教室を出て行った。

　どういうふうに話しかけようか──という衡の心配は、杞き憂ゆうに終わった。

「あっ、あの、衡くん」

　ぴんと背筋を伸ばして、張り詰めた表情で、白山さんは衡に向き直った。

　それから、またぺこりと頭を下げる。直角再び。

「ありがとう、ございました。それから、その──ごめんなさい」

　だから、謝あやまる必要はないというのに。

　が、衡はそれを指摘したりはしなかった。白山さんの肩を叩たたいて、小さく笑う。

「いいってば、気にしないで。──それよりほら、もう放ほう課か後ごだ。そろそろ活動を開始したほうがいいんじゃないかな？」

　一いつ瞬しゆん、白山さんの顔に複雑な表情が横切った。それがどういう意味を持つものなのか、はっきりと把は握あくすることはできなかった。そうするよりも先に、白山さんはわずかに強こわ張ばった笑えみで、その表情を塗ぬり潰つぶしてしまったから。

「──うん、そうだよね。がんばろう、衡くん」

「………………」

　白山さんの笑みに、衡の胸の中に生まれたしこりが軽く疼うずいた。今のうちに確かく認にんしておいたほうがいいのかもしれない。つい先ほどから続いている、このちょっとしたすれ違いの意味を、早く確たしかめるべきだ。そうしなければ、このしこりは取り返しがつかないほど大きくなってしまうかもしれない──

「よ！　そんじゃ、作戦会かい議ぎしようぜ！」

　そんな衡こうの思おも惑わくは、伊い織おりに背中を思いっきりハタかれたことによって綺き麗れいに吹き飛んでしまった。

「いたっ──、少しは手加減しろ、この馬ば鹿か力ぢから！」

「おまえなら大丈夫だろ。慣なれてるんだから。──それよりさ、もうメール見たか？」

「メール？」

「遠とお咲さき先せん輩ぱいからのメールだよ。おまえのところにも来てるはずだ」

　衡はポケットから携けい帯たいを取り出し、確かく認にんする。新着メールが一通。件名は無題。本文には、

「無印を探すように」と記されている。

「とりあえず、わかりやすい『目印』をつけておくことにしたんだとさ」

　メールには写真が添てん付ぷされていた。青せい嵐らんの写真だ。先ほどと違う点は、呆あきれるように笑っている彼の頰ほおに、『Ａ』の文字が記されているということだ。それと、メールの本文に追記がしてあった。白しろ山やまさんがそれを読み上げる。

「『偽にせ物ものは女子の制服を着ているらしい』──？　な、なんで？」

「ああ、そういえば、青嵐さんは『制服を着て出て行った』って言ってたけど。……どうして女子なんだろう？」

「ってことは、そもそもあの人の家に女子の制服があったってことだよな。姉妹がいるとかそういうことか──いや、それだけじゃ阿ア頼ラ耶ヤ識シキが女子の制服を着た理由にはならないか」

　三人で首をかしげるが、答えなど出るはずがない。その阿ア頼ラ耶ヤ識シキは人に悪意を持っていて、青嵐の恥ずかしい姿を学園中に晒さらそうとしているのかもしれない。

「女子の服を着ているなら、相当目立つと思うけど──それなら、Ａのマークは必要ないんじゃない、かな？」

「どうかな。もしかしたら阿ア頼ラ耶ヤ識シキが男子の制服を奪うかもしれない。それを踏まえての目印ってことだろう」

「Ａっていうのがいかにも先輩らしいね。おれたちが探すのは、Ｂのほうってことか」

　携帯をくるくると手元で弄もてあそびながら、衡はふと思い出したように白山さんに告げる。

「そういえばさ、白山さん。──九衛クノエは、どうする？」

　白山さんは、きょとんとした表情で、

「どうする、って？」

「『Ｂ』を探すときには、あいつがいたほうがいいのかな。今は──中に戻ってるんだよね？」

『鞄かばん』に関する具体的な単語を出さないように気をつけながら、衡は潜ひそめた声でそう言った。白山さんはぱちぱちと瞬まばたきをして、それから周りを見回し、同じようにひそひそ声で答えてくれた。

「うん。外にいると消耗しちゃうから。──あのね、これは、わたしの考えで、無視してくれてもいいんだけどね、九衛クノエは、今はいなくてもいいと思うの」

　伊い織おりと衡こうの視し線せんが白しろ山やまさんに向けられる。ただそれだけのことで、白山さんはぐっと口を噤つぐんでしまった。その顔が、窒ちつ息そくでもしていくように赤くなっていく。

「っ、────ご、ごめんなさい！　そんなことないよね、いたほうがいいよね──」

「いやいやいや、白山さん」

「そういう意味できみを見たわけじゃないよ。きみの意見は貴重だ。是ぜ非ひ聞かせてくれ」

「…………き、きちょう？」

　びっくりしたように目を見開いて、白山さんはオウム返しに尋たずねてくる。うんうん、と衡と伊織は揃そろって頷うなずき、

「だってなー、白山さんってベテランだろ？　こういうことにかけちゃ、白山さんはおれらよりもずっと詳しいはずだ」

「伊織の言うとおりだ。『鞄かばん』に関する知ち識しきも経けい験けんも、きみのほうがずっと上なんだから、きみの判断をおれたちが無視することなんて絶対にないよ。──どうして九衛がいないほうがいいのか、よかったらその理由も聞かせてもらえるかな？」

「え、あ、えと──」

　意見を求められて、白山さんはかすかに慌あわてる。だが、すぐに胸に手を当てて気を落ち着かせ、真剣な眼まな差ざしで衡のことを見返してきた。

「あのね──青せい嵐らんさんの話では、偽にせ物ものは『領域ナワバリ』を使ったって言っていたでしょう？」

「ああ。確たしか、『迷D妄iアaムbネlジoアs』だったっけ」

『領域ナワバリ』。阿ア頼ラ耶ヤ識シキが行使する、心像世界を『外』に具現化させるための手法。衡の表情が苦にがいものになったのは、その『領域ナワバリ』に殺されかけた経験があるからだ。正直な話、そういうデタラメなことを『囊界ノーガ』の外に持ち出さないでほしい。

「うん。多た分ぶん、青嵐さんの姿を真ま似ねたっていうのは、その『領域ナワバリ』の力だと思うの。外見をコピーするっていうのは、確かに厄やつ介かいな力だけど、それほど危ないことではないと思う。も、もちろん『彼ら』が相手なんだから油断することはできないけど──」

「危険性が低い相手を探すために、わざわざ虎の子の九衛を消耗させることはない、というわけか。なるほど」

　白山さんは、自信なさそうに衡と伊織を見比べた。衡は強しいて笑えみを浮かべる。そうでもしなければ、この臆おく病びようで自分の意志を出すことがからきし苦手な女の子は、どこか奥のほうへ引っ込んでいってしまうと思ったからだ。

「良い案だと思うよ。確かに、『あれ』を探すだけならおれたちでもできるからね。下へ手たに九衛を連れ回して消耗させて、いざというときに動けませんでした、じゃ冗じよう談だんにもならない。さすがに頭がいいね、白山さん」

　衡が褒ほめると、白山さんはぱっと表情を明るくした。このあたり、白山さんはとてもわかりやすい女の子である。てれてれと頰ほおを搔かきながら、それでも嬉うれしそうに口元を緩ゆるませている。

「や、やだなあ衡こうくんってば、そんなことないよ」

　さっきはあんなに自信なさげにしていたくせに、今はもうかすかな得意の色さえ滲にじませてる。えへへ、とくすぐったそうに笑っている白しろ山やまさんを、衡は眩まぶしげに見つめた。

　先ほどの胸のしこりは、気のせいだったのだと自分に言い聞かせる。

　なぜなら白山さんは、こうして笑え顔がおを見せてくれているからだ。自分に対してなにか含むものがあるのならば、こんな顔はできるものではない。少なくとも白山さんは、そういう演技ができる子ではなかった。

　だから──さっきすれ違ったと思ったのは、自分の思い過ごしなのだ。

　衡の前の席に座っていた伊い織おりが、それを見て立ち上がる。

「それじゃ、そういう方針で。ホームルームが終わったら、また話し合おうぜ」

「ああ。遠とお咲さき先せん輩ぱいにはおれから連絡入れておくよ」

　軽く手をあげて挨あい拶さつをして、伊織は自分の席へと戻っていった。それを見届けてから、衡はそれとなく、白山さんに言う。

「多た分ぶん手分けしたほうがいいと思うんだけど──そのときは、おれと一いつ緒しよでいい？」

「うん。もちろんだよ。だって、いざというときに『九絶門Val'DOR's Gate』を使えるの、衡くんしかいないんだもん」

『九絶門Val'DOR's Gate』。白山さんと九衛クノエが扱う『領域ナワバリ』。武器の形をしたその『領域ナワバリ』を使いこなしているのはもっぱら九衛のほうなのだが、なぜか衡もそれを扱うことができるのだ。

　そのことを今さらのように思い出して、衡は頷うなずいた。

「──それもそうだね。わかった、それじゃあとで一緒に探しに行こう」

　うん、と小さく答えて──白山さんは、衡の顔をじっと見つめてきた。

　その瞳ひとみがなにを物語っているのか、読み取ることはできなかった。なぜならそれは、ほんの一いつ瞬しゆんだけのことだったからだ。彼女はすぐにふいと視し線せんを外はずしてしまった。

　──気のせいだ。きっと。

　三度、衡は自分にそう言い聞かせなければならなかった。胸の中に再びしこりを感じながら、それから目を背そむけて、彼は教きよう壇だんに立つ担任のほうへと視線を向けた。
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　外は、相変わらずの曇くもり空ぞらだった。

　がやがやと喧やかましい昇降口から、衡と伊織と白山さんは連れ立って表に出る。鉛なまり色いろの空を見上げると、かすかな湿気が頰に当たった。一雨来そうな雰囲気だ。

　昇降口からはたくさんの生徒たちが吐き出され、それぞれ雑ざつ談だんをしたりふざけ合いながら、校門に向かって歩いて行っている。改めて見ると、うんざりするほどの生徒の量だ。この中からひとりの生徒を探し出すということが、本当に可能なのだろうか？

「ま、愚ぐ痴ちを言ってても仕方ないな。衡こう、おれは校門の前を張ってるよ」

「ああ。おれと白しろ山やまさんは──とりあえず、第二学年棟のほうを探してみようかな。他ほかに当てもないし。それでいいかな、白山さん？」

　白山さんは、子供のように素す直なおに頷うなずいた。

「うん。衡くんについていくよ」

「そっか。それじゃ、またあとでな」

　軽く手を振って伊い織おりは衡たちの傍そばから離はなれ、生徒の群れの中に入っていった。もっとも、伊織ほどの長身の持ち主ならば、１００メートル離れた場所で生徒の集団の中にいても見つけ出すことができるだろう。青せい嵐らんがそれくらい特徴的な外見だったらよかったのに──と益やく体たいもないことを考えながら、衡は携けい帯たいを開き、再び彼の写真を呼び出した。

「さて、と。それじゃ、探しますかね」

　携帯の画面に展開した青嵐の写真を、白山さんは隣となりから首を伸ばして覗のぞき込んできた。純白の髪から、とても良い匂においが漂ってくる。

「──ね、衡くん」

「えっ？　な、なに？」

「……なんでＡなのかな？」

　意味がよくわからない、という顔をすると、白山さんは少し焦あせったように、

「だ、だからね、なんで青嵐さんのほっぺたに書いたのは、Ａだったんだろうって思って。本物なんだから、『本』とか『真』のほうがわかりやすくないかな？」

「どっちが本物かの目印なんだから、なんでもよかったんじゃないの？」

「……そ、そっかな。そうだよね。うん、ごめんね、つまらないこと言っちゃって……」

　しゅん、と萎しおれてしまった白山さんを見て、衡は慌あわてた。今の言いい草ぐさはよくなかった。白山さんを取り扱うときは細心の注意を払わなくてはいけない。

「いや！　あの遠とお咲さき先せん輩ぱいの考えたことだから、なにか深い意味があるのかもしれないね！」

「……衡くん、無理して合わせなくても、いいよ？」

「む、無理なんかしてないよ。きっとなにかあるはずだ、うん──」

　そう考えながらじっと写真を見つめると、確たしかになにかがあるような気がしてきた。目印の文字が、『真』ではなく『Ａ』であるということの意味。

「……Ａ・Ｂっていうのは、番号だよね。１・２でも、イ・ロでも構わないけど、似たようなものとか同じものをわかりやすくするために、区別するための文字だ」

「う、うん。たとえばこれが、真・偽とかだったら、ちょっと違うよね。それは番号じゃなくて、なんていうか──本物か偽にせ物ものかってことを明らかにするための文字なんだから」

　どちらも区別という点では変わりないが、本質は異なっている。Ａと書いただけでは、それが本物かどうかはわからないからだ。つまり、遠とお咲さき先せん輩ぱいが青せい嵐らんの頰ほおに、『真』ではなく『Ａ』と書いたのは──

「なにしてんの、お二人ふたりさん？」

「うわっ!?」「ひゃっ!?」

　突然背中を叩たたかれて、じっと考え事をしていた衡こうと白しろ山やまさんは、思わずそんな声をあげてしまった。揃そろって身体からだを跳はねさせた二人を見て、楽しそうにけたけたと笑い声を立てたのは、

「みっ、宮みや代しろ!?　驚おどろかせるなよ!!」

「あっはははは、ごめんごめん、そんなにびっくりするなんて思ってなかったからさ」

　クラスメイトの宮代葉は月づきは、意地の悪い笑えみを口元に貼はりつけて、肘ひじで衡の胸を突いてきた。こういう笑え顔がおをしても少しも嫌いや味みに感じないのは、宮代の性格によるものだろう。

　と、白山さんが不ふ思し議ぎそうに首をかしげ、

「宮代さん、まだ帰らないの？」

「あたし？　あたしは今日きようの『ヨルガク』に参加するんだ。だから寮りようには帰らないよ」

「『ヨルガク』って──ああ、夜間学園交流会か」

「そ。どう？　白山さんも一いつ緒しよに来ない？　あれ飛び入り歓かん迎げいだしさ、楽しいよ」

　白山さんは慌あわてたように首を振り、

「わ、わたしはそういうの、苦にが手てだから──」

　夜間学園交流会というのは、衡たちが所属する教きよう王おう護ご国こく学園オリジナルのイベントだ。学校公認のパジャマパーティのようなもので、毎月の第二金きん曜よう日びに学園内の有志を集めて、第一学年棟を借り切って一晩そこに泊まり込む、というものらしい。

「一応建前では『合同勉強会』ってことになってるけどね。先生もいるし、補習みたいなこともするし。でもまー、みんなの目当てはそのあとの交流会のほうだよ。友達とか、あと彼氏とか見つける人も結構いるみたい」

　ところで、と宮代は笑みを深くして、白山さんに顔を近づけた。

「そっちこそ二人でひとつの携けい帯たいを覗のぞいちゃって、なに？　放ほう課か後ごどこ行くかの相そう談だん？　白山さんてば、大人おとなしい顔してるくせに意外と隅すみに置けないんだから」

　悪意のない茶ちや化かしに、白山さんの頰ほおが朱に染まる。

「み、宮代さん！　わたしたちは、そんなんじゃ──！」

「いいってば、ごまかさなくても！　あとでゆっくり詳しよう細さいを聞かせてくれればさ」

　そう言って、くすくすと笑う。宮代と白山さんは共ともに寮生で、しかも同室なのだという。この二人が部へ屋やの中でどういう会話をしているのか、衡は少し気になった。いつもこういうふうに白山さんが一方的にからかわれているのだろうか。

　こほん、と咳せき払ばらいをして、衡は別の方向に話を持って行くことにした。

「──それより、宮みや代しろ。ちょっと聞きたいことがあるんだけど、いいかな？」

「ん？　なによ改まって」

　携けい帯たいを開き、宮代に青せい嵐らんの写真を見せる。

「この人を探してるんだよ。どこかで見かけなかった？」

　実際のところ、宮代に目もく撃げき情報を期待していたわけではなかった。体ていのいいごまかしのつもりだったのだ。

　にもかかわらず、宮代は瞬まばたきをして、「あー」と手を打ち合わせた。

「見た見た。二年の人だよね？　さっき第二学年棟に入ってくの見たよ？」

「………………はい？」

「みっ、え、ほ、本当に見たの!?　宮代さん!!」

　恐らく初めて耳にするであろう白しろ山やまさんの大声に、宮代は頰ほおを叩たたかれたように目を丸くした。白山さんはそれに飽あきたらず、宮代の両肩を摑つかんで前後に揺すぶるという大おお技わざをやってのけた。

「わっ、ちょ、お、落ち着いて、白山さ、」

「ほ、ほっぺたにＡはあった!?　その人のほっぺたに！」

「……白山さん、ちょっと離はなれたほうがいい。なに言ってるのかよくわからない」

　背後から白山さんの背中を引っ張り、穏おん便びんに離れさせる。宮代は目を白黒とさせつつ、「あーびっくりした」などとつぶやいていたが、やがてこう証言してくれた。

「み、見たのは本当だよ。綺き麗れいっていうか可愛かわいいっていうか、猫みたいな人だなーって思ったから、やけに記き憶おくに残っててさ」

「この写真みたいに、ほっぺたに文字は書かれてたか？」

「や、そこまでは──記憶には残ってるけど、そんなにガッツリ見てたわけじゃないし」

「それじゃ制服はどうだ？　女子のものだったか男子のものだったか」

「え。女子に決まってるじゃん。だってこの人、女の子でしょ？」

　女子の制服。衡こうと白山さんは顔を見合わせて、頷うなずき合った。青嵐『Ａ』が着ていたのは、男子の制服だったはずだ。

「悪いけどもう一回確かく認にんさせてくれ。第二学年棟に行ったんだな？」

「そうだよ。──ちょっと、なんなの？　この人がなんかやったの？」

「いや、単に探してただけだよ。おまえのおかげで見つかった。ありがとうな、宮代！」

「どうもありがとうございました、宮代さん！」

　口を揃そろえて礼を言って、二人ふたりは呆ぼう然ぜんとする宮代を置いて、第二学年棟へと走り出した。今いる場所から第二学年棟までは、それほど離れているわけではない。

　先に昇降口にたどり着いたのは、なんと白山さんのほうだった。決して運動が得意とはいえない彼女に遅れを取ったのは、衡の足が遅かったからではなく──先ほどの白山さんとの会話が、頭に引っかかっていたからだ。

「衡こうくん、早く早く！　早くしないと逃げられちゃうよ！」

　白しろ山やまさんは振り返りながら昇降口に入っていき、

「あっ、白山さん──！」

　危ない、と言う間もなかった。前方不注意のまま駆かけ込んだ白山さんは、ひとりの女子生徒と盛大にぶつかって、跳はね飛ばされてしまった。

「っと、大丈夫かい？」

　かなりの勢いで激げき突とつしたのに、その女子生徒はびくともしていない。体格は白山さんよりも小さいくらいなのに、いったいどうなっているのだろう──と思ったところで。

　気づいた。

「あいたたたた……ご、ごめんなさい、よそ見しちゃっ──」

　白山さんも、お尻しりをさすりながら立ち上がった時点でそれに気づいた。凍りつく。

　白山さんと衝しよう突とつした女子生徒は、愛あい嬌きようのある癖くせっ毛けをしていた。猫のように吊つり上がった瞳ひとみに、柔にゆう和わに笑えんだ唇。女子生徒の制服を着ているから少女に見えるが、男子生徒の制服を着れば少年に見えるだろう。

　それは、葛くずの葉は青せい嵐らんだった。

「？　なに？　ボクの顔になにかついてる？」

　衡と白山さんが、その言葉に答えられなかったのは、この青嵐が矛盾の塊かたまりだったからだ。頰ほおにはきちんと『Ａ』が記されているくせに、その制服は女子のもの。どういうことだ、と思うよりも先に、青嵐がその疑問を解明してくれた。

「きみたち一年生だよね。こんなところになんの用だい？」

　衡は白山さんに、さっと目配せをした。この青嵐は、自分たちを見たことがないらしい。ということは──『偽にせ物もの』だ。

　ん？

「あのっ、ちょっと、ここで、待ってていただけますかっ」

　びきびきに顔を強こわばらせて、白山さんは青嵐にそう詰め寄った。答えを待たずに身を翻ひるがえし、女子トイレへと駆かけ込んでいく。青嵐Ｂは呆あつ気けに取られたようにそれを眺めていた。

「……なんなんだ？」

「あの。葛葉青嵐、先せん輩ぱいですよね。『図と書しよ館かん部ぶ』部長の」

　とりあえず、間を持たせるために衡はそう言ってみた。青嵐Ｂは、自分たちが彼女自身を探しているということを知らない。白山さんが九衛クノエを取り出しているあいだ、自分が彼女を引ひき留とめなくてはならないのだが──

　なにか、重大な勘かん違ちがいをしている気がする。

「そうだよ。──あ、そうか。きみはもしかしたら、平ひら沢さわ衡くんだね？　『図書館部』に新しく入ったっていう」

「は、はい。えと──初めまして？」

「朱しゆ遊ゆから話は聞いてるよ。なかなかおもしろい人材が入ったってね」

　屈くつ託たくのないその笑え顔がおは、先ほど見かけたものとまったく同じものだった。

　違和感が生まれる。目の前にいる少女は、阿ア頼ラ耶ヤ識シキが化けているだけのものに過ぎないはずなのに。人間にしか見えないのは、彼女の演技力がずば抜けているからだろうか。それともこれも、『領域ナワバリ』の効果か。

「……青せい嵐らんさん、遠とお咲さき先せん輩ぱいにはもう会いました？」

「いや。実を言うとね、学校には今来たばっかりなんだよ。出がけにトラブルがあってね、そのことについて朱遊に相そう談だんしたいと思って」

　やはりそうだ、と思う。彼女は、遠咲朱遊のことを知っている。阿ア頼ラ耶ヤ識シキであるはずなのに。ということは──彼女の『領域ナワバリ』、『迷D妄iアaムbネlジoアs』は、姿形ではなく記き憶おくや性格までコピーするものなのだろうか。

　ふと。

　青嵐の頰ほおに書かれている、目印の『Ａ』が気になった。

「その文字は──？」

　なぜ『本物』に記したはずの文字が、『偽にせ物もの』に浮かび上がっているのか。指摘すると、青嵐は少し恥ずかしそうに、『Ａ』を人差し指で軽く引ひっ搔かいた。

「ああ、これ？　よくわかんないんだけど、気づいたらここに書かれてたんだよ。誰だれのイタズラだろうね、まったく。そんな隙すきは見せなかったと思うんだけど──」

「それって、今日きようのお昼ぐらいに書かれたんじゃないですか？」

　青嵐は目を丸くした。

「そうだよ。なんでわかるんだい？」

　なぜなら、ちょうどその時間帯に『本物』の青嵐が図と書しよ館かんにやってきて、なにが起きたのかを教えてくれたからだ。

『本物』と『偽物』に、同じ文字が同じ場所に記されている。

『Ａ』の文字。

『真』ではなく。

「…………あ」

　その瞬しゆん間かん、衡は自分が覚えていた違和感の正体を、はっきりと理解した。

　なぜ遠咲先輩が『Ａ』と記したのか、真しん偽ぎではなく番号を割り振ったのか、その意味を。

　最初に来た青嵐こそが本当に本物であるという保証は、どこにあるのだろう？

「──あの、青嵐さん」

「うん？」

　逃げてください。

　そう言おうと思った。背筋に走る寒気は、今まで気づかなかった重大な見落としが、重大な事故を引き起こそうとしていると直感していたからだ。

　しかしその直感は、少しばかり遅すぎた。なぜなら青せい嵐らんの後ろ、十メートルほど離はなれた女子トイレから、白しろ山やまさんと──そして、制服姿の九衛クノエが現れたからだ。

　横断歩道を渡ろうとする幼稚園児のように、九衛は最初に右を見て、それから左を見て、青嵐の姿を目に留とめた。

　にやあ、と笑った。

　肩に担いだ黒の長ちよう刀とうを、ゆっくりと降ろして。

　そうして、九衛は制止する間もなく、青嵐に飛びかかってきた。




　　　　◆




「……それじゃ、遠とお咲さき先せん輩ぱいは、最初の青嵐さんのほうが偽にせ物ものだって言うんですか？」

『それは正せい確かくさに欠けるわね。本物であるという保証がないだけ。偽物であるという保証もないけどね』

「要するに──よくわかんない、ってことですね」

　校門を過ぎ去る生徒の列を横目で眺めながら、伊い織おりはそう結けつ論ろんづける。

　先ほどまでは間断なく続いていた帰宅の列も、さすがに今はもう途切れ途と切ぎれになっている。校門前で立ちつくしている伊織のことを、不ふ思し議ぎそうに眺める視し線せんにももう慣なれた。黒金の柵さくに寄りかかりながら、伊織は電話の向こうの遠咲先輩に疑問を呈ていした。

「でも『Ａ』のほうは、遠咲先輩のことを知ってましたよね？」

『コピーするのは外見だけではないのかもしれないわね。あなたたちがいなくなってから、わたしと青嵐しか知らないことを質問してみたのだけれど、すべて淀よどみなく答えたわ』

「……それでもまだ、本物とは信じていないんですね」

『可能性はどんなに低くても可能性。もちろん、最初に来た青嵐が本物という可能性もあるわよ。むしろそちらのほうが高いくらいだけど──あら』

「？　どうしました？」

『三十秒ほど待っていなさい』

　ぷつん、と音がして、保留中の音楽が流れはじめた。『ジムノペディ』。遠咲先輩の持つ『情報網もう』が、なにがしかの手がかりを得たのだろうか。学園中に張り巡らされたカメラやマイクや協力者がもたらす情報のすべては、最終的には遠咲先輩ただひとりに集約される。衡こうも伊織もその一端に過ぎず、全景がどうなっているのかはまるでわからないが、遠咲先輩ならＣＩＡと繫つながりがあっても不ふ思し議ぎではない。

　と、『ジムノペディ』が途切れ、再び遠咲先輩の声が聞こえてきた。

『桐きりヶが谷やくん。第二学年棟に向かいなさい。できる限り早く』

「な、なにかあったんですか？」

『九衛クノエさんと青せい嵐らんがそこで暴あばれているという情報が入ったわ』

「……すぐ向かいます」

　伊い織おりは通話を切り、全速力で第二学年棟のある方角へと走り出した。

　桐ヶ谷伊織の身体能力は常人のそれをはるかに超えている。普通の生徒ならば数分はかかるであろう道のりを数十秒で飛び越えて、伊織は第二学年棟に飛び込み、

「待てこのっ、阿ア頼ラ耶ヤ識シキ！　大人おとなしく鞄かばんに戻れ！」

「なにを言ってるんだきみは!?　うわこら、危ないって、そんなものを振り回すな！」

　遠くからでもよく響ひびく、二人ふたりの声が聞こえてきた。

　棟内には不ふ穏おんな空気が立ちこめていた。まだ残っていた二年生はざわついているし、よくよく見ると壁かべや掲示板には切り裂かれた跡がある。伊織の隣となりにいる男子生徒と女子生徒が、ひそひそ声で会話を交わしている。

「……なにあれ？　喧けん嘩か？」

「なんかわかんねーけど──追いかけっこしてたな。片方は刀みたいなの持ってたし」

「うわ怖っ。早く帰ろ！」

　そそくさと去っていく二人の背中を見送りながら、伊織は自分の口元が引きつるのを止めることができなかった。予想以上に騒さわぎが広がっている。早いところなんとかしなくては。教師が来たらごまかしきれなくなる。

　声を追って二階へと向かうと、途中の踊り場に興きよう味み深ぶかい光景が広がっていた。白しろ山やまさんと衡こうが、どっちもへたばっているのだ。

「けほっ、ごめ、衡くん、先、行って──げほげほっ！」

「だ、だから無理しないほうがいいって言ったのに──だめだ、おれも走れない……」

　そんな二人を見下ろしながら、伊織は呆あきれたように言う。

「なにやってんだ、こんなとこで？」

「……ああ、伊織、か、早かったな……げほっ、すまん、今ちょっと、相手できない……」

「お、追いかけなくちゃいけないんだけど、か、身体からだ、動かない…………」

　途切れ途切れに彼らが語ったところによると、青嵐と九衛を追いかけて、校舎の中を縦たてに三周ほどしたらしい。そんな拷ごう問もんのようなレースに白山さんがついていけたことも意外だが、なによりも青嵐がまだ捕まっていないということに伊織は驚おどろいた。

　手のひらで汗を拭ぬぐいながら、衡はゆるゆると首を振る。

「……あの人、すごいな、九衛とほどんど変わらないくらい素す早ばやく動いてたぞ」

「あっちのほうが阿ア頼ラ耶ヤ識シキだとしたら、それくらい体力があっても不ふ思し議ぎじゃないけどな」

　阿ア頼ラ耶ヤ識シキにしろ守ツ憑キ霊ダマにしろ、鞄の中の住人は桁けた外はずれの身体能力を持っている。伊織ですら及ばないほどだが、それに匹ひつ敵てきするというのなら、青せい嵐らんＢが偽にせ物ものである可能性が高まった、ということだ。

「……え？　ちょ、ちょっと待って。あっちの人が、偽物、なんだよね？」

　と、そこで白しろ山やまさんが訝いぶかしげな声をあげた。さもありなん、白山さんはＢのほうが偽物だと信じ切っているのだから。と、衡こうが複雑な表情で口を開き、

「あのね、白山さん。言いづらいんだけど──」

　衡はそのことに気づいていたらしい。白山さんにかいつまんで説明する。青嵐Ａが本物とは限らず、青嵐Ｂこそが本物であるという可能性もあるのだ、ということを。

　白山さんはしばらくぽかんとしていた。それでも理解がしみ通るにつれ、その表情が蒼そう白はくから純白へと変化していった。あうあうと、言葉にならない言葉で混乱を表現している白山さんに、衡は頰ほおを搔かきながら、

「まあ、今の段階では確たしかなことはなにも言えない。捕まえてからいろいろ試してみたいんだけど──なるべくなら、怪け我がをさせないように捕まえたいね」

「遅いよ衡くん!?　そういうことはもっと早く言ってよ！」

「いやあ、言おうと思ったときには、もう九衛クノエが動いてたからさ」

　こうしているわけにはいかないとばかりに、白山さんは立ち上がろうとして、失敗してべしゃっと転んだ。生まれたての子ヤギのようにその場に這はい蹲つくばり、身体からだを支える四肢がぷるぷると震ふるえている。伊織は気まずげに頰を搔いた。これはしばらく使い物になりそうにない。

「二人ふたりはここで休んでてくれ。おれが伝えに行く」

「……いや、おれのほうはもう大丈夫だ。行こう、伊織」

　衡はまだ肩で息をしていたが、白山さんのようにへろへろで動けない、ということはなさそうだ。伊織はからからと笑い、

「ああ、頼りにしてるぜ、専門家」

　そう言って、伊織と衡は階段を二段飛ばしに駆かけ上がり──

　そこで、まとめて跳はね飛ばされた。

「うわっ!!」

「あだっ!?」

　自動車に追突されたかのような衝しよう撃げきに、伊織の身体はぐらりと揺らぎ、衡の身体は吹っ飛んで反対側の壁かべに顔からぶつかって止まった。

「っててて……な、なんだ、いったい？」

　鼻を押さえながら顔を上げると、九衛の振るう『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』が衡の首めがけてうなりを上げていた。衡は慌あわてて床ゆかに転がり、どうにかそれをやり過ごす。伊織がその一いち撃げきから素す早ばやく距きよ離りを取ったのは、考えた結果というよりはほとんど脊せき髄ずい反射で、そのおかげで彼はどうにか状況を把は握あくすることができた。

　九衛クノエと青せい嵐らんが、対たい峙じしている。

　どうやら自分たちは、そのただ中に放り出されたらしい。

　二人ふたりは自分たちが跳はね飛ばした男共どもになど、目もくれていなかった。青嵐は肩で息をして、見るからにスタミナ切れといった様よう子すだ。九衛は得意げな表情で、『夜よる房ふさ』の切っ先をびしりと青嵐に突きつけた。

「ふん、とうとう諦あさらめたか、阿ア頼ラ耶ヤ識シキめ。良い心がけだ。大人おとなしく鞄かばんに戻ると誓うなら、痛めつけないでおいてやるぞ」

「……だから、ボクにはきみがなに言ってるのか、さっぱりわからないんだってば」

　青嵐はうんざりとした顔で、じり、と後退する。その動きを九衛は逃のがさない。獰どう猛もうな笑えみを口元に貼はりつけたまま、九衛は青嵐に向かって飛びかかった。

「なんなんだよ、ほんとにもう──！」

　短く舌打ちをして、青嵐は猫のように身体からだを丸める。目にも留とまらぬほどの鋭するどい突きを、紙かみ一ひと重えで避けて壁かべ際ぎわに寄り、

「甘いぞ阿ア頼ラ耶ヤ識シキ！　そんな機き動どうで、九衛から逃れられるものか！」

　得意げな叫びと共に、九衛は突き出した『夜よる房ふさ』を身体ごと回転させた。暴ぼう風ふうのように迫り来る黒い刃やいばに、しかし青嵐は読み切っていたかのように対応した。床ゆかを蹴けりつけ、天てん井じよう近くにまで飛び上がってそれを回かい避ひすると、宙に浮いたまま壁を思い切り蹴けりつけたのだ。

「っと！」

　かけ声と共に反作用を受けて、青嵐の身体が宙を滑すべり、そのまま空中で身体をひねって、彼女は見事に着地した。伊織は目を瞠みはる。曲芸師か、この人は。

　とはいえ──着地する場所にも、もう少し気をつけたほうがよかったかもしれない。

「──失礼します！」

　痛みから立ち直った衡こうが、着地直後の青嵐に向かって突進していった。さすがにそれは予測できなかったのか、腰にしがみつかれ、青嵐は衡ともつれ合うようにして地面に転がった。

「わっ、な、なにするんだ、この──っ」

「いや、失礼なのは重々承知ですが、ちょっと大人おとなしくしていてもらえないでしょうか。話し合えば、わかってもらえる思うんですが──、ん。あれ」

　と、妙な声を出して衡の動きが停止した。

　身軽さでは九衛に対抗できても、腕力はそれほどでもないらしい。衡の腕から逃のがれようと、青嵐はあれこれと足あ搔がき、それを阻そ止ししようと衡は青嵐の胸や腰にぎゅっと手を回している。

　その表情が、段だん々だんと強こわばってくる。
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「──なんか、胸が、柔らか──ぶっ!?」

「いい加減に、しろ!!」

　わずかに顔を朱に染めて、青嵐は全身のバネを使って痛烈な膝ひざ蹴げりを衡の下した顎あごに見み舞まった。金属がぶつかり合うような音がして、衡こうの上半身がぐらりと崩れる。その隙すきを逃のがさずに、青せい嵐らんは身をよじって衡の束そく縛ばくから抜け出して──

　そこを、今度は伊い織おりが捕まえた。両肩をがしりと摑つかんだ伊織のことを、青嵐は首をねじ曲げて見上げる。苛いら立だちが浮かんだ表情は──かすかに赤くなっているように見えた。

「…………本当に、なんなんだよ、さっきから、きみたちは、いったい！　女性の身体からだをなんだと思ってるんだ？」

「───────」

　衡と伊織は、同時に声にならない叫びをあげた。

　女性、と言ったか。今？

　自らの顎あごをさすりながら、衡が絞り出すようにつぶやく。

「……さ、触ったときにもしかしたらとは思ったんですが──やっぱりあなた、女の子だったんですか？」

「そうだよ。悪かったな、男みたいな体型でっ。服を見ればわかるだろ!?」

　胸元を搔かき合わせるようにして、青嵐は目元を赤くしてそう怒ど鳴なる。

「いや、その──」

　言葉を探して、伊織は視し線せんを左右にさ迷わせた。こうなってくると、彼女を束縛している両手のひらにも意い識しきが集中してしまう。

　最初に見たのが男子学生の服だったから、てっきり少年だと思い込んでいたのだが──確たしかに女子の制服に身を包んだ青せい嵐らんは、中性的な魅み力りよくを持つ少女にしか見えない。しかし。

「……でも、じゃあ、なんで男子の制服を……？」

　青嵐Ａは男子の制服を着ていて、しかもそれを遠とお咲さき先せん輩ぱいは見とがめなかった。ということは、葛くずの葉は青嵐という女の子は、日常的に男子の制服を着ているということになる。

　が、彼女はむっと唇を突き出して、すねたようにこう答えた。

「どうしてそれを知ってるのかわからないけど、放っておいてくれ。個人の趣しゆ味みだ」

　……やっぱりこの人は、遠咲先輩の友人だ。

「それで？　なんだってきみらは、ボクのことを追いかけ回すんだ？」

　その言葉に、伊い織おりは我われに返った。こほん、と咳せき払ばらいをして、

「まあ詳しくはあとで説明するとして──とりあえず、一いつ緒しよに来ていただけませんか？　遠咲先輩の命令なんですよ」

　遠咲先輩の名前を出すと、青嵐の警けい戒かいが一段階薄うすくなった。

「……ふうん。どういうことなのか、説明してもらおうか？」

　ぶっきらぼうにそう言って、青嵐は伊織の両手を振り払った。が、もう逃げようとはしない。猫のような瞳ひとみを光らせながら、説明を求めて伊織のことをにらみつけてくる。

　と、そこで九衛クノエが割り込んできた。『夜よる房ふさ』の切っ先をびしりと突きつけ、

「こらイオリ！　九衛の手て柄がらを横取りするな！　そいつは、九衛が捕まえたんだぞ！」

　こいつが問題だ、と伊織は途方に暮れた。猪ちよ突とつ猛もう進しんの性格を持つ九衛を相手に、周りの生徒に鞄かばんの秘密を少しも漏らすことなくこの場を納めるには、いったいどういう奇跡を起こせばいいのか。伊織は必死になって考えようとして、

「……つ、捕まえたの？　伊織くん」

　救世主が現れた。

「よく来てくれた白しろ山やまさん。九衛をなだめてくれないか？」

　小声で素す早ばやく囁ささやくと、白山さんはきょとんとした顔になった。

「な、なだめるって、どうすれば──」

「なんでもいいから大人おとなしくさせてくれ。とりあえずこの場から離はなれたいんだ」

　そこでようやく、白山さんにも今の状況が飲み込めたようだった。これだけ周りに人がいる中で、九衛に鞄や阿ア頼ラ耶ヤ識シキのことを叫ばれるわけにはいかない。そのことを把は握あくして、白山さんはこくりと頷うなずいた。

「……わかった、やってみる」

　つかつかと歩み寄ってきた白山さんを見て、九衛はぱっと表情を輝かがやかせ、

「あ、シロさま！　勘かん違ちがいしないでくださいよ、そいつを追い詰めたのはイオリではなくてこの九衛で──」

「九衛クノエ。いいからこっちに来なさい」

「……な、なんで怒っているのですか、シロさま？　九衛はなにも悪いことは、」

「九衛」

「…………して、あの、ない、ですけど、シ、シロさま……？」

「九衛」

　九衛は完全に沈ちん黙もくした。しょぼんと肩を落として、白しろ山やまさんに手を引かれるままこちらにやってくる。いつの間にか隣となりに来ていた衡こうが、顎あごをさすりながらこんなことをつぶやいた。

「白山さんって、割と内うち弁べん慶けいなところがあるよな」

　同感だ、と伊い織おりは頷き、野や次じ馬うまから逃のがれるようにして、そそくさと移動を始めた。




　　　　◆




「あ、もしもし？　朱しゆ遊ゆか？　どういうことなのか、納得のいく説明をしてもらおうか」

　遠とお咲さき先せん輩ぱいと話す青せい嵐らんの声には、さすがにトゲが混じっていた。まああれだけ追いかけ回されたのだから、怒るなというほうが無理だろう。

　もっとも、この青嵐が阿ア頼ラ耶ヤ識シキであるという疑いが晴れたわけではない。人目を避けるため、第二学年棟の使われていない教室にまで青嵐を連れてきたのだが、出口は伊織と九衛によってがっちりと固められていた。

　それにしても──

「まさか、女の子だったとは……」

「遠咲先輩、んなこと一言も教えてくれなかったもんなあ。人が悪いにもほどがある。まあ確たしかに、捕まえるのに相手の性別は関係ないけどさ」

　扉とびらを固めていた伊織が、同どう調ちようしたように頷うなずく。衡は自らの手のひらに残る感触を忘れるために、ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめた。

　青嵐は、少年とも少女とも取れる姿をしている。ということはすなわち、身体からだにメリハリがないということだ。その凹おう凸とつの少なさはなんと九衛以下で、女子の制服を着ていても彼女の胸元にはまったくなんの感動もない。

　しかし、それはあくまでも、見た目だけの話だ。

　実際に触れてみると──その胸には、少女であることを証あかす柔らかな膨ふくらみがある。

　それを思い出して、衡は顔が熱あつくなるのを感じた。ぶんぶんと振って、その思いを振り払う。なにを考えてるんだおれは、こんなことを白山さんに知られたら、それこそ関係が気まずくなるどころでは済まない──

「ねえねえ、衡くん」

　と思った矢先に白山さんが袖そでを引っ張ってきたものだから、衡は口から心しん臓ぞうが飛び出そうなほど驚おどろいた。

「あの人、本当に阿ア頼ラ耶ヤ識シキじゃないのかな……？」

　どくどくと暴あばれる心しん臓ぞうを、なんとか落ち着かせるために五秒を要した。深呼吸をしてから、衡こうは白しろ山やまさんを振り返り、小声で答えた。

「今の段階では、確たしかなことは言えないけど──おれは、彼女のほうが本物だと思う」

「どうして？」

「九衛クノエがあの人を阿ア頼ラ耶ヤ識シキ呼ばわりしたとき、あの人は少しも動揺しなかったからだよ。白山さんだったらどう思う？　知らない人から、いきなり阿ア頼ラ耶ヤ識シキや『囊界ノーガ』の名前を出されたら、少しも動揺せずにとぼけられると思う？」

　白山さんは首を振った。そんなことできるわけない、という顔だ。衡は小さく笑い、

「ああ、白山さんは特にそうか」

「ど、どういう意味!?」

「いや別に。──まあとにかく、いくら阿ア頼ラ耶ヤ識シキでも、いきなり自分の秘密を突きつけられたら少なからず動揺するはずだ。でも、あの人は最初から最後まで『なんで自分が追いかけられてるのかわからない』って態度だっただろ？　だから、あの人が偽にせ物ものである可能性は低いと思う。ま、あくまでも『比較的』だけどね」

「…………衡くん」

「？　なに？」

「衡くんって、すごく頭いいんだね……！」

　きらきらと光る白山さんの瞳ひとみには、紛まぎれもない尊敬の念が宿っていた。衡は焦あせる。そんな目で見られるような立派なことはなにも言っていない。

「い、いや──ただの推測だよ？　相手は阿ア頼ラ耶ヤ識シキなんだから、確かなことはなにも言えない。動揺なんて少しも感じないような奴やつなのかもしれないし」

「そんなことないよっ。衡くんが言うんだから、きっと正しいはず！」

　なんだその理屈は。

「や、おれもそう思うぜ、衡。あの人は本物だと思う」

　と、そこで伊い織おりが会話に混じってきた。

「根拠はおまえが言ったのとほぼ同じ、こっちの青せい嵐らんさんは『テスト』を通過したと考えよう。それなら、もうひとりの青嵐さんにも、『テスト』を試してもらおうじゃないか」

「もうひとり──？　ああ。Ａのほうか。まあ、いまはどっちもＡだけど」

　ややこしい。あれも『領域ナワバリ』の力なのだろうか。片方にラクガキをしたら、もう片方にも同じようなラクガキが浮かんでくるという。デタラメもいいところだが、『領域ナワバリ』は『囊界ノーガ』のデタラメを外に持ってきた力であるのだから、そういうことができても不ふ思し議ぎはない。

「で、なにを試すって？」

　衡こうが尋たずねると、伊い織おりは薄うすく笑った。

「決まってるだろ、動揺するかどうかだ。まあ、それはおれがやるから、おまえは気にしなくていい。多た分ぶん遠とお咲さき先せん輩ぱいも、同じことを言うはずだぜ」

　なんだかよくわからない。伊織になにか考えがあるというのなら、彼に任せるのが一番いいだろう。頭の回転の速さにかけては、人じん後ごに落ちない奴やつだから。

　と、そこで青せい嵐らんの電話が終わった。携けい帯たいを伊織に返しながら、不ふ審しんそうに眉まゆをひそめて、

「きみたちの言うとおりにすれば、ボクの偽にせ物ものはいなくなる、だってさ。詳しい話は全然聞かされなかった。なんできみたちは、ボクに偽物がいるってことを知ってるんだ？」

　伊織がにこにことしながら、それに応じた。

「おいおい説明しますよ。で、遠咲先輩はどこに偽物がいるって言ってました？」

　青嵐の表情に浮かぶ不審が、さらに深いものになった。それは衡たちも同様だ。青嵐と遠咲先輩の会話を知っているような口ぶりではないか。

「……この棟の四階、資料室にいるって言ってたけど──なんでそのことを？」

「そりゃ遠咲先輩のことですから。疑わしい相手の動向は、マークしているに決まってますよ。さて、それじゃ、どちらが本物かを明かしに行きましょうか」

　伊織は後ろの扉とびらを指差して、にこやかにそんなことを言った。

「──じゃあなにか？　きみたちはボクが偽物だって思ってたのか？」

　そりゃまあ、怒るのは当然だ。説明を聞き終えた青嵐は、普ふ段だんは穏おん和わな印象を与える猫目を、このときばかりは攻こう撃げき的てきに吊つり上げていた。

「追いかけたのは申もうし訳わけないと思っています。でもですね、最初に接触してきたのは、その『偽物』のほうなんですよ。だからそっちを『本物』と思い込んでしまったのは、仕方のないことでして──」

「……いいや」

　衡の弁解を遮さえぎって、青嵐はその目をきらりと光らせた。

「だまされないぞ、ボクは。朱しゆ遊ゆのことだ、このボクが偽物であるという可能性もまだ捨ててないに違いない。それはきみたちも同じのはずだ。違うか？」

「…………それは、まあ」

「やっぱり！　朱遊め、ボクの友人のくせにそんなことも見抜けないのか！」

「ふん。そんなのわかるわけないだろう、バカめ」

　不ふ機き嫌げんを露あらわにする青嵐を、鼻であざ笑ったのは、言うまでもなく九衛クノエだ。白しろ山やまさんの傍そばに寄り添って、油断なく青嵐のことを監かん視ししている。

「阿ア頼ラ耶ヤ識シキの『領域ナワパリ』は、おまえらニンゲンの目なんかで見抜けるほど不ふ確たしかなものではないさ。聞いた話じゃ、おまえの記き憶おくや性格までコピーしてるっていうじゃないか。そんなのが偽にせ物ものか本物かなんて、わかるはずないだろう」

「さっきから思ってたんだけど、この子はなんなんだ？　なに言ってるのかさっぱりわからないし、物言いがやたらと腹立つ！」

「そういう奴やつですから、気にしないのが一番ですよ、先せん輩ぱい。──それに、ほら。本物か偽物かを、今から確たしかめようとしてるんじゃないですか。おれはあなたが偽物であるという可能性は、なくはないけど、低いと思っています。それじゃダメですかね？」

　はっきりとした伊い織おりの言葉に、しかし青せい嵐らんはそれ以上不ふ機き嫌げんにはならなかった。腕を組んで、仕方なさそうにため息を吐つく。

「まあ、そうだね。いくら自分が本物だって主張しても意味がない。確かめる方法があるのなら、そうしてもらうのが一番だけど──でも、本当にそれでわかるんだろうね？」

「任せてください。──ああ、衡こう。おまえも協力してくれ」

「……おれも？」

　目をぱちくりさせた衡に、伊織は作戦内容を告げる。単純にして明めい瞭りようで、それゆえに効果的な作戦だ。それから一行は、四階の資料室に向かい──

　ちょうどよく、そこから出てくる青嵐の姿を捉とらえた。

「青嵐さん」

　男子の制服を着て、頰ほおにＡの文字を書きつけられた、最初に図と書しよ館かんにやってきたほうの青嵐だ。彼女は一行の存在に気づいて、笑いながら手を振ろうとして──こちらにも、自分と同じ姿をしたものがいることを発見した。

「ああ、きみたち、偽物を捕まえてくれたんだね。感かん謝しやするよ」

「なんだと!?　偽物はおまえのほうだろ！　ボクが本物だ！」

「なに言ってるんだ。朱しゆ遊ゆに事情を説明したのは、ボクが先じゃないか。偽物だったらなんでそんなことをするっていうんだ？」

　そのやり取りを横目にしつつ、伊織が衡に目配せをしてきた。

　作戦開始の合図だ。

　衡はにこやかな表情を作りながら、できるだけなんでもないような口く調ちようで、青嵐Ａにこんなことを言った。

「まあまあ。どっちにしろ、この阿頼耶識はもう捕まえましたから。あとは、『囊界』に戻すだけですよ」

「──────」

　青嵐Ａは。

　それほど激はげしい反応は、見せなかった。

　それでも衡は、『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』や『囊界ノーガ』と聞いたときに、彼女の目が少しだけ大きくなったことに気づいた。青せい嵐らんＡは口を開き、言葉を探すような間のあとに、やっとこんな言葉を絞り出した。

「……そうか。それはよかった。じゃあ、そうしてくれるかな」

「あれれ？」

　それを受けて、伊い織おりが素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「青嵐さん、阿ア頼ラ耶ヤ識シキや囊界ノーガのことを知ってるんですか？　おっかしいなー、秘密にしてたはずなんですけどね。いったい誰だれから聞いたんです？」

　今度は、はっきりとした反応があった。しまった、という表情だ。

「え？　あ、や、それはだから、そう。朱しゆ遊ゆにだよ、彼女が教えてくれて──」

「そんなはずはないですよ。いくら青嵐さんにだって、遠とお咲さき先せん輩ぱいが白しろ山やまさんの秘密を勝手に漏らすはずがありません。ですよね、青嵐さん？」

　伊織がそう呼びかけたのは、ＡではなくＢのほう、女子の制服を着てこちら側にいる青嵐だった。いやもう、まったくもってややこしいのだが、ともかく青嵐は大きく頷うなずいた。

「その『秘密』がなんなのかは知らないけど、朱遊が自分の情報を、必要もないのに人に流すはずがないだろ。ましてボクに喋しやべることなんてあり得ない。だからボクたちは友人関係を続けていられるんだから」

「…………………………」

「さて。なにか他ほかに言うことは？　偽にせ物ものさん」

　びしっと指差して、伊織がトドメを刺した。なんだかよくわからんが、と隣となりで九衛クノエがつぶやいている。あっちが阿ア頼ラ耶ヤ識シキってことでいいのか？

「……ふむ。なら、九衛の出番だな。今度こそ覚悟しろよ、阿ア頼ラ耶ヤ識シキ」

『夜よる房ふさ』をぶら下げて、九衛が無む造ぞう作さに足を踏み出すと──

　突然、青嵐Ａが笑いはじめた。

「──っはははは、いや、参ったね。これはボクのせいじゃないよ。タイミングが悪かっただけだ。まさかこんなところに懐なつかしき『鞄かばん』があるなんて思わないじゃないか？」

　それに対する伊織も、にやにやと笑っていた。

「お、ようやく正体を現したな。水み戸と黄こう門もんの初回放送から、メッキの剝はがれた悪役は高笑いと共ともに企たくらみを全部さらけ出すって決まってるんだ。さ、全部ゲロしてもらおうか」

　軽口を叩たたきながらも、伊織の全身に剣けん吞のんな気け配はいが満ちていく。九衛も油断なく右に回りながら、『夜よる房ふさ』を叩き込める隙すきを探している。チェックメイトだ。どれだけ優すぐれた身体能力を持っていても、この二人ふたりから逃のがれられるはずがない。

　それなのに──青嵐の姿をした阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、少しも余裕を崩してはいなかった。

「それは聞けない相そう談だんだけど、まあ正体を見破ったご褒ほう美びに、名前と『領域ナワバリ』の一端くらいは教えてあげるよ。ボクはアカシャ。能力名は『迷D妄iアaムbネlジoアs』。ま、そっちのボクは知ってるよね」

　顎あごで示されて、青せい嵐らん（本物）はイヤそうに顔をしかめた。

「おまえが何者なのかは知らないけど、ボクの口く調ちようを真ま似ねするんじゃない」

「おや、これは申もうし訳わけない。でも無理なんだ。ボクの『迷D妄iアaムbネlジoアs』は、相手の性格もコピーするものだからね。意い識しきしてやってるわけじゃないから見逃してほしい。ボクはそういう人間だろ？　人の善意や悪意にはとことん無む頓とん着ちやく──いや、人そのものにとことん無頓着。なによりもしがらみを嫌い、猫のように雲のように生きるのを理想としている」

　青嵐が、鋭するどく息を吞のむ音が聞こえた。その表情には、紛まぎれもない怒りが浮かんでいる。偽にせ物ものと勘かん違ちがいされたときとは、比べものにならないほどの激はげしい怒り。なぜそれほど怒っているのか、衡こうには少しわかる気がした。自分の心の奥底まで、本心や人じん生せい観かんまで見み透すかされて、不ふ愉ゆ快かいに思わない人間など存在しない。

「それと、ひとつ教えてあげよう。そんな物ぶつ騒そうなものはしまったほうがいいよ、守ツ憑キ霊ダマ」

『夜よる房ふさ』を構えながら、九衛クノエはせせら笑い、

「たわけたことを。そんなにバラバラにされるのが怖いのか？」

　そして、阿ア頼ラ耶ヤ識シキ──アカシャもまた笑え顔がおで返した。

「ボクは怖くないよ。ただね。ボクをバラバラにすると──本物のボクも、バラバラになってしまうんだな、これが。それでいいなら好きなだけ切り刻むといいけど」

「……なに？」

　とんとん、と自らの頰ほおを指先で叩たたく。そこにあるのはＡの文字。本物の青嵐にも、いつの間にか浮かんできた、目印の文字だ。

　まさか、という思いと同時に、理解が衡の頭の中に染み込んだ。『迷D妄iアaムbネlジoアs』というのは、相当厄やつ介かいな『領域ナワバリ』のようだ。

「ボクの『領域ナワバリ』は、相手の記き憶おく・性格・能力をコピーし、そして、身体情報を常に同期させる。ボクにラクガキをすれば本物にもラクガキが浮かぶ。本物をバラバラにすればボクもバラバラになる。一いち蓮れん托たく生しようというわけだけれど、さて。だからといって、割れたタネを後生大事に抱えておくのも、芸のない話だね」

　そこまで言って、アカシャはちらりと横を見た。

　ガラス窓がそこにある。四階の高さからは、かなりの遠くまで街の景け色しきを見通すことができた。アカシャはしばらく、楽しむようにそれを眺めてから──

　おもむろに、自らの拳こぶしをガラスへと叩きつけた。

「つっ──!?」

　衡の隣となりにいる青嵐の痛みの声と同時に、六月のぬるい風が割れた窓から流れ込んできた。砕くだけて落ちたガラス片を見下ろしながら、アカシャはにこやかに手を振り、

「それじゃ、またあとで」

　そう言って、自らの身体からだを窓の外に投げ出した。

　その行為に反応できたものは、ひとりもいなかった。恐らく全員の頭の中に、今し方アカシャが言ったルールが蘇よみがえってきていたはずだ。『迷D妄iアaムbネlジoアs』は、阿ア頼ラ耶ヤ識シキと被害者の身体情報を同期させる。アカシャが四階の窓から身投げして地面に叩たたきつけられれば──同じだけの衝しよう撃げきが、本物の青せい嵐らんの身体からだを襲おそう。

　つまり、青嵐は死ぬ。

　その事実に縛しばられて、誰だれひとり動けない中で、ゆっくりとアカシャは落下していき──

　突然、その身体が砕け散った。

　青嵐の姿を構成していた粒子がすべて剝はく離りした。粉々に砕けた色の粒は、空気中に混じってすぐに消えてなくなってしまう。その向こうでは、灰はい色いろのコートを纏まとった人ひと影かげがゆっくりと地面に落ちていくところだった。恐らく、あれがアカシャの本当の姿なのだろう。

　だが、それを最後まで見届けることはできなかった。彼女の変身が解けた途と端たん、周囲を濃こい霧きりが包んだからだ。今け朝さ方がた、通学路で見かけたときと同じ、白い闇やみのような濃い霧が。

「あ、くそ！　逃がすか!!」

　叫んで九衛クノエは霧の中に飛び出していく。止める間もなかった。四階の窓から飛び出しても、彼女なら怪け我がはしないだろう。守ツ憑キ霊ダマである九衛は、人間よりもはるかに頑がん強きような身体を持っているから。

「……仕方ねえな。衡こう、遠とお咲さき先せん輩ぱいへの報告は頼んだぞ」

　そう言って、伊い織おりもまた駆かけ出した。さすがに窓から飛んだりはしないが、彼の身体能力ならばすぐに九衛たちに追いつくことができるだろう。

　しかし──衡の表情は晴れない。衡は青嵐に向かって首を振った。

「正体を暴あばいたと思ったんですけどね。──まさか、逃げられるなんて」

「ボクの姿でなくなっただけでも十分だよ。──最後に余計なことをしてくれたけどね」

　そう言う青嵐の拳こぶしには、血が滲にじんでいた。白しろ山やまさんが慌あわててそれにハンカチを当て、それを見ながら衡は、アカシャの言葉が噓うそではなかったのだと実感していた。




　　　　◆




　図と書しよ館かんへと続く道もまた、霧に閉ざされていた。

「これもあの、アカシャとかいう奴やつの仕し業わざなのか？　まったく、迷めい惑わくなことだね」

　ぽつりと文句を落としたのは、先頭を行く青嵐だった。

「……ご、ごめんなさい……きゃっ!?」

　反射的に頭を下げた白山さんが、石につまずいて転びそうになる。衡は慌ててそれを支えた。これだけの深い霧の中だ。足あし下もとが見えなくても仕方がない。

「なんできみが謝あやまるんだい？　白山さん」

　ちょっと振り返って、青せい嵐らんは首をかしげた。不ふ思し議ぎそうな視し線せんに、白しろ山やまさんの表情が強こわばる。それを見て、青嵐はふっと笑い、

「まあ、言いたくないなら別にいいや。他人の秘密に興きよう味みはない」

　白山さんは弱々しい眼まな差ざしで青嵐の笑えみを見上げ、

「……あんな目に、遭あってでもですか？」

「別に大したことじゃないさ。姿を盗まれて少し怪け我がをしただけだ。アカシャにも腹は立つけど、別に仕返ししようとも思わないね。労力の無む駄だだ」

　涼しい顔で言ってのける青嵐からは、先ほどの怒りはどこにも感じられなかった。こういう性格だからこそ、遠とお咲さき先せん輩ぱいと付き合っていけるのだろうか。

　だが、青嵐がそう言っても──白山さんの気は、済んでいないようだった。

「…………いえ。お話しします。図と書しよ館かんに着いたら、そのときは、あのアカシャさんが何者なのか、どこから現れたのか、すべて説明させてください」

　一いつ瞬しゆん。

　白山さんの視線が、衡こうを捉とらえた。それがどういう意味を持つのか、考えを巡らせるよりも先に、彼女は再び青嵐のほうを見み据すえていた。

　白い霧きりの向こうで、青嵐はかすかな笑えみを浮かべている。

「そうかい。ま、きみが話したいというのなら、聞こうじゃないか。──ああ、でも、きみが本当に悪いと思っているのなら、別の償つぐない方があるんだけど」

「な、なんでしょう。わたしにできることだったら、なんでも──」

　それを聞いて青嵐はにっこりと笑い、それを見て衡は「まずい」と思った。その直感を肯定するように、青嵐は足を止めて手を伸ばし、白山さんの頰ほおにそっと触れた。

「キスしていいかい？　させてくれたら、許してあげるよ」

「え。────えっ!?」

　ぽん、と音を立てて白山さんの顔が赤くなった。朱に染まった首筋に、それとなく手を回して、青嵐は微笑ほほえんだまま、ゆっくりとその唇を近づけて、

　そこに衡が割り込んだ。

　二人ふたりのあいだに身体からだを差し込み、強引に引ひき離はなす。青嵐が女の子だとわかった今でも──彼女が白山さんに迫るのは、なんとも気分がよくなかった。

「……い、急ぎましょう。こんなことをしている場合ではないと思います」

　二人の少女は、それぞれの思いを映して衡のことを見つめた。青嵐は衡の反応を楽しむようなおもしろがるような、そんな目をしている。確たしかにこの人は、遠咲先輩の友人だ。

　そして、白山さんは──驚おどろいたような、そしてどこか嬉うれしそうな目で、じっと衡に視線を注いでいた。それがこそばゆくて、衡は振り払うように歩きはじめる。

「そうだね。朱しゆ遊ゆも待っているだろうし、急ごうか」

　衡こうと肩を並べて歩き出した青せい嵐らんの口く調ちようが、からかうような響ひびきを帯びていたのは、きっと衡の気のせいではないだろう。




「桐きりヶが谷やくんはいいとして」

『部室』では、遠とお咲さき先せん輩ぱいが相変わらず副部長席に腰を下ろして、ラップトップパソコンのキーを叩たたいていた。その瞳ひとみは常にディスプレイを見つめ、片時も衡には向けられないまま、彼女は機き械かいのような声こわ音ねで言う。

「九衛クノエさんまでアカシャを探しに行ったのは、少しまずかったわね。彼女は外だと体力を消耗してしまうのでしょう？　確かく実じつに捕らえられる機会が訪れるまで、待ったほうがよかったと思うけど」

「すいません。止める間がありませんでした」

「……まあ、あの子を止めようというほうが、無理な相そう談だんではあるけどね」

　眼鏡めがねを外はずして、遠咲先輩は軽く目を揉もんだ。

「追い詰めておきながら逃のがしてしまったのは失策だったけど──いえ、そんな状況にあったのなら仕方ないかもしれないわね。相手の情報がわかっただけで、よしとしましょうか」

「こちらの情報も伝わってしまいましたけどね。動揺を誘う手はもう使えません」

　ふむ、と遠咲先輩は息を吐いた。眼鏡の蔓つるを人差し指にぶら下げて、なにかを考えはじめる。その合間に、衡はそれとなく、後ろで交わされている会話を窺うかがう。

　先ほどの言葉通り、白しろ山やまさんは青嵐に、『鞄かばん』の秘密を明かしていた。

　もちろんすべてではないにしろ、青嵐を襲おそった怪異を説明するため、『阿ア頼ラ耶ヤ識シキ』や『領域ナワバリ』のことは話しているらしい。ただ聞かされただけならば到とう底てい信じられないような内容の話だが──青嵐は直接の被害者で、しかも目の前でアカシャの異能を目にしている。疑いはしないだろう。

　衡が心配しているのは、白山さんのほうだった。

　あれだけ鞄の秘密をひた隠しにしていた白山さんが、自分から秘密を明かそうという気になったのは、青嵐を巻き込んでしまったという自責の念に駆かられたからだろう。実際、何度も言い間違いをしながら、必死になって真実を伝えようとしている白山さんの表情は、罪を償つぐなおうとしている人のそれに似ていた。

「白山さんが心配？」

　不意に内心を狙ねらい撃うたれて、衡の心しん臓ぞうがわずかに波打った。視し線せんを戻すと、そこには遠咲先輩の裸眼が、見み透すかすようにこちらを見つめていた。

「安心していいわ。青嵐は人の秘密を誰だれかに漏らすような人間ではないから」

「信頼できる相手、ということですか？」

「わたしが信頼できない相手と友人関係を続けると思う？」

「……愚ぐ問もんでした」

　遠とお咲ささ先せん輩ぱいは頷うなずき、眼鏡めがねをかけてから、ラップトップパソコンをくるりと回転させた。ディスプレイが衡こうの視界に入ってくる。

「とりあえず、アカシャの情報をまとめてみたわ。間違いがあったら言ってちょうだい」

　ディスプレイの中に開かれたメモ帳には、こう書かれていた。





　名前はアカシャ、種族は阿ア頼ラ耶ヤ識シキ。能力名は「迷D妄iアaムbネlジoアs」。

　他者の外見・性格・記き憶おく・能力をコピーする能力を持ち、身体情報を同期させる。←アカシャを傷つければ、コピー元も傷ついてしまう？　よって暴ばう力りよく的てき解決は困こん難なん。

　コピーをするにはなんらかの条件が必要。←『領域宣言ミコトノリ』のみ？　確かく証しようはなし。青せい嵐らんからコピーされたときの状況をもう少し詳しく聞く必要あり。

　目的はまったく不明。わざわざ『図と書しよ館かん部ぶ』に顔を出し、わたしたちを混乱させていったことから、イタズラ好き？　享楽的？　ともかく性格は悪いものと思われる。わたしに似ているところがあるから分析は可能かもしれない。

　備考：霧きりについて──アカシャが変身を解除した瞬しゆん間かんから霧が出たとの証言。今け朝さの霧もアカシャの仕し業わざ？　変身時は霧がなくなり、解けると霧が出てくる？　断定はできないがなにかの目安になるかもしれない。






　一読して、衡は頷いた。

「ええ、これで合っていると思います。遠咲先輩の分析も入っていますが、特に異い論ろんはありません。今出ている霧は、確たしかに彼女のせいかと」

　性格が悪いから自分と似ている、とわざわざ書くあたり、遠咲先輩は自己分析がきちんとできているらしい。涼しげな表情で再びラップトップパソコンを自分のほうに向け、遠咲先輩は顎あごに手を当てる。

「一通り情報は出たけれど、捕まえるための手段はまだ見当たらないわね。『デフォルト』では特徴的な外見をしているようだから、見つけるのは簡かん単たんかもしれないけど──」

「でも、『デフォルト』だと濃こい霧が出るんですよね。その中で見つけることなんてできるんでしょうか。晴れたときにはもうすでに、他ほかの誰だれかの姿を写し取っているってことだし」

「大した二に律りつ背はい反はんですこと。『コピー』の状態で、見分けることができればいいのだけれどね」

　さっき伊い織おりが使ったひっかけも、今となっては通用しないだろう。こちらに『鞄かばん』の関係者がいると知られてしまったのだし──いや、それを言うのなら、『守ツ憑キ霊ダマ』がいるとわかった時点で、アカシャはどこかへ逃げ去ってしまうのではないだろうか。

「──いえ、それはないわ。アカシャはしばらくはこのあたりをうろつくはずよ」

　しかし、その意見を述べると、遠咲先輩は言げん下かに否定した。

「どうしてですか？」

「だって、アカシャは去さり際ぎわに『またそのうち』と言ったのでしょう？　なら本当にそのうち顔を出すはずだわ。どういう形式かはわからないけど」

「……それだけで？」

「あなたはまだ、阿ア頼ラ耶ヤ識シキに対する理解が足りないようね」

　そう言った遠とお咲さき先せん輩ぱいの口の端に、笑えみに似た歪ゆがみが滲にじんだ。

「今までの行動から判断して、アカシャは極きわめて意地の悪い性格を持っていると予想されるわ。そんな相手が『守ツ憑キ霊ダマ』や鞄かばんの持ち主なんておもしろそうな相手を前に、尻尾しつぽを巻いて逃げ出すはずがない。たとえ鞄に戻される危険を冒おかすとしても」

　それはあなたがもし相手の立場だったらそうするからですか、と言おうと思ってやっぱりやめた。まだ命は惜しい。

「ともかく、今の問題は『見分け方』よ。コピーされたとして、オリジナルとアカシャを見分けるには、いったいどうすればいいのかしら」

「あの、そのことなら──」

　鈴の鳴るような声に、衡こうは振り返る。白しろ山やまさんがいた。少し悲しげな表情で、後ろに青せい嵐らんを従えて立ちつくしている。

「あら、白山さん。話は終わったかしら。青嵐も、納得できた？」

　遠咲先輩の言葉に、青嵐は軽く肩をすくめた。

「簡かん単たんには信じられない話だったけどね。信じるしかないだろ。あんなものを見せつけられればさ」

「は、はい。──わたしの鞄のせいで、ご迷めい惑わくをおかけしてしまって、本当に──」

　しょぼん、と肩を落とす白山さんの姿を見て、遠咲先輩の眼鏡めがねがきらりと光った。いかん。真性のサディストであるところの遠咲先輩は、白山さんのような可か憐れんな女の子がしょぼくれているところがなによりの好物なのだ。

　衡は命の危険を冒して、白山さんの前に立ちはだかった。後ろから遠咲先輩の殺意が針のように背中に突き刺さってくるが、これ以上白山さんを汚けがされるわけにはいかない。ややぎこちない笑みを浮かべながら、衡は白山さんに話しかける。

「いや、きみのせいじゃないだろ？　あれは白山さんじゃなくて、以前の『鞄』の持ち主が逃がしたんだって言ってたじゃないか。白山さんが謝あやまる必要はない」

　そうやって、フォローをしようと思っただけなのに。

「──────」

　衡の言葉に、白山さんの表情が、傷つけられたかのように歪んだ。

　小さく息を吸い込んで、ごめんなさい、という言葉と共ともに吐き出した。その声はあまりに儚はかなく、かすれていて、衡以外の人間に聞こえたかどうかは定かではなかった。

　白しろ山やまさんの反応に、衡こうはびしりと固まっていた。なにか、非常にまずいことを言ってしまったようだ。周囲に暗い霧きりを纏まとう白山さんのことを見かねたのか、後ろから遠とお咲さき先せん輩ぱいが、こんなことを言ってきた。

「それよりも、白山さん。さっきなにかを言いかけたわね？　アカシャ捕ほ獲かくの手がかりになることなら、なんでもいいから教えてちょうだい」

　白山さんの表情が、少しだけ和やわらいだ。

「あ、はい。あの──鞄かばんの中に行けば、なにか手がかりが得られるかもしれません」

　救われたようなその顔つきに、逆に衡の心境は暗くなる。誰だれかの救いを必要とするほどのイヤな気分を味わわせたのは、他ほかでもない自分なのだから。

　それとなく壁かべ際ぎわに寄った衡の目の前で、遠咲先輩と白山さんは会話を続けている。

「鞄の中？　──つまり、『囊界ノーガ』よね？」

「はい。あの、例の阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、アカシャ、っていう名前なんですよね。その名前があれば──もしかしたら、なにかの手がかりがあるかもしれないんです」

　遠咲先輩はゆっくりと瞬まばたきをする。白山さんは、ぐっと口を噤つぐんだまま、それ以上なにも説明しようとしなかった。それを見て、遠咲先輩はふっと息を抜き、

「そう。なら、お願ねがいしようかしら。鞄の中に行くのは──白山さん本人でいいわね」

「あ、いえ。あの、」

　遠咲先輩の提案を、白山さんはか弱く首を振って否定した。うつむき、何度かまばたきをする。白山さんの長い睫まつ毛げがぱちぱちと動いて、それから──衡のことを見み据すえた。その瞳ひとみは、わずかに潤うるんでいた。

「……こ、衡くんにお願いしたいんですけど、あの、ダメ、でしょうか」

「平ひら沢さわくんに？」

　怪け訝げんそうに遠咲先輩が聞き返す。いつも通りの物静かな口く調ちようだったのに、白山さんは叱しかりつけられたかのように首をすくめてしまった。

　遠咲先輩が、横目で衡を窺うかがってくる。どういうこと？　とでも言いたげな視し線せん。それはこっちの台詞せりふだ。白山さんがなにを考えているのか、一番知りたいのは衡だというのに。

　ゆらりと淀よどんだ沈ちん黙もくの気け配はいを、拭ぬぐい去ってくれたのは青せい嵐らんの一声だった。

「……ボクにはよくわからないんだけど、その、『囊界ノーガ』だっけ？　鞄の中に入るのなんて誰だっていいんじゃないのか？　別に平沢くんでもさ」

「聞いた話だけれど──ただの人間が鞄の中に入るのは、健康に良くないそうよ。まあ短時間なら問題はないらしいけど。そうでしょ、白山さん？」

「………………」

　遠咲先輩の問いかけに、白山さんは黙もくしたまま、ただ頷うなずいて答えた。それは衡も知っている。なにしろ、白山さんのあの純白の髪は、あまりに長い時間『囊界ノーガ』にいたせいであるらしいのだから。

　もちろん、危険というほどの危険ではない。衡こうは一度ではあるが『囊界ノーガ』に入ったことがあるのだし、そのときは別段これといった異状は感じなかった。白しろ山やまさんが行けというのなら拒否する理由はないが、しかし──

　なぜ白山さんは、泣きそうな顔をしているのだろう。

　うつむき、スカートをきゅっと摑つかんだまま、白山さんはなにも言わない。「やっぱりいいです」とも、「忘れてください」とも、なにも言わないまま、自分の提案が衡たちに受け入れられるのを待っている。

「……どうする？　平ひら沢さわくん」

　委ゆだねるように、遠とお咲さき先せん輩ぱいがつぶやいた。彼女の頭脳を持ってしても、あんなに臆おく病びようで優ゆう柔じゆう不ふ断だんな白山さんが、どうしてこのときばかりはこんなに頑がん固こになっているのか、推測がつかないらしい。

　考えるまでもなく、衡は即答した。

「行きます。白山さんがそうしたほうがいいというなら、きっとそうなんでしょうし」

　顔は伏せたまま、白山さんは目だけで衡のことを見た。ひび割れたガラス細ざい工くのように、脆もろくも映るその表情からは、彼女がなにを考えているのか知ることはできなかった。白く浮かぶほどに嚙かみしめていた唇を開いて、白山さんはなにかを言いかけて、

「ただいま戻りました！　シロさま!!」

　元気いっぱいの九衛クノエの声に遮さえぎられた。

　自らに視し線せんが集中しても、縮ちぢこまるどころかかえって胸を張るのが九衛という少女の特性だ。が、衡が驚おどろいたのは彼女の図太さにではなく──肩に担いでいる、ズタ袋のほうだった。

「な」

「むー！　むぐ、むが、ううむむううん！　むぁむうーっ!!」

　なんだそれ、と尋たずねるより先にズタ袋が暴あばれ出した。九衛はかけらも気にした様よう子すは見せずに、じたばたと暴れるズタ袋をソファの上に無む造ぞう作さに投げ出す。「むぎゅっ！」という声が聞こえてきて、それでも諦あきらめずにズタ袋は芋いも虫むしのようにもがきつづける。

　ちなみにその袋は、ちょうど人ひとりが入れそうな大きさをしている。

「……九衛、あなた…………」

　犯罪者を見るような白山さんの視線を、ものともせずに九衛は満面の笑えみで、

「お喜びください、シロさま！　九衛がきちんと捕まえてみせましたよ！」

　九衛を叱しかりつけようと、まなじりを吊つり上げていた白山さんは、口を開きかけたままぴたりと停止した。代わりに衡が驚きの言葉を発する。

「捕まえたって──阿ア頼ラ耶ヤ識シキを!?」

　九衛が衡のことを見た。お釈しや迦か様でも絶句するほど傲ごう慢まんな口く調ちようで、

「おやおや？　普ふ段だん偉そうにしているコウ殿は、いったいこんなところでなにをしていたのかな？　九衛クノエが鮮あざやかに阿ア頼ラ耶ヤ識シキを捕まえてるときに、吞のん気きに楽しくシロさまとお茶会か？　ハ、良いご身分だな！」

　それから白しろ山やまさんのほうに向き直る。ご褒ほう美びを期待するような表情。白山さんはしばらく頭痛に耐えるようにこめかみを抑おさえていたが、やがて九衛の頭をよしよしと撫なでた。犬か。

　勝ち誇ったように自分に向けられた九衛の視し線せんを無視して、衡は袋に近づいていく。

「それにしても、いったい誰だれが──、あ」

「むっ──っぷは！　ひ、平ひら沢さわ!?　ってことはなに、また『図と書しよ館かん部ぶ』の仕し業わざなの!?　なんなのよいったいあんたたちこないだはちゃんと協力したでしょまだ脅おどし足りないの!?」

　封を開いた瞬しゆん間かんに、見覚えのある顔が一いつ気き呵か成せいに衡のことを怒ど鳴なりつけた。

　クラスメイトの、十と叶がのう智とも恵えだった。

「……十叶。またおまえか」

　素そ行こうが良くないことで知られる彼女が、一ひと月つき前に金目当てで白山さんの鞄かばんを傷つけてしまったために、二人ふたりの阿ア頼ラ耶ヤ識シキが『外』に出たという経けい緯いがあるのだ。

「あら、十叶さん。お久しぶりね」

　ぎゃあぎゃあと騒さわいでいた十叶は、遠とお咲さき先せん輩ぱいが声をかけるとびくっと身体からだを震ふるわせた。

「と、とお、さき？」

　十叶の表情が、恐怖の一色に塗ぬり潰つぶされる。一ヶ月前の事件において、遠咲先輩は十叶にある『取引』を申し出た。自分たちに協力すれば、あなたの恥ずかしい秘密は黙だまっておいてあげる──という、恐らく辞書では『脅きよう迫はく』と表現されるであろう『取引』を。

　その記き憶おくは、十叶の脳のう裏りに鮮あざやかに刻みつけられているらしい。彼女は震える声で、

「な、なによう、ま、またあんたの差し金なの……!?」

「まさか。これは九衛さんの独断であって、わたしの意志ではないわ。──それにしても、九衛さん、彼女をここに連れてきたはいいとして、なんで袋なんかに入れてたの？」

「む？　ああ、イオリがそうしたほうがいいって言ったんだ。同じ人間が同じ場所にいたら混乱するだろ？　九衛たちはともかく、そいつには『コピー』を見せないほうがいいってさ」

　なにを言っているのかよくわからない。衡と白山さんは困こん惑わくしたように顔を見合わせ、遠咲先輩はわずかに顔を傾けて数秒間考えた。それから口を開き、

「つまり──あなたたちは、十叶さんが次のアカシャのコピー元だと判断したわけね。同じ人間が同じ場所、ということは、十叶さんが二人ふたりいたところを見つけたのかしら」

「まあ、そういうことだな。ちなみにもうひとりはイオリが連れてくる。どっちが本物かまでは、九衛にはわからんが」

　なるほど、と遠咲先輩は頷うなずき、

「じゃ、もうしばらく中にいてもらいましょうか」

「ちょ、ちょっと、やめ──むがっ！」

　再び猿ぐつわを嚙かませて、遠とお咲さき先せん輩ぱいは素す早ばやく袋を結ゆわえる。それから青せい嵐らんに向き直り、

「彼女を資料室に運んでおいて、青嵐」

「できればボクのことは名前で呼ばないでもらえるかな？　共犯として捕まりたくない」

　そんなことを言いながらも、青嵐は遠咲先輩の言葉どおり、袋を担いで『部室』から出て行った。それを見届けてから、白しろ山やまさんはぽつりと、

「……ねえ、九衛クノエ。ちょっと、頼みたいことがあるんだけど」

　九衛は得意絶頂の表情で胸を叩たたき、

「はい、なんなりと！　九衛はシロさまのご命令ならどんなことにでも従いますとも！」

「うん。あのね、『判官ナカノツカサ』のところに、衡こうくんを連れて行ってほしいの」

　そして、得意絶頂のまま凍りついた。

「…………な、『判官ナカノツカサ』に、ですか」

「あの阿ア頼ラ耶ヤ識シキの名前、アカシャというのでしょう？　二人ふたりとも捕まえたなら、どっちが本物でどっちが偽にせ物ものかを判断しなくてはいけないわ。そのために、『判官ナカノツカサ』の知ち識しきを借りたい」

「だ、だったら九衛がひとりで行けば済むことではないですか！　なにもあんなニンゲンを連れて行かずとも──！」

「九衛。お願ねがい」

　真剣な表情で、白山さんは九衛にずいと詰め寄る。対して九衛の顔は、気弱に歪ゆがんでいた。

「ず、ずるいですよシロさま！　か、顔を近づけないでください……！」

「わたしの言うことをなんでも聞くって言ったのは、九衛だよ？」

「う、ううっ……」

　追い詰められる九衛を横目にしながら、遠咲先輩は涼やかな声で衡に囁ささやく。

「……白山さんって、九衛さんに対しては強気なのね？」

「ええ。多た分ぶん身内だからだと思うんですけど、ああ、そういえばおれもほっぺたをつねられたりしましたね。親しくなればなるほど、そういう遠えん慮りよがなくなるんじゃないでしょうか」

「平ひら沢さわくん」

「はい？」

「わたしはつねられたことがないのだけど」

「………………」

「むしろつねられたいのだけど。どうすればいいの？」

　なに言ってんの、この人。

　衡がなにも答えなかったのは、口にすべき言葉がいくら探しても見つからなかったからだ。機き械かいのように冷れい徹てつで精密で理知的な遠咲先輩は、時折機械のように狂うことがある。

「……こ、衡くん」

　呼ばれて振り向くと、そこには張り詰めた顔をした白しろ山やまさんと──不ふ機き嫌げんこの上ない顔つきの九衛クノエが立っていた。

「仕方ない。シロさまの言いつけだ。おまえをまた『都みやこ』に連れて行ってやる。ありがたく思うがいい」

　つかつかと歩み寄って、九衛は強引に衡こうの手を握る。ぎしぎしと骨が軋きしむほどに強く。痛みに歪ゆがんだ衡の顔を、「ふふん」とせせら笑って見上げると、九衛はそのまま足あし下もとに口を開いた鞄かばんの中へと身を躍おどらせた。

「あ、あの、衡くん！　──気をつけてね！」

　なにに気をつければいいのか、聞き返すことはできなかった。その声が耳に届いたときにはもう、衡は頭から鞄に吞のみ込まれていたからだった。
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「おい。おい、起きろ、バカコウ」

　げしっと脇わき腹ばらを蹴けられて、衡こうは飛び起きた。痛みというよりも驚おどろきのため。頭上から自分を覗のぞき込む九衛クノエの顔は、心底から衡のことを馬ば鹿かにしきっている。

「…………ええと、ここは？」

「前に来たことがあるだろうが。『囊界ノーガ』だ」

　ふん、と鼻を鳴らして、九衛は歩き出した。ざくざくと砂をえぐる足音に、衡も慌あわてて九衛の背中を追う。そうしながら、彼は怖こわ々ごわと周りの景色けしきを見渡した。

　確たしかに。九衛の言うとおり、衡は一度きりだけではあるが、白しろ山やまさんに『囊界ノーガ』の中を案内されたことがある。マンションの一室のような場所に通されて、そこから延々と広がる真まっ赤かな空と、永遠に連なるベランダの列を目にした。その光景を見て、衡は白山さんの言葉が事実であるということを信じたのだ。

　ただ、今いる場所は、前回来たところとはかなり様よう子すが異なっている。

　砂さ漠ばくだ。

　頭上には青空が広がっていて、足あし下もとには砂漠が広がっている。砂の色は目に鮮あざやかなほどの純白。普通の砂漠であれば、風紋や砂丘の起伏があるはずなのだが、ここにはそんな甘っちょろいものは存在しない。ただただ平坦に、基き調ちようのない白が海うな原ばらのように広がっていて、遠くの地ち平へい線せんで青空と交わっているだけだ。

　しぱしぱと目を瞬しばたたかせながら、衡は思う。

　こんなところに長時間いたら、間違いなく発狂する。

　が、当然ながら九衛は衡の事情など汲くんではくれなかった。学校指定の制服が、白銀の砂漠をただ歩く姿はなかなかシュールである。慌ててそれを追いかけながら、衡は尋たずねる。

「……九衛。どこに向かってるんだ？」

「なにを聞いていたんだ、おまえは。『判官ナカノツカサ』がいるのは『都ミヤコ』に決まっているだろうが」

　前を行く九衛の足取りには、まったく迷いがないのだが、しかしどこに行こうとしているのか、衡にはさっぱり見当がつかなかった。なにしろ、なんの目印も存在しないのだ。空には雲はおろか太陽さえも浮かんでいない。ただ青いだけだ。九衛はどうやって方角を把は握あくしているのだろう。

　そう尋ねると、九衛は立ち止まって衡を振り返った。ふん、と笑い、

「『囊界ノーガ』の住人には、住人なりの感覚が備わっているのさ。おまえには見えないものが九衛たちには見えている。こっちの方向で合っているから、そんなにビビるんじゃない」

　衡は沈ちん黙もくする。そう言われては、返す言葉がない。

　再び歩きはじめながら、衡は九衛に質問を重ねようとした。

「なあ。その『都ミヤコ』っていうのは、なんなんだ？」

　九衛は衡のことを嫌っている。「おまえの知ったことじゃない」とにべもなく断られることも予想していたが、それに反して九衛クノエは、平坦な声で答えてきた。

「『都ミヤコ』は『都ミヤコ』だ。おまえらの世界で言う、街と同じようなものかもな。阿ア頼ラ耶ヤ識シキは基本的に自分勝手だが、その中にも例外的に、他ほかの奴やつと一いつ緒しよに生活しようとするものもいる。そんな奴らが集まっているところを、『都ミヤコ』と呼ぶ」

「……、なるほど」

「九衛たちが今向かっているのは、『剝はく落らくノ都』だ。そこにいる『判官ナカノツカサ』が、確たしか鞄かばんから逃げ出した阿ア頼ラ耶ヤ識シキについて詳しかったはずだ」

「『判官ナカノツカサ』っていうのは？」

　また、九衛が立ち止まった。振り返る。その顔に浮かんでいるのは馬ば鹿かにした表情ではなかった。どうしてこいつはこんなことも知らないのだろう、という訝いぶかしげにも映る顔だ。

「……シロさまの言いつけとはいえ……、まあ、いい。『判官ナカノツカサ』は都の治安を守る物好きな阿ア頼ラ耶ヤ識シキのことだ。好きでやっている阿ア頼ラ耶ヤ識シキもいるし、『判官ナカノツカサ』に捕まって同じことをさせられている阿ア頼ラ耶ヤ識シキもいる」

「『守ツ憑キ霊ダマ』みたいなものか？」

　九衛の口元に、不敵な笑えみが浮かぶ。

「似ているが、全然違う。阿ア頼ラ耶ヤ識シキが自分勝手な奴らだってことはおまえも知ってるだろ。あいつらが多少なりとも鞄の規則と呼べるものを守っているのは、その『自分勝手』の範はん疇ちゆうさ。気が向けば規則に背そむくことも十分あり得る」

　九衛は再び歩き出そうとした。その背中を眺めながら、衡はぽつりと、

「そっか。なら確たしかに、おまえとは全然違うな」

　ぴたり、と前を行こうとしていた背中が止まった。振り返る。

「……知ったふうな口を叩たたくじゃないか。おまえに九衛のなにがわかるっていうんだ？」

「鞄の規則っていうのがどんなものなのかは知らないけど、つまりそいつらは、下へ手たしたら白しろ山やまさんに背くこともあり得るんだろ？　でも、おまえは、おまえだけは、そんな真ま似ねは絶対にしない」

「む」

　九衛は鼻白んだように黙だまり込んだ。攻こう撃げき的てきなその瞳ひとみが、きらきらと光って衡のことを見み据すえている。

「おまえは、その『判官ナカノツカサ』のことをあまり信用はしてないようだな。じゃ、おれもそうするか」

　うん、と頷うなずいて、衡は歩き出そうとする。九衛は慌あわててそれを止めた。

「かっ、勝手に先に行くな！　九衛がおまえの前を歩くんだ！」

「……そうか、まあ、なんでもいいけど」

「ふん、これだからニンゲンは！　少し物をわかっているからといってすぐに調ちよう子しづくんだから！　──言っとくがな、コウ、そんなことを言って九衛クノエを喜ばせようと思っても無む駄だだからな！　九衛は、おまえのことを信用なんて、絶対にしないぞ！」

　ぷりぷりと怒りながら、砂さ漠ばくを進む九衛は、照れていることを悟られまいと怒ってみせているだけのように見えた。衡こうは口元を押さえる。にやけていることを悟られたら、彼女の怒りが本物になってしまう。

「前も言っただろ。信用なんてしなくていい。相手のことを信じなくても、とりあえずの協力はできるんだから。まあ──おれはおまえのことを、信頼してるけどね」

「なっ──！」

　九衛の顔が紅あかく染まった。珍しい、と思ってまじまじと見つめていると、その頰ほおはますます朱に染まっていく。限界まで紅くなった時点で──九衛の唇が、素す早ばやく動いた。詠うたうような旋せん律りつ。ばっと突き出した九衛の手のひらに──音もなく『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』が出現した。

「こ、こっ、この──九衛をから、からかうとは良い度胸だ！　その首を跳はね飛ばしてやるからそこに直れっ！」

「うわ馬ば鹿か、そんなもの振り回すな！　だ、誰だれもからかってなんかいないだろ!?　おれは本当におまえのことを信頼していて──！」

「わー、わー！　そんな恥ずかしいことを言うんじゃない──待てこら、一発殴らせろ！」

　意味がわからない。『信頼していない』と言って殴られるのならまだわかるが、こちらの好意を見せてどうして追いかけ回されなくてはならないのか。

　だだっ広い砂漠を逃げ回りはじめた衡は、しかし動き出したときから、自分の行動が無駄であることを悟っていた。ただの人間である衡が、守ツ憑キ霊ダマの体力と脚きやく力りよくに勝てるはずがない。




　　　　◆




「着いたぞ、ここが『剝はく落らくノ都』だ。……どうした？」

「……まだ痛いんだよ、おまえの一いち撃げきが……！」

　先ほどあれだけ恥ずかしがっていたくせに、今ではもうすっぱりと忘れてしまったような表情で、九衛は「ふん」と腰に手を当てた。

「あんなことを言うおまえのほうが悪い。切り刻まれなかっただけ有あり難がたく思うがいい」

　九衛の長ちよう刀とう、『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』は、九衛の意志ひとつで切れ味を変動することができる。金剛石ダイヤモンドでも易やす々やすと切り裂くほどの鋭えい利りな刃やいばから、豆腐さえ切れないほどのナマクラまで自由自在で、衡の頭をぶっ叩たたいたのはそのナマクラのほうだから安心していい──というのは九衛の言い分だ。日本刀は峰みね打うちでも人を殺せる。決して安心してはいけない。

　それはともかく。

「……で、どこに『都ミヤコ』があるって？」

　二人ふたりの前にあるのは、二人の後ろにあるのと同じものだった。つまり、どこまでも果てしなく続く純白の砂さ漠ばく。街はおろか家さえも見当たらない。

「砂に埋もれているんだな。待ってろ、すぐわかりやすくしてやる」

　再び九衛クノエの唇が動いて、何事かの言葉をつぶやいた。その節回しからして、どうやら『領域宣言ミコトノリ』のようだが──しかし九衛は、白しろ山やまさんと一いつ緒しよでなければ『領域ナワバリ』である『九絶門Val'DOR'S Gate』を使えないのではなかっただろうか。

「はん、おまえはなにも知らないんだな、無知なニンゲンめ。『領域宣言ミコトノリ』は、外の世界で『囊界ノーガ』の業ワザである『領域ナワバリ』を使うための儀式プロセスに過ぎんだろうが。中ではそんなことしなくても、自分の『領域ナワバリ』は使い放題さ」

　得意げに喋しやべる九衛の両手に、いつの間にか『九絶門Val'DOR'S Gate』の武器が現れていた。それは、

「扇、か？」

　一対のその道具は、黒い羽で構成されていた。濡ぬれるように艶あでやかな漆しつ黒こくの羽が、数十枚にわたって重ねられ、扇状に束たばねられている。それらの羽をくくっているのは、なにかの動物の骨であるように見えた。乾いた白と濡れた黒の対比は、心が浮うわつくほどに美しい。

　二つある扇を弄いじりながら、九衛は答える。

「『九絶門Val'DOR'S Gate』の漆しち式しき兵装だ。おまえもよく覚えておけよ、一応、あくまでもオマケとしての一応ではあるが、おまえも『九絶門Val'DOR'S Gate』を扱えるんだからな」

　どう見ても兵装ではないが、指摘するのはやめておいた。衡こうが九衛に嫌われている最大の原因は、彼女と白山さんの絆きずなといっても過言ではない『九絶門Val'DOR'S Gate』を、なぜか衡も使えるからだったりする。話題が火薬庫に近づいているのだ。わざわざ火種を放り込むことはない。

「よ、っと」

　ゆったりと、九衛は右手に持った扇を横に薙ないだ。

　それだけで、それまで静まり返っていた空気が、蹴け飛とばされたかのように騒さわぎ出した。

　左から右へ、ちょうど九衛が薙いだのと同じ方向に、突風が駆かけ抜けていく。衡は思わず髪を押さえ──そして、そんな彼の目の前に、ひとつの扉とびらが現れていた。

　白い砂地の中に、同じように白い扉が埋もれている。上流階級の家の扉に使うような、質素ながらも上品な装飾が施ほどこされていて、中央には黄金色の獅し子しを模もしたノッカーが取り付けられていた。九衛はしゃがみ込み、それを手に取って、こんこん、と鳴らした。

　ばかん、と音を立てて、扉は落ちるように開いた。ドアがぶらぶらと揺れている。

「開いたぞ。入れ」

「……まあ、いいか」

　こんな世界にいちいち疑問を呈ていしていたらそれだけで今世紀が終わってしまう。扉の向こうにはハシゴがかけられていて、中はそれなりに明るいようだった。降りていく。

「………………」

　前言撤てつ回かい。疑問を呈さずにはいられない。なんだここは。

　庭園である。緑豊かなヨーロッパの一地方で、引退した銀行家が作りそうな凝こった庭と小さな家がある。見上げると、どうやら先ほど入ってきた白い扉とびらは、反りかえった岩の内側に開いているらしい。そこから伸びるハシゴと、ちょうど降りてこようとしている九衛クノエ、それに彼女のスカートの中身を見ることができて、

「………………」

　目が合った。

「死ねっ！」
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　顔がん面めんを思い切り踏みつけられる。鼻を押さえて思わず尻しり餅もちをつくと、草と土の柔らかな感触が伝わってきた。涙の滲にじんだ目で、今度は空を見る。本来ならば砂さ漠ばくがあるはずの頭上には、やはり青い空と、心ここ地ちよい陽光を降り注ぐ太陽があった。

　もう考えるのはやめにしようと思う。

「……こ、ここがその、『剝はく落らくノ都』なのか？」

　剝落、という響ひびきからはほど遠い光景だけど。

「『剝はく落らくノ都』の、『判官ナカノツカサ』の住処すみかだな。『都ミヤコ』自体は、あの砂漠がそれに当たる。それぞれの住処の上に、ああいう扉が取りつけられているんだよ。あそこは『剝はく落らくノ都』の入り口といったところだな」

　言いながら、九衛クノエはずんずん進んでいく。色とりどりの花が植えられている花か壇だんを容よう赦しやなく踏み荒らして、家の扉とびらをノックした。さすがに初めて来た家でそんな無礼をする気にはなれず、衡こうは垣根の中央に据すえられた緑のアーチをくぐって玄関に向かう。

　身体からだ中に入り込んだ砂を揺すり落としていると──不意に扉が開いた。

　しかし、開けてくれた相手は目の前にはいなかった。

　扉を開けたのは、手だ。列車の車しや掌しようが使うような手袋を嵌はめている。それが二つばかり、ぷかぷかと宙に浮いていた。

「──九衛かい？　よく来てくれたね、まあ入ってくれ」

　あり得ない光景に引きつっていると、落ち着いた声が家の中から響ひびいてきた。九衛は答えもせずに家に入り、衡は「靴脱がないでいいのかな」と心配しつつも、それを追う。

　家の中は、ごちゃごちゃしていた。といって、決して汚いわけではない。焦こげ茶ちや色いろのキャビネットには所狭しとビンが並べられていて、入りきらないビンはその周りに無む造ぞう作さに積つみ上げられている。ラベルには衡に読めない文字が書かれていたが、中身はどう見てもグミやキャンディーやチョコレートだ。

　キッチンとおぼしき場所を通り過ぎて、廊下の奥にあった両開きの扉を開くと、リビングらしき場所にたどり着いた。

　天てん井じようからは巨大な翼よく竜りゆうの骨格模も型けいがつり下げられている。右手には大きく窓が開いていて、美しく整ととのった緑の庭園を望むことができた。窓まど際ぎわにはビン入りの船の模型や地球儀ぎが飾られていて、その下は本棚になっているようだ。ぎちぎちに本が詰め込まれている。ほとんどの背表紙は判読できない文字だったが、中には英語や日本語も散見された。

　総じて、魔ま法ほう使つかいの家、という印象だ。

　そして、この家の主あるじも、そんなような格好をしていた。

「おや。そっちの子は──見ない顔だね。ニンゲンかな？」

　深く、落ち着いた声こわ音ね。どんなにやかましく泣きわめく赤ん坊でも、彼の胸に抱かれて子守歌を聴きかされれば、たちどころに眠りに落ちてしまうだろう。

　彼は、安楽椅い子すに沈み込んでいた。ビロードのような深緑色の長衣ローブを身に纏まとっていて、頭には鍔つば広ひろの帽子を被かぶっている。人に似た形だが、腕はない。代わりにいくつもの手袋を嵌めた手が、部へ屋やのあちこちで忙しく作業をしていた。

「……魔法使いだ」

　思わずそんな言葉を漏らすと、九衛が振り返り、にらみつけてきた。が、魔法使いはくつくつと笑い声を漏らし、

「そう呼ばれたのは久しぶりだよ、ニンゲンの子。確たしか閑しず花かも、同じようなことを言っていたかな？　──ああ、失礼、自己紹介がまだだったね。わたしは××××という。この『剝はく落らくノ都』で『判官ナカノツカサ』をやっている」

「なんですって？」

「××××──、おっと、そうか。きみはニンゲンだったね。わたしの名前は、ニンゲンには聞き取ることはできないようなんだよ」

「ふん。ニンゲンだけじゃないだろうが。おまえの名前は誰だれにもわからん」

　彼がふざけているのが気に入らないのだろう、九衛クノエは低い声でそう言った。安楽椅い子すに沈み込んだまま、彼は軽く頷うなずき、

「深層出身はみなそうさ。まあ、好きに呼ぶといい。他ほかのものはわたしのことを、ツバヒロ、と呼んでいるけどね」

　ふわりと寄ってきた手のひとつが、鍔つば広ひろ帽子を摘つまんで軽く持ち上げた。その下にあった顔は──なんだろう。特筆すべきことはないのに、なぜか覚えることができない。ただ化粧をしているような白い肌に、傷口のように裂けた紅あかい唇だけが、やけに網もう膜まくに焼きついた。

「さて。それで、わたしになんの用かな？　守ツ憑キ霊ダマ殿」

　膝ひざの上で両手を組んで、ツバヒロはそう尋ねる。九衛はぶっきらぼうに、

「逃げ出した阿ア頼ラ耶ヤ識シキの情報が欲しい。おまえ、確たしか詳しかっただろ」

「ふむ。なんという阿ア頼ラ耶ヤ識シキかな？」

「名前はアカシャ。『領域ナワバリ』は、『迷D妄iアaムbネlジoアs』だそうだ。九衛たちが逃のがしたわけではないから、記き録ろくに残っているはずだ」

「すべてがすべて載っているわけじゃないよ。なにしろ外に逃げ出した阿ア頼ラ耶ヤ識シキはたくさんいるからね。まあ、とりあえず見てみよう」

　手のひとつがツバヒロから離はなれ、地球儀ぎが載った本棚へと近づいていく。その動きを目で追っていると、不意に話しかけられた。

「ところで、きみの名前を伺うかがってもいいかい？　ニンゲンくん」

「えっ？　あ、はい、すいません。平ひら沢さわ衡こうと、申します」

「衡くんか。いい名前だ。閑しず花かの友人かな？」

　閑花。白しろ山やまさんの下の名前だ。手が本棚の中からひとつの本をつまみ出し、苦労して引っ張り出してから、重そうにツバヒロのもとへと運んでいく。それを眺めながら、衡は頷うなずいた。

「はい、白山さんのクラスメイトです。ちょっとしたことから鞄かばんの秘密を知って、それで」

「秘密を。──なるほど」

　宙に浮かぶ手がツバヒロの目の前まで本を持ってきて、彼の膝ひざの上にそれを載せる。その手がぺらぺらとページをめくり、そこに目を通しながらツバヒロは言いう。

「貴重だね。きみは」

「は？」

「閑花がきみに秘密を打ち明けた。きみが秘密を暴あばいたわけではない。そうでなければ、九衛がきみをここまで連れてくるはずがないからね。そうだろう？」

「ええ、まあ──」

　浮かぶ手にページをめくらせながら、ツバヒロは喉のどの奥で笑う。

「貴重だよ。きわめて貴重だ。もしかして、最近噂うわさになっている『九絶門Val'DOR'S Gate』を扱えるニンゲンというのは、きみのことかな？」

　衡こうは目を見開き、

「え。──う、噂になってるんですか？」

「『剝はく落らく』の中ではそれなりにね。最近『外』から戻ってきた阿ア頼ラ耶ヤ識シキたちがいてね、彼女たちにその話を聞いたんだ。『領域ナワバリ』を扱えるニンゲンがいたと──」

　と、そこで九衛クノエが話に割り込んできた。

「おい。おしゃべりはその辺にして、早くアカシャの情報を見つけ出せ」

「いいじゃないか、たまのニンゲンとのおしゃべりくらい。本当に久しぶりなんだから」

　ページをめくる手を止めて、ふとツバヒロは帽子の下から衡のことを見み据すえた。なぜか、どんな形をしているのか、覚えておくことのできない瞳ひとみ。こうして目を合わせている今でさえも、見る端から記き憶おくの外にこぼれ落ちて行っているようだ。

「『九絶門Val'DOR'S Gate』を扱えるということは、閑しず花かがきみに心を許しているということだからね。もちろん閑花だけではなく、九衛もきみのことを信じているのだろうが」

　衡は驚おどろいて、九衛のことを見た。彼女は足で家の床ゆかを強く踏みつけ、

「ツ、ツバヒロッ！　おま、なにを──!!」

　その首筋が紅あかくなっているのを、衡はばっちり見てしまった。衡は頰ほおを搔かく。とても信じられているようには思えないのだが。

「あまりそういうことをしないでくれ。ただでさえ最近我わが家やはガタが来ているというのに。──まあ、それはともかく、衡くん、閑花のことを大切にしてあげてくれよ。奈な由ゆ花かを失って以来、彼女が信じることのできる人間は、ひとりもいなくなってしまったんだから」

「…………ツバヒロ。いい加減にしろよ」

　その声には、本物の怒りが滲にじんでいる。いつの間にかその手に出現した黒の刃やいばを見て、ツバヒロは肩をすくめた。今度は無言のまま、ページをめくりはじめる。

　やがて、その手が止まった。ちょっと本を立てて、ツバヒロは読み上げる。

「あったぞ、これだな。『狭さ霧ぎりのアカシャ』」

　九衛が眉まゆを寄せて尋たずねる。

「狭霧、というのはなんのことだ？」

「二つ名というか、その阿ア頼ラ耶ヤ識シキの特性を表したものさ。この阿ア頼ラ耶ヤ識シキの特性は──霧きりのようだね。能力も、それに準じたもののようだ」

　霧。アカシャが『迷D妄iアaムbネlジoアs』を使用すると搔かき消え、解除すると立ちこめたあの霧は、やはり彼女の能力の副産物だったようだ。

　両手に持った本をじっくりと読みながら、ツバヒロは「ふむ」と声を上げる。

「逃げ出した時期は、そんなに昔ではないね。ああ、そうか。これは奈な由ゆ花かのときに逃げ出した阿ア頼ラ耶ヤ識シキか」

「奈由花？」

　先ほども聞いた名前だった。確たしか、白しろ山やまさんが唯一信じていた人間。けれど、白山さんはその奈由花という人物のことを、失ったのだという。

　頭に浮かんだ疑問を、ツバヒロが答えてくれた。

　ただし、それは。

「白山奈由花。閑しず花かの母親で、『先代』の鞄かばんの持ち主だ」

　ハンマーで殴られたような衝しよう撃げきも、伴っていた。

「…………お母かあさん、ですか？」

「知らなかったのかい？　閑花が鞄を持っているのは、奈由花から譲ゆずり受けたからだ。母親が逃がした阿ア頼ラ耶ヤ識シキとなると、少し因いん縁ねんがあるね」

　ツバヒロの解説を、衡こうはほとんど聞いていなかった。フラッシュバックのような記き憶おくの奔ほん流りゆうが、彼の良心を責せめ苛さいなんでいたからだ。

　自分の鞄のせいで青せい嵐らんに迷めい惑わくをかけてしまったと、白山さんが頭を下げたとき。

　果たして衡は、なんと言った？

　以前の持ち主が逃がしたのだから、白山さんのせいではない。確たしかにそう言ったのだ。

　白山さんは、アカシャを逃がしたのが自分の母親だと知っていたのだろうか。まさかそんなことはないだろう。けれど、『以前の持ち主』と衡が口にしたとき──自分の母親のことを、思い浮かべてしまったはずだ。ツバヒロ曰いわく、『失った』白山奈由花さんのことを。

　白山さんの母親も、また阿ア頼ラ耶ヤ識シキを逃がしていた。それを、白山さんが重責に思わないなどということがあり得るだろうか。あの臆おく病びようで、けれども責任感は人一倍強い女の子に──衡は、知らないうちにさらなる重荷を背負わせていたのだ。

「…………」

　衡は黙だまり込んで、自分の足あし下もとを見つめた。なにを考えても、すべて自分を罵ののしる言葉に変化していく。ツバヒロが首をかしげて自分を観かん察さつしているのがわかったが、それに対して反応をすることもできなかった。

　と、不意に九衛クノエが咳せき払ばらいをして、ツバヒロにずいと詰め寄った。

「詳しい解説は必要ない。実はな、ツバヒロ、アカシャはすでに捕らえてあるんだ。九衛たちが欲しいのは、コピーした相手とアカシャをどうやって見分けるか、という情報だけだ。載っているんだろう？」

「ああ、そんなことでいいのか。それならすぐに解決しそうだね。解除方法はきわめて簡かん単たん、こうすればいいんだ──」

　確たしかに簡かん単たんだった。一言で済んでしまうほど。

　しかしそれゆえに、衡こうも九衛クノエもなかなかそれを信じようとしなかった。

「な、なんでそんな馬ば鹿かげたことを!?　本当にそんなこと書いてあるんですか？」

「もちろんだとも。ほら」

　宙に浮かぶ手が衡の目の前まで本を持ってきたが、

「い、いや、見せられても読めないんですけど──」

「ふむ？　ニホンという国は、識しき字じ率りつが高いと聞いたことがあるけれど」

「……ツバヒロ、まさか九衛たちをからかっているわけじゃないだろうな？　九衛はおまえのトレードマークを二つに増やしてやっても構わないんだが」

「よ、よしてくれ。ハンブンツバヒロと呼ばれてしまうじゃないか」

　飛んできた三つの手が、守るように彼の帽子をカバーした。そうしながら、四つ目の手で人差し指をぴんと立て、「いいかい？」とツバヒロは言う。

「そもそもアカシャの『迷D妄iアaムbネlジoアs』が対象をコピーするためには、ある条件が必要なんだ。それは、対象の『呼吸』を盗むこと。そういう条件を必要とせず、射程に入った相手を無差別にコピーできるのだとしたら世話はない。わたしだったら、九衛、真っ先にきみをコピーしているね」

「『呼吸』、ですか」

　衡は記き憶おくを巡らせる。確かに、最初に青せい嵐らん（といっても偽にせ物ものだが）が述べた当時の経けい緯いでは、デフォルト状態のアカシャは青嵐の目の前にまで近づいてきていたはずだ。そのときに、『呼吸』を盗まれた、ということだろうか。

「盗まれた『呼吸』は、アカシャの喉のどに保存される。彼女がそれを吐き出すまで、『迷D妄iアaムbネlジoアs』の効力は続くんだ。だったらその『呼吸』を奪い返せばいい。簡単な理屈だろ？」

「……確かに簡単ですけど、その……もしその方法を試した相手が、本物だったら？」

「なにも起きない。明めい確かくでいいじゃないか」

　まあ、明確なのはいいことだろうが──他ほかに重大な問題があるような気がする。とはいえ、そう説明したところでツバヒロの理解を得ることはできないだろう。彼はずいぶんと理知的で、話のわかるほうだが──それでもやはり、ずれているところがある。

　それは、九衛も同様だった。ふむ、と顎あごに手を当て、

「にわかには信じがたいが──まあ、おまえが九衛に噓うそをつく理由はないな。いいだろう、信じてやる。ただ、もしも噓だったら、そのときはわかっているな？」

　ひとつの手がツバヒロの前でゆらゆらと揺れ、

「相変わらず、きみはわたしのことを信じてはくれないんだね、九衛」

「当たり前だ。元々おまえは、外に逃げ出した阿ア頼ラ耶ヤ識シキじゃないか。なんで九衛がそんな奴やつのことを信用しなくちゃならんのだ」

　衡こうは驚おどろいてツバヒロのことを見た。そういう『判官ナカノツカサ』もいると聞いてはいたが、まさかツバヒロがそうだったとは考えていなかった。それにしてはずいぶんと協力的だったからだ。

　ツバヒロは首を振り、笑った。

「かつては守ツ憑キ霊ダマと争ったこともあるけどね。それも昔の話だ。今はもう身も心も『判官ナカノツカサ』さ。ついこないだも、外から戻された『判官見習い』の教育係を任されたところだ」

　衡は瞬まばたきをして、恐る恐る、尋たずねる。

「……それ、いつぐらいのことですか？」

「ん？　そうだな、中と外の時間の流れは違うんだが、きみたちの世界で言うところの一ヶ月前くらいかな？　今も二階で勉強中だよ。今日きようは珍しく大人おとなしいね、」

　と言った途と端たん、二階から大声が響ひびいてきた。

『あっ、ちょっとヴィヴィ！　それあたしのケーキでしょ!?　なんで食べてるの!?』

『あら、さっきあなたがわたしのクッキーを盗み食いしたからでしょ、メア。利子がついて、ケーキひとつ分くらいには成長しているはずよ』

『そんなわけないじゃん！　もー、なにすんのよ、ずっと楽しみにしてたのにー！』

　ぎしぎしと、天てん井じようが軋きしむ音と共ともに埃ほこりが落ちてくる。聞き覚えのある声と名前に、口元が引きつってしまうのを抑おさえることができなかった。と、ツバヒロがなにかに気づいたように、二つの手を空中で打ち合わせた。

「ああそうか。彼女たちを捕まえたのはきみたちだったね。どうだい、会っていくかい？」

「いえ結構です遠えん慮りよします。く、九衛クノエ、行こう」

　再びあの二人ふたりと顔を合わせるなど世界が破滅しても御ご免めんだ。九衛も捕まえた阿ア頼ラ耶ヤ識シキなどに興きよう味みはなかったのだろう、小さく頷うなずいて踵きびすを返した。

「必要な情報は手に入れたし、帰るとする。邪じや魔ましたな、ツバヒロ」

「邪魔だなんて。いつでも好きなときに来てくれたまえ。わたしはきみたちの、味方なのだからね」

　その言葉を、九衛は鼻で笑い飛ばした。




　　　　◆




『行き』はあんなに時間がかかったのに、帰りは一いつ瞬しゆんだった。やはり何事かを素す早ばやくつぶやいた九衛の前に、黒い扉とびらが出現しただけだ。別れの言葉を告げるツバヒロを一切無視して、九衛は扉を開いて中に入り、衡もそれを追った。

　その瞬間、ぐるり、と視界が回った。

　音も衝しよう撃げきもなく、ただ自分の身体からだが回転している感覚だけが伝わってくる。上下の区別さえすぐに失ってしまい、自分が立っているのか座っているのか寝ころんでいるかもわからなくなる。吐き気を覚える寸前のような感覚に、じっと耐えていると──

　不意に、目の前に床ゆかが現れた。

「あだっ！」

　鼻をしたたかに打ちつけて、衡こうは思わずそんな声をあげる。どうも、今日きようの『呪のろい』は顔がん面めんに集中しているような気がする。

「あら。ずいぶん早かったのね」

　顔を上げると、遠とお咲さき先せん輩ぱいをはじめとする『図と書しよ館かん部ぷ』の一同が、優ゆう雅がにティータイムを過ごしていた。カップを傾けて一口含んでから、遠咲先輩は読んでいた文庫本をぱたりと閉じる。

『アリア・アーリントンと泡に舞まう人魚姫』。人があんな異界をさまよっているあいだに、この人は読書に興きようじていたのか、と少し脱力する。

　立ち上がりながら、衡は遠咲先輩の言葉を不ふ思し議ぎに思った。

「早かったって──もう二、三時間くらい経たちますよね？」

　遠咲先輩は無言で衡を見つめる。と、白しろ山やまさんとチェスをしていた伊い織おりがこちらを向き、

「おう、おかえり衡。──おまえらがいつからいないのかは知らないが、この紅茶会が始まってからまだ十分も経たってないぜ？　チェスも今始めたばっかりだ」

　白山さんは白の駒こま、伊織は黒の駒で、すでに白のナイトとルークが討ち死にしていた。白山さんは張りつくようにしてチェスの盤ばん面めんにかぶりついている。ぎゅっと握ってテーブルの上に置かれた両の拳こぶしが、小刻みに震ふるえていた。

　伊織がわざわざ噓うそをつく必要はないのだから、向こうの三時間はこちらの十分に過ぎない、ということだろうか。確たしかツバヒロも、外と中では時間の流れが違うと言っていた。できれば定期テストの直前などに『囊界ノーガ』の中に入れて欲しい。

「……白山さん？」

　声をかけると、白山さんは目が覚めたように顔を上げた。衡の顔を、じっと見つめてくる。それから彼女はぱっと表情を輝かがやかせ、

「あっ！　──お、お帰りなさい、衡くん！」

「うん。ただいま」

　そう答えて、しかし衡は自らの胸が疼うずいていることを自覚していた。

　白山奈な由ゆ花か。白山さんの母親で、鞄かばんの『先代』の持ち主。恐らくは傷口になっているであろうその過去に、無む造ぞう作さに触れてしまったからだ。白山さんの顔を見ると、そのことを思い出してしまいそうで、辛つらかった。

　もちろん、白山さんはもうそんなことを気にしてはいないだろう。今も衡のことを責めるわけではなく──ただ、なにかを期待するような眼まな差ざしで見つめていた。

「阿ア頼ラ耶ヤ識シキの情報は得られたよ。見分ける方法も、わかったと思う」

　その期待に応こたえるために、衡は簡かん潔けつにそう答えた。白山さんの傷口に触れてしまった以上、その痛みを取り除くには一刻も早くアカシャを封じ込めるしかないと思ったからだ。

　しかし、白しろ山やまさんは、

「……そ、そう。うん。よかった」

　なぜか残念そうに、視し線せんを落としてしまった。

　焦あせる。また間違えてしまったのだろうか。いったい白山さんは、どんな言葉を望んでいたのだろう。そんな疑問がいくつも脳のう裏りに飛び交ったが、遠とお咲さき先せん輩ぱいの一言ですべて撃うち落とされた。

「それで？　どうすればいいんですって？」

「あ、はい。ええと──」

　頭を搔かきながら、衡こうはツバヒロから教えてもらったその方法を口にした。言っている端から、『図と書しよ館かん部ぶ』の面々の不信が伝わってくる。直じかに聞いた九衛クノエでさえも、仏ぶつ頂ちよう面づらで腕を組んでいるのだから、信しん憑ぴよう性せいが乏しいことこの上ない。

　遠咲先輩が、無表情のまま確かく認にんしてくる。

「冗じよう談だんでは、ないわよね。それって」

「ええ、あの、おれらもなかなか信じられなかったんですけど──なんでも、『呼吸』を盗んでコピーしているとかで。それを奪い返せば、コピーも解けるはずだと」

「……そう。まあ、やるだけやってみましょうか」

　マジですか、と顔が強こわばる。試すって、相手はあの十と叶がのうなのに。

「おや、もう戻ったのかい？　おかえり、平ひら沢さわくんに九衛さん」

　振り返ると、『部室』の入り口に青せい嵐らんが立っていた。なぜか、男子の制服を着ている。まじまじとそれを見つめていると、青嵐はちょっと笑って、上着の裾すそを摘つまんだ。

「これかい？　さっきのドタバタで服が汚れてしまったからね。朱しゆ遊ゆが用意してくれたんだ。こっちのほうが動きやすいし」

「ああ、青嵐、いいところに。ちょっと協力して欲しいのだけれど」

「？　なんだい？」

「まあ、とりあえず──監かん禁きんしている場所にまで行きましょうか」

　監禁とは穏おだやかではないが、事実なのだから仕方がない。あとで訴訟を起こされたりしないだろうか。まあなにかあったら遠咲先輩がもみ消してくれるだろうと、思考を丸投げして衡は彼女のあとを追う。

「それにしても、よく阿ア頼ラ耶ヤ識シキを捕まえられたな、伊い織おり？」

『部室』の脇わき、図書館の奥へと続く道を歩きながら、衡は伊織に尋たずねる。

「あァ、運が良かったんだよ。ほら、アカシャってコピーした途と端たんに霧きりが消えるだろ？　おれと九衛が探し回っているときに、ちょうど霧が消えたんだ。で、誰だれかに変身したはずだって思って警けい戒かいしているところに──十叶が出てきたってわけだ」

「……まさかそれだけで捕まえたわけじゃないよな？」

「当たり前だ、それでクロだとわかるってどんな長は谷せ川がわ平へい蔵ぞうだよ。十と叶がのうが歩いていった三十秒くらいあとに、別の方向からまた十叶がやってきたんだ。捕まえるしかないだろ」

　その光景を想像する。それはまあ、なんというか、

「おまえの運が良いというか、アカシャの運が悪いというか──他ほかの生徒だったら、おまえの目も逃のがれられてたんだろうに」

　十叶は、一ひと月つき前の事件を引き起こした犯人なのだ。その面は、伊い織おりや遠とお咲さき先せん輩ぱいにもばっちり割れている。だからこそ──これから彼女の身の上に起きることに関しても、衡こうの良心はあまり痛まないで済むのだが。

　地下にある資料室の扉とびらを開けて、右側の小こ部べ屋やに入ると、十叶がしゃっくりのような声を上げて反対側の壁かべに飛とび退すさった。

「なっ、──なによ！　は、はや、早くこっから出してよ！」

　態度だけは強気に装よそおって、それでもその肩はかすかに震ふるえている。それを見て、同情心を起こしたのは白しろ山やまさんだけのようだった。白山さんは遠咲先輩の袖そでをちょいちょいと引き、

「あの……ほ、本当に、やるんですか？」

「それしか方法がないというのなら仕方ないわ。それにまあ、試すだけならタダだし」

「で？　ボクはいったい、なにをすればいいのかな？」

「な、なんなのよう……！」

　怯おびえる十叶の目の前で、遠咲先輩は耳打ちをした。青せい嵐らんは驚おどろいたように眉まゆを上げ、

「彼女に？　いやでも、それは──」

「好みじゃないからいや？」

「そういうわけでもないけどね。あんなに怯おびえている女の子にするのは、ちょっと気が進まないかな」

　渋しぶる青嵐に、遠咲先輩は「あら」と声を上げて目を細めた。するりと視し線せんを横に滑すべらせて、口をきつく引き結んで部屋の隅すみに縮ちぢこまる十叶を見る。

「あんなに怯えているからいいんじゃないの。恐怖に震えている女の子って、いつもよりも数倍魅み力りよくが引き上がると思わない？」

　氷のような沈ちん黙もくが部屋の中に満ちた。

　十叶は死刑執行を告げられたような顔で、白山さんも不安に塗まみれた表情で、それぞれ遠咲先輩に釘くぎ付づけになっている。遠咲先輩は、その反応をこそ楽しむかのように、ゆらりと彼女たちに視線を注いでいた。

「……はあ、きみの特殊な性せい癖へきと一いつ緒しよにしないでくれるかな。まあいいや。それが解決の手段になるっていうのなら、協力しよう」

　首を振りながら、青嵐はつかつかと十叶に近づいていく。それだけで十叶は恐れおののき、少しでも青嵐から──というより『図と書しよ館かん部ぶ』から距きよ離りを取ろうと、部屋の隅っこに縮こまってしまった。

「や、やめて──来ないでっ！」

「ええっと、十と叶がのう智とも恵えさんだっけ？　別にきみを傷つけようとしているわけじゃないんだ」

「…………？」

「ただ少し確かく認にんしたいことがあってね。協力、してもらえるかな」

　穏おだやかな微笑ほほえみを浮かべながら、青せい嵐らんは十叶の顔を覗のぞき込んでいる。十叶の呼吸が止まった。そのせいかどうかは定かではないが、顔から首まで紅こう潮ちようしている。

「きょ、協力って──なんの、こと？」

　絞り出すようなその声には、恐怖の色は混じっていなかった。うわずった声と泳ぎがちの目は、青嵐を前にして緊きん張ちようしているかのようだ。青嵐は微笑んだまま、そっと十叶の肩に手を置いた。それだけで十叶の身体からだは震ふるえたが、彼女はその手を振り払おうとはしなかった。

「顔、上げて」

「え？」

「目を閉じて」

「ちょっ、な、なにをっ、」

　その光景を眺めながら、衡こうは気まずい思いで頰ほおを搔かいていた。まあ確たしかに、男子の服を着た青嵐は、絶世の美少年としか呼べないような風ふう貌ぼうをしている。そんな彼（女）に迫られて、どぎまぎしない少女はそれほど存在しないだろう。

「大丈夫だよ。すぐに済むから」

「ちょ、ちょっ、っと待って、こ、心の準備が──」

　ぎゆっと、誰だれかに腕を摑つかまれた。見れば白しろ山やまさんで、目元を赤くして食い入るように十叶と青嵐のラブシーンを見つめている。自分が衡の腕を握にぎり締しめていることにさえ、気づいていないようだ。

　恋愛映画を見るような、白山さんの視し線せんに晒さらされたまま。

　青嵐は無む造ぞう作さに、十叶にくちづけをした。

「むっ!?　む、んむーっ!!」

「……ん、……ん、っと。よし」

　青嵐の唇から解放されて、ぷは、と十叶が呼吸を漏らす。そのまま、彼女は壁かべに寄りかかるようにして、ずりずりとへたり込んでしまった。それを見下ろしながら、青嵐は首を傾かしげ、

「……なにも起きないね」

「外はずれね。じゃ、もうひとりのほうを試してみようかしら」

「本当にこれでいいのかい？　担がれてるんだとしたらとんだ茶番なんだけど」

「もう一度確認すればそれで済む話よ。行きましょう」

「うん。──ああ、十叶さん」

　のろのろと視し線せんを上げた十と叶がのうに、青せい嵐らんはとびきりの笑えみを投げかけて、

「協力してくれて、どうもありがとう。またね」

　そう言って、遠とお咲さき先せん輩ぱいと青嵐は連れ立って部へ屋やから出て行ってしまった。極きわめてあっけらかんとしている。女に貢みつがせるだけ貢がせておいて、使えなくなったら笑え顔がおでポイ捨てするジゴロのようだ。部屋の隅すみで萎しおれている十叶の姿に、さすがに気まずくなったのか、伊い織おりがぽつりと言った。

「……まあ、おれらも行くか」

「そ、そうだな。ほら、白しろ山やまさん、行こう」

「う、うん。……本当に、よかったのかなあ……」

　もちろんいいわけがなかった。部屋から出る間ま際ぎわに、衡こうたちは十叶の独り言を聞きつけてしまったからだ。

　十叶には、白山さんを傷つけたという前科がある。それを考えてもなお、その独り言は衡の良心を痛ませるには十分な破は壊かい力りよくを持っていた。上うわ擦ずった声で、彼女はひとり、こんなことをつぶやいたのだ。

「──ほんとに、なんなのよ、もう。…………は、はじめてだったのに…………」




　　　　◆




　つまるところ。ツバヒロが提示した『見分け方』というものは──『アカシャの口から呼吸を吸い出す』ということだった。

　呼吸とは人の生命の象徴なのだと、ツバヒロは言った。その象徴を盗み、『迷D妄iアaムbネlジoアs』で自らに反映することによって、アカシャは対象が持つ存在そのものをコピーすることができる。『迷D妄iアaムbネlジoアs』を解除するには、その象徴を取り返さなくてはならない。

　もちろん吸い出すためにはくちづけを交わさなくてはならない。口の中に掃そう除じ機きでも突っ込んでスイッチオンすりゃいいんじゃねえか、という乱らん暴ぼうな意見（伊織発）は、もしも相手が本物だった場合はさすがに洒落しやれにならないので却下された。──ファーストキスを奪うのが洒落で済むのかどうか、という点は議ぎ題だいにならなかったあたり、十叶という少女がどう思われているのかがわかる気がする。

　ともあれ、衡たちが十叶Ｂの部屋に入ると、今し方見たばかりの光景が再生されていた。

「はい、顔を上げて。そのままだとやりづらいからね」

「ちょ、ちょっと待ってってば、心の準備が──！」

「それはさっき聞いたから。はい、目を閉じてー」

　なんだか歯医者みたいなことになっている。衡こうが後ろ手に部へ屋やの扉とびらを閉めたのと、青せい嵐らんが問答無用に唇を重ねたのはほとんど同時。そして、

「んむっ──」

「うーん……ん？」

　その次の瞬しゆん間かん、十と叶がのうの身体からだが砕くだけ散った。

「うわ!?」

「……当たりね。どうやら、この方法で間違っていなかったみたい」

　そんな冷静なことを言っていられるのは、遠とお咲さき先せん輩ぱいだけだった。先ほどの青嵐と同じく、十叶の姿を構成していたありとあらゆる色素が砕け散り、粒となって空気中にばらまかれた。それはすぐに色を失い、濃こい霧きりとなって部屋の中に充みち満ちる。

　色濃く漂う、白い霧の中で──

　砕け散った十叶は、アカシャの姿を取って再生していた。

「──散さん々ざん手こずらせてくれたな、阿ア頼ラ耶ヤ識シキ。今度こそ、鞄かばんに叩たたき込んでやる！」

『夜よる房ふさ』の切っ先で、九衛クノエはびしりとアカシャのことを指し示した。が、アカシャは反応しない。灰はい色いろの長い髪に顔を隠したまま、じっと足あし下もとを見つめている。

　青嵐の証言で聞いていたが──確たしかにこれは、異様な姿だ。

　ダークグレーのミリタリーコートはいいとして、その下に纏まとっているホワイトグレーの拘こう束そく服ふくは、なにかのホラーにしか思えない。灰色の髪は夢に出てきそうなほど長く、アカシャはその場に立ちつくしているのに、髪の先が地面についてしまっている。あれをどうやって洗っているんだ──という疑問は、そもそも彼女は阿ア頼ラ耶ヤ識シキであるという事実の前に消えてなくなってしまった。

　と、アカシャが、ぐらりとよろめくように顔を上げた。

　目元に巻かれた包帯には、ちょうど瞳ひとみがある箇所に、ヒステリーのように書き殴られたぐしゃぐしゃの黒い円が記されている。

　目玉を潰つぶされたあとのようなその円で、一同を眺めながら、アカシャは薄うすく笑った。

「────お、お、──おど、ろいた。ま、まさか、わた、わ、たしの、もど、もどし、もどしかた、しってるのが、いる、なんて、ふ、ふふ、くふふうふふふふふ────」

　ずるり、と一歩前に出る。青嵐は近づかれるのを恐れるように、慌あわててアカシャから距きよ離りを取った。彼女に恐れを抱いていないのは遠咲先輩と九衛だけで、白しろ山やまさんなどは衡の背中に完全に隠れてしまっている。白山さんが細かに震ふるえているのが、背中に当てられた彼女の手のひらから伝わってきた。

「か、か、かばん、が、あるのは、しっていた、けど、ま、まさか、もどさ、もどされるなんて、おもって、いなかった。だ、だれから、きいた？　わたしの、もどし、かた」

　たどたどしいその言葉は、別次元の深みから響ひびいてくるような虚うつろな響きを伴っている。その調しらべをひととおり聞いてから、九衛クノエは「ふん」と鼻を鳴らし、

「おまえに関係のある話か？　選べ。九衛にばらばらにされてから鞄かばんに叩たたき込まれるか、自分の意志で戻るか」

　それを聞いて──

　アカシャは、笑い出した。

「────くっ、──くく、ふ、くふふふふふううふふふふはふふふふひひひ──」

「……なにがおかしい？」

「ふっ、ふ、ひひひ、くひ、こ、こ、くふ、かははっ」
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　しゃっくりをするような笑い声と共ともに、細長いアカシャのシルエットが左右に揺れる。メトロノームのようにゆらゆらと。そこで初めて──衡こうは、先ほどよりも、霧きりが濃こくなっていることに気づいた。

「──お、お、──おまえが、こ、こっけい、だ、だからだよ、つきだ、ま。ひひっ、か、かばんの、どれい、どれいが、え、え、──えらそう、に、さしず、するのが、な！」

　九衛の表情が、一いつ瞬しゆんにして激げき情じように染まった。

「このっ──良い度胸だ、バラバラにしてやるっ！」

　踏み込みから一いつ閃せん、瞬まばたきにも満たぬ時間で距きよ離りを詰めた九衛は、そのまま『夜よる房ふさ』を跳はね上げるようにして、アカシャの身体からだをナナメに両断して──

　そして、なにも起こらなかった。

　確かく実じつにアカシャの身を引き裂いたはずの一いち撃げきに、しかしアカシャは平然として揺れつづけている。そのまま、彼女は灰はい色いろの身を仰のけ反ぞらせて笑った。

「あはっ、くは、ははははははははひはははははははあははは！　ば、ばっ、ばぁか、め！　わた、わたし、は、『さぎりの、アカシャ』だぞ!?　き、き、きりにすぎない、わたしのみを、きったり、さいたり、ばらばらにしたり、できるものかよ！」

「なにっ──」

　部へ屋やに満ちる霧きりが、さらに濃こいものとなった。すでに九衛クノエとアカシャの姿さえ、目で確かく認にんすることはできない。衡こうは咄とつ嗟さに手を伸ばして、白しろ山やまさんの手を摑つかんだ。小さなその手のひらは、いきなり握られてびっくりしたようだったが、少しの間のあとに握り返してきた。

「大丈夫、白山さん？」

「あっ、う、うん、わたしは平気だけど──九衛が！」

　白山さんの心配を、現実のものとするかのように。

　深い霧の底から、『領域宣言ミコトノリ』が鳴なり響ひびく。

「『迷D妄iアaムbネlジoアs』の名に於おいて、生まれ始まる祝いの日より、潰ついえて終わる呪のろいの砌みぎり、汝なんじを包むは氷雨ひさめなり。迷え迷えよ動けぬままに、惑まどえ惑えよひとつの道に、何方いずかた向かえどその行き先に、久く遠おんに籠こめるは迷めい妄もうの霧」

　それまでの吃きつ音おんが噓うそのように、美しく淀よどみなく、アカシャは詠うたいあげる。思わず聞き惚ほれてしまうようなその旋せん律りつは、遠とお咲さき先せん輩ぱいが発した警けい告こくによって搔かき消された。

「気をつけて、『領域ナワバリ』よ。呼吸を奪われないように、っ──!?」

「──ひ、ひひっ、──ひとの、しんぱいを、している、ばあいか？」

　揉もみ合うような気け配はいが、白い闇やみの向こうから伝わってきて、そして──

　突然、霧が晴れた。

　霧が立ちこめたときと同じように、衡たちは一気に視界が晴れた驚おどろきに面食らい、一いつ瞬しゆんだけ動けなくなってしまった。その隙すきを突いてアカシャは躍おどるように転身、資料室の扉とびらを蹴けり開けて、転がるようにして出て行ってしまう。

　去さり際ぎわに、アカシャは一瞬だけ、こちらを見た。

　長く艶あでやかな黒髪の隙間から、冷たい眼鏡めがねがこちらに向けられている。その奥にある瞳ひとみは、笑えむでもなく嘲あざけるでもなく、あくまでも機き械かい的てきに衡たちを観かん察さつしている。

『図と書しよ館かんの魔ま女じよ』──遠咲朱しゆ遊ゆ。

　その外見と性格と記き憶おくと能力を、阿ア頼ラ耶ヤ識シキがコピーしたと知った瞬間、『図書館部』一同が口にしたのは、奇くしくもまったく同じ言葉だった。すなわち、




「「「「さ、最悪だっ!!」」」」

　白しろ山やまさんまでもがそう叫んだ。

「追いなさい！　早く！」

　遠とお咲さき先せん輩ぱいの大声など初めて聞く。が、衡こうたちが一いつ斉せいに動いたのは、なにもその大声に突き動かされたからではない。今あいつを逃がしたら、とんでもないことになる──その思いが、三人を支配したからだった。

「うわ馬ば鹿か、な、なにやってるんだ!?」

　衡の後ろで九衛クノエがそう叫んだ。無理もなかった。焦あせりすぎていたのだ。遠咲朱しゆ遊ゆの悪意あるコピーなどという、悪あく魔まの代名詞に等しい存在を目にして、衡と伊い織おりと青せい嵐らんは慌あわてて駆かけ出して──そして、ドアのところでつっかえてしまった。いくらなんでも、三人同時に通行を許すほど資料室の扉とびらは寛大ではない。

「このっ──どけぇ！」

　ドアに詰まった衡たちを、九衛は躊ちゆう躇ちよなく蹴けり飛ばす。扉の向こうに無ぶ様ざまに転がった衡たちを飛び越えて、九衛はアカシャを追いかけようとした。が、彼女の黒髪は、廊下のどこにも見つけることができなかった。

「くそっ──外か！」

　叫んで九衛は走り出した。伊織と青嵐も、無言のまま追跡を開始しようとする。衡もそれを追おうとして、

「待ちなさい。──平ひら沢さわくんと白山さんは、行く必要がないわ」

　遠咲先輩に呼び止められた。

「あなたたちがいなくなったら、今ここにいるわたしが本物だと証明してくれる人がいなくなってしまうでしょう？　追跡はあの子たちに任せて、今はここで待っていましょう」

　自分の情報がコピーされたというのに、彼女の表情には少しの動揺も映し出されていなかった。もちろん内心はわからないが──少なくとも、遠咲先輩は動揺したところで事態が悪化するだけだということを知っているのだ。

「……そうですね。わかりました」

「待っているあいだ、お茶でも飲んでいましょう。平沢くん、用意して」

　その冷静さを、頼りに思っていいのか不気味に思っていいのか。衡はさすがに苦にが笑わらいを漏らして、給きゆう湯とう室しつへと足を向けた。




　　　　◆




　結けつ論ろんから言えば、アカシャは捕まらなかった。

「すいません、どこを探しても見つからなくて」

「ボクとしたことが……申もうし訳わけない……」

　伊い織おりと青せい嵐らんは、二人ふたり揃そろって肩を落としている。確たしかに、遠とお咲さき先せん輩ぱいよりもはるかに運動能力に優すぐれるこの二人をもってしても、アカシャを捕まえられなかったのは痛いところだ。

　しかし遠咲先輩は、あまり気にした様よう子すも見せず、パソコンのキーを叩たたきつづけていた。この人は元々過ぎたことを気にするような性格ではないのだ。彼女が見ているのは、常に今より数歩先の未来である。

「構わないわ。相手はわたしなんだから、あなたたちが知らない抜け道も完かん璧ぺきに把は握あくしているはず。それを使われたら、いくら身体能力に勝まさっていても捕まえられるはずがない」

　ふと、遠咲先輩は手を止めて、一同を見回した。思い出したように、

「青嵐のときのように、アカシャとわたしの見分けがつかなくなったら困るわね。今のうちに、『合い言葉』を決めておきましょうか」

「『合い言葉』──ああ、なるほど。それを知っているほうが、本物の朱しゆ遊ゆというわけか」

　青嵐が、納得したように頷うなずく。遠咲先輩は片手を伸ばして、文庫本を手に取り、

「これにしましょう。『アリア・アーリントン』」

　表紙を指でなぞる。遠咲先輩がよく読んでいるシリーズ物の推理小説だ。衡こうは読んだことがないのだが、『アリア・アーリントン』という少女が主人公であるらしい。

『図と書しよ館かん部ぶ』の面々が合い言葉を認知したことを知ると、遠咲先輩はまた作業へと戻っていった。と、伊織が思い出したように衡に尋たずねてくる。

「……そういや、十と叶がのうはどうしたんだ？　本物のほうは」

「伊織たちが戻る前に逃がしたよ。もっと文句を言われるかと思ってたけど、なにも言われなかったな。なんか、夢見るような顔で戻っていった」

「ふうん──ま、いいか。十叶だし」

　そんなことを話し合っていると、不意に遠咲先輩がため息をついた。

「ああ、やっぱり」

　遠咲先輩はもうひとつのラップトップパソコンに目を向ける。実は先ほどから、二つのパソコンを同時に開いて片手でひとつずつキーを操そう作さする、という荒あら技わざを披ひ露ろうしていたのだ。遠咲先輩が人間ではないのではないかという疑ぎ惑わくが、また一段階深まっていたところである。

「アカシャは二番避ひ難なん口ぐちを使ったみたいね。特別教室棟へと続く抜け道」

「そんなことまでわかるんですか？」

「誰だれが・どこを・いつ使用したのかくらい、すぐに把握できるわ。出入り口にはＩＤとパスワード式のロックがかかっていて、使用記き録ろくは随ずい時じチェックされ、ネット上に記録が保存されるようになっているの。もちろん今回は、わたしのＩＤが使われている。彼女はわたしの記憶も持っているから」

　さすがの青嵐も頭痛を覚えたようだった。こめかみに指を当て、ため息のような声で、

「……どうやってそんなシステムを導入したんだ？」

「あなたの知らないツテがあるのよ、いろいろね。──使用したのは十五分前。特別教室棟のＰＣ教室からわたしの『情報網もう』を奪う気かしらね。わたしの記き憶おくを持っているということは、情報保管サーバーのＩＤチェックやパスワードをすり抜けられるということだから」

「なにを言っているのかよくわからんが」

　と、九衛クノエが憮ぶ然ぜんとした表情で、肩に『夜よる房ふさ』を担いだ。

「そこに行けば阿ア頼ラ耶ヤ識シキがいるんだな？　そうなんだな？」

「焦あせらないの。可能性が高いと言っただけでしょう。確かく定ていではないわ」

「なんだって言うんだ、はっきりしろ！　九衛はそういう曖あい昧まいなのが、一番嫌い、な──」

　叫びかけて、九衛の身体からだがぐらりと揺れた。白しろ山やまさんは慌あわてて九衛を支え、

「く、九衛、大丈夫？　外に長くいすぎたのよ」

「──ご心配なく、シロさま、この程度の消耗には九衛は屈しませ、あ、──」

　立ちくらみのように、その場にしゃがみ込んでしまう。そんな彼女を見下ろして、衡こうはため息をついた。膝ひざ立だちになって視し線せんを合わせて、彼女のことをなだめる。

「とりあえず、今は休んだらどうだ？　アカシャを見つけ出すまで、またしばらく時間がかかる。それまでは鞄かばんの中にいたほうがいい」

　九衛は悔しさがじっとりと滲にじむ目で衡を見上げ、

「……お、おまえなんかに、なんでそんなことを……」

「おまえが切きり札ふだだからだよ、九衛。いざというときに一番頼りになるのはおまえなんだから。そのときまで、体力を温存していてくれないと困るんだ」

「む」

　唇をとがらせて、それでも幼い九衛の顔立ちには、自尊心をくすぐられたようなこそばゆい色が浮かんだ。まあ、彼女をなだめるために多少の脚色を加えはしたが、今の言葉に噓うそはない。阿ア頼ラ耶ヤ識シキと戦おうとするのなら、守ツ憑キ霊ダマである九衛がもっとも頼りになるのだ。

　九衛はしばらくのあいだ、なにかを考え込むように黙だまり込んでいた。それから顔を上げて、白山さんのことを見る。

「……シロさま、鞄を」

「う、うん」

　白山さんが開いた鞄の中に、九衛は『夜よる房ふさ』を納める。それから息を吸い込んで、朗ろう々ろうと『領域宣言ミコトノリ』を詠うたいはじめた。


「シロさまシロさま、九衛のシロさま。どうかお許し願ねがいます。九ク界ガイを飛び交う危なきものども、遊びて謳うたう自由の御み霊たまを、従え縛しばる二つの翼つばさ。漆しち式しき兵装・『俱く利り伽か羅らの双そう翼よく』を、なにとぞ賜たまわりくださいませ」

「『九絶門Val'DOR's Gate』の名に於おいて、差し許します、わたしの九衛」



　詠い返して、白山さんは鞄の中に手を入れた。青せい嵐らんが、不ふ思し議ぎそうにそれを眺めている。このプロセスを見るのが初めてなのは、彼女だけだ。

　やがて、白しろ山やまさんは鞄かばんの中から『九絶門Val'DOR's Gate』の武器を取り出した。『俱く利り伽か羅らの双そう翼よく』という名前を聞くのは初めてだが、見覚えがあった。先ほど『囊界ノーガ』で九衛クノエが使用したものだ。

　それを白山さんから受け取って、九衛は恨うらみがましい目つきで衡こうをじっと見上げた。

「……九衛は、おまえのことが嫌いだ」

　いきなりそう来るか。

「おまえみたいな奴やつがシロさまのお傍そばにいると思うだけで腹が立つ。シロさまのことをなんにも知らないくせに、図ずう々ずうしく話しかけるところも苛いら立だたしい。少し、ほんのすこーしシロさまのことを助けたくらいで調ちよう子しに乗っているかと思うと、はらわたが煮えくりかえる」

「ちょ、ちょっと九衛、なにを──」

　突然の暴ぼう言げんに、白山さんは眉まゆを逆さか立だてて止めようとした。だが、珍しく強い目つきで反抗した九衛に、白山さんはそれ以上なにも言うことはできなかった。息を吸い込んで、九衛はさらに続ける。

「だがな、コウ、九衛が一番むかつくのは──そんなおまえを頼らざるを得ないということだ。なぜなら、これも認めるのはとんでもなく腹立つんだが、おまえはどういうわけか『九絶門Val'DOR's Gate』を扱えるからだ。──シロさまのお心に、おまえがいるからだ」

　白山さんが少し顔を赤くして、うつむいた。それを横目に見て、九衛はまた唇をとがらせる。母親を取られた子供のような表情。

「コウ、おまえ、さっき言ったな。おまえは九衛のことを信頼していると」

「……ああ。言った」

「九衛は、おまえのことを信頼なんてしていない。けど、──けど、『九絶門Val'DOR's Gate』を扱える奴がおまえしかいないんじゃ、仕方がない。こうするしかない」

　そう言って──九衛は、『俱く利り伽か羅らの双そう翼よく』を、衡の手に押しつけた。

　衡は瞬まばたきをして、自らの手に握らされた二つの扇を見下ろした。恐る恐る尋たずねる。

「いいのか？」

　九衛は不快そうに「いいわけないだろ」と答える。

「他ほかに方法があるなら、おまえのことなんて誰だれが頼りにするものか。──いいか、九衛がいないあいだ、おまえがシロさまをお守りするんだ。次に出てきたときにシロさまになにかあったら、おまえの首をもぎ取るぞ」

　グロいことを言う。が、衡は小さく笑った。こういう口ぶりは九衛の癖くせのようなもので、決してそこに悪意があるわけではないのだ。九衛は自分勝手で傲ごう慢まんで知ったかぶりの女の子だが、白山さんを思う気持ちだけは、誰よりも真しん摯しだ。悪い子ではない。

「わかった。任せておけ」

「……偉そうに……まあ、いい。阿ア頼ラ耶ヤ識シキが出たら、すぐに九衛を呼べよ。おまえひとりでなんとかしようなんて、間違っても思うんじゃないぞ」

　ぶちぶちと文句を言いながら、九衛クノエは鞄かばんの中に入ろうとした。戻もどり際ぎわの一いつ瞬しゆん、九衛の目が、ちらりとだけ衡こうを見て、その唇が素す早ばやく動いた。

　頼むぞ、と。

　九衛は最後に、そう言ったように思えた。




　　　　◆




　午後六時。

　夕ゆう闇やみが忍び寄る雑木林の中を、衡と青せい嵐らんと白しろ山やまさんは並んで歩いていた。

「──しかし、冷静に考えると結構とんでもない事態だよね。昨日きのうまでは、こんなことになるなんて想像もしていなかったんだけどな」

　青嵐には責める気持ちなどさらさらなかったはずだが、白山さんの耳にはそういうふうに聞こえたらしい。身をすくめて、白山さんは絞り出すように、

「……ごめんなさい……」

「いや、別にきみが謝あやまることじゃないよ、白山さん」

　むしろおもしろがるように、青嵐はそう言って笑い声をあげた。

　今、この場にいるのは青嵐と白山さん、そして衡だけだ。伊い織おりは遠とお咲さき先せん輩ぱいと一いつ緒しよに、図と書しよ館かんに残ることになった。遠咲先輩の『情報網もう』を守るには人手が必要で、そして『図書館部』四名の中でもっともパソコンの扱いに習しゆう熟じゆくしているのが、彼だったからだ。

『あの、なんかものすごい作業量なんですけど、これ全部サルベージするのどれくらいかかるんですか？』

　そんな伊織の泣き言に、遠咲先輩はディスプレイから目も上げずにこう答えた。

『明日あしたの朝まで』

　そういうわけで──伊織は明日の朝まで、図書館に束そく縛ばくされることになったのだ。

「まあ、桐きりヶが谷やくんだけじゃないけどね。朱しゆ遊ゆが一晩こもるということは、必然的にボクらも今日きようは帰れない、ということだ」

「か、帰れないんですか？　寮りようにも？」

「アカシャを捕まえるまでなるべく離はなれ離ばなれにならないほうがいいからね。またあいつに姿を盗まれたら、今度こそ見分けがつかなくなってしまう。──つくづく、あのときアカシャを逃がしたのが悔やまれる」

　それから青嵐は、ふと思い出したように白山さんを振り返り、

「今こんなことを言っても仕方ないんだけど──あの時点で、あの子を──十と叶がのうさんだっけ？　本物も偽にせ物ものも、まとめてを鞄にぶち込んでおくわけにはいかなかったのかな？」

　困ったように眉まゆを寄せた白しろ山やまさんに代わって、衡こうがそれに答えた。

「なるべくなら、『図と書しよ館かん部ぶ』以外の人に鞄かばんの秘密は漏らしたくないんです。特に十と叶がのうは、あんまり信用できないような前科の持ち主ですから」

「そうかい？　そんな子には見えなかったけどね」

　青せい嵐らんはのほほんとそう言った。それを聞いて、衡は首を傾かしげる。なにか──忘れている気がする。いくつも衝しよう撃げき的てきな事件が起きたせいですっかり遠ざかってしまったが、十叶に関して、なにか重大なことを見落としている気が──

「……こ、衡くん。衡くん」

　が、その作業は白山さんに中断された。くいくいと上着を引っ張ってくる白山さんのことを、そっと見下ろす。

　白山さんの視し線せんは、衡の手にある『俱く利り伽か羅らの双そう翼よく』に留とめられていた。

「……九衛クノエと、仲良くなってくれたんだね。よかった」

　本当に嬉うれしそうに、目を細めて白山さんはつぶやいた。その喜びに水を差すのは気が引けたが、衡は頰ほおを搔かきながらそれを否定する。

「そういうわけじゃないと思うよ。や、別におれは九衛のことを嫌ってるわけじゃないけどさ、九衛はそうじゃないみたいだから」

　それを聞いて、白山さんはぽつりとつぶやいた。

「仲良くなったから、『九絶門Val'DOR's Gate』を預けたんじゃ、ないのかな」

「単純にこれを使えるのが、おれしかいなかったからだよ。深い意味はないと思う」

　白山さんの瞳ひとみに浮かびかけた失望を、青嵐が阻そ止しした。

「そうかな。ボクはそう思わないけどな」

　雑木林を出て、目の前にある特別教室棟を見上げながら、青嵐はそんなことを言う。

「平ひら沢さわくんとあの子のあいだにどんないきさつがあるかは知らないけれど、あの子は別にきみのことを嫌っているわけじゃないように見えたね、ボクの目には」

　衡は青嵐のことを見つめる。青嵐はイタズラっぽい目で、それを見返してきた。

「本当に嫌っているならさ、そもそもきみに話しかけたりしないよ。近づきさえしない。あんなふうに突っかかってくるってことは、逆に言えばそれだけ心を許しているということじゃないかな。桐きりヶが谷やくんや朱しゆ遊ゆに対しては、九衛さんもあんな態度は取らなかっただろ？」

「それは、まあ、そうですが」

「ああいう態度ができるっていうのは、それだけきみが信頼されているということだよ。平沢衡くん。確たしかにきみは、なかなか好ましい少年だからね」

　横目で衡のことを眺めながら、青嵐の唇が笑えみの形を作る。先ほどに比べて、彼女と自分の距きよ離りが近づいていることに衡は気づいた。どぎまぎしながら、思わず青嵐の唇に視線が向いてしまい──それを阻止するように、白山さんが声をあげた。

「わっ、わたしもそう思う！　九衛クノエは、衡こうくんのことを、ちゃんと認めてるよ」

　衡は頰ほおを搔かく。と言われても、あれだけぽかすか殴られていると、とてもではないが評価されているとは思えない。

「……そ、それにね。九衛だけじゃなくて、その……」

　白しろ山やまさんがなにかを言いかけたが、それを最後まで言うことはできなかった。

　特別教室棟のほうから、わっと騒さわぐ声が聞こえてきたからだ。

　衡と青せい嵐らんは顔を見合わせて、同時に走り出した。陽ひはとうに暮れて、空は群ぐん青じように染まっている。騒ぐほど大勢の生徒が残っているような時間帯ではない。ということは、また阿ア頼ラ耶ヤ識シキがなにかをしでかしたのかもしれない。

　そんな二人ふたりの予想は、大きく裏切られることになった。

　特別教室棟の前には、いないはずの大勢の生徒が、わいわいと騒いでいたからだ。

　特設の照明が、棟の玄関に取り付けられて、グラウンドの一部をライトアップしている。簡かん易いテーブルの上に載っているのは、紙皿に盛られた料理やスナック菓子。一年生から三年生まで、男女問わずに多くの生徒たちが歓かん談だんを楽しんでいる。

　衡たちはぽかんとした表情でそれを見つめていたが、生徒のうちのひとりがそんな彼らを見て、ぱっと顔を輝かがやかせた。笑えみを浮かべて、こちらに近づいてくる。

「平ひら沢さわに、白山さんじゃない。やっぱり参加することにしたの？」

　宮みや代しろにそう話しかけられて──衡は、昼間のことをようやく思い出した。

「ああ、そうか。今日きようは『ヨルガク』の日か」

「そう言うってことは、参加しにきたわけじゃなさそうね」

「……なんだい、その『ヨルガク』ってのは？」

　衡と宮代の会話に、青嵐が割り込んできた。宮代は不ふ思し議ぎそうに首をかしげている。確たしか彼女は、一度だけ青嵐のことを目もく撃げきしているはずだが、そのとき見かけた青嵐は女子の制服を着ていたはずだから、なかなか記き憶おくと一致しないのだろう。

　白山さんが、互いを互いに紹介する。

「えっと、この人は葛くずの葉は青嵐先せん輩ぱい。わたしたちの部活の、先輩なの。先輩、こっちは宮代葉は月づきさん。わたしたちのクラスメイト、です」

「あ、先輩でしたか。それは失礼しました」

　ぺこり、と頭を下げる。宮代はフランクな割には目上の人間に対して礼れい儀ぎ正しい。体育会系の部活に所属しているから、という理由もあるだろう。

「『ヨルガク』は通称ですよ。『夜間学園交流会』が正式名称でして、せっかく広い学校があるんだから、それを使ってなにか交流を深めるようなことをしよう、っていう集まりです。一応勉強もやらされますけどね」

　宮代の説明に、青嵐は目を丸くして、

「へえ……初めて聞いたな、そんな話」

「今年ことしから始まったイベントですから、知らない生徒も結構いるみたいですね。ま、分母が大きいのが幸いして、今のところ参加人数が少なすぎて中止ということにはなっていません」

　そう言って、宮みや代しろは小さく笑う。確たしかに、グラウンドの一部を貸し切って笑いさざめく生徒たちの人数は、ひとつのクラス分くらいはありそうだ。一角では軽音部が即そつ興きようのライブを開いていて、なにかパフォーマンスをするたびにどっと笑い声が起きている。

「宮代さん。これは、夜通し行われるのかな？」

「やー、さすがに一晩中は無理ですけどね。一応明日あしたも学校ありますし。あ、でもお泊まりはできますよ。お風ふ呂ろにも入れます。っていっても、運動部のシャワーですけどね」

　なるほど、と頷うなずいて、青せい嵐らんは衡こうの耳元でそっと囁ささやいた。

「利用できそうだね。一晩付き合うなら、寝ね床どこがあるのはありがたい。それにシャワーも」

「周りに人がいるのは、まずくないですか？　巻き込んでしまうかも」

「かもね。でも、危害が及ぶことはないと思うよ。見る限り、アカシャはそういう性格の相手じゃない。それにそっちのほうが、向こうも姿を見せる可能性が高いと思う」

「……どうしてですか？」

　青嵐の口元に笑えみが浮かぶ。遠とお咲さき先せん輩ぱいが浮かべるものと、非常によく似た笑み。

「性格的にね。あいつは──アカシャは、人の混乱を望んでいるんだと思うんだ。今までの行動から見るに、ボクたちが慌あわてたり動揺したりするのを見るのを、なにより楽しみにしているんだと思う。人間が大勢いればいるほど、『やりがいがある』と感じるはずだ」

「やりがいですか」

「そ。だから、ボクたちがこれに参加すれば、向こうから姿を現すと思うね。リスクもあるが、チャンスだとは思わないか？」

　少し考えてから──衡は、宮代に向き直った。

「宮代。これって、今からでも参加できるのか？」

「へ？　あー、うん、できるよ。参加っても、手続きをするだけだからね。──でも平ひら沢さわ、ひとつ言っておきたいんだけど」

「なんだ？」

「白しろ山やまさんと一いつ緒しよに寝ることはできないよ？　当然、男女の寝床は別です」

　衡は呆あきれ、白山さんは赤くなった。言葉が頭の中で交通渋滞を起こしているようで、結局白山さんはなにかを言うのを諦あきらめて、両手を振り上げて宮代のことを叩たたこうとした。宮代は軽かろやかに笑いながらそれを避け、

「っはははは、ごめんごめん白山さん、冗じよう談だんだってば！　もー、かわいいんだから。──それで平沢、泊まるのはこの三人でいいの？」

「や、一応五人にしてくれ。あと、伊い織おりと遠咲先輩も泊まる」

「えっ」

　宮みや代しろの動きが、一いつ瞬しゆんだけ静止した。短めの前髪をいじいじといじくりながら、衡こうたち三人を見渡して、ぽつぽつと言う。

「あ、そう、そうだよね、『図と書しよ館かん部ぶ』だからか。そっか、桐きりヶが谷やもか。うん」

「……なにか問題でもあるのか？」

「やっ、な、ないよ！　大丈夫、うん、大丈夫……」

　なにやら様よう子すがおかしい。白しろ山やまさんが心配そうに、

「どうしたの、宮代さん？　なんか、顔が赤いけど」

「なっ、なんでもない！　──あ、そうだ、それじゃあたしが代わりに手続きをしてあげるね。ほら、あたし担当の先生と顔見知りだからさ、やっておくよ」

「そうか？　悪いな、宮代」

　ううん、と首を振ってはにかんで、宮代はそそくさとその場から立ち去った。その後ろ姿を眺めながら、青せい嵐らんは静かに笑った。

「……なんともまあ、わかりやすい子だ」

　その言葉の意味がよくわからず、衡と白山さんは揃そろって目をぱちくりとさせた。
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　遠とお咲さき先せん輩ぱいの姿を映したアカシャを見たものは、少なくとも『ヨルガク』の参加者の中には、誰だれもいなかった。

「朱しゆ遊ゆは特別教室棟のＰＣ教室にいるって予測してたけどね」

「遠咲先輩の予測でも、外はずれることはあるんですね……」

　オレンジジュースを口にしながら、白山さんは残念そうにつぶやく。目の前のテーブルには、取れるだけ取ってきたスナック菓子の数々が広げられている。会費は取られたのだから、遠えん慮りよすることなどなにもない。そのうちのひとつを摘つまんで、衡は軽く息を吐いた。

「手がかりはなし、か。当てが外れましたね」

「ここはいったん、基本に立ち返ってみるべきかもしれないね」

「基本、ですか？」

　両手で紙コップを抱えながら、白山さんは子供のように首をかしげる。うん、と青嵐は頷うなずき、自らもポッキーに手を伸ばした。

「そもそも、彼女の──アカシャの目的は、いったいなんなんだろうと思って」

　目的。阿ア頼ラ耶ヤ識シキの目的などわかるはずがない、という気もする。彼らには共通した目的どころか、人間に理解できる思考回路を持っているかどうかも怪あやしいのだ。特にアカシャの場合、人間などよりもバケモノのほうがよほど近いように思える。

　そう言うと、青せい嵐らんは苦にが笑わらいをした。

「ま、それはそうかもしれないけどね。──バケモノにもバケモノなりの理屈があるはずだ。今までの行動から、それを推測することはできないかな？」

「さっき青嵐さんは、アカシャは人間を混乱させたいんじゃないか、って言ってましたよね」

　白しろ山やまさんの言葉に、青嵐は小さく頷うなずいてコップを摑つかんだ。冷たい緑茶がなみなみと注がれたそれを、目を細めてすすりながら、彼女は独り言のように、

「それも、あいつの行動からの推測だよ。わざわざボクの姿を借りて『図と書しよ館かん部ぶ』にやってきて、きみたちを混乱させた。いったいなんのためにそんなことをしたのか、それを考えてみれば、あいつの目的がおぼろげにでもわかるんじゃないだろうか」

「なんでそんなことをしたのか……うーん……」

　腕を組んで、白山さんは真剣な表情で考えはじめる。衡こうも彼女と同じように、しきりに思考を巡らせていた。

「単純にそれをおもしろがっていたのかな。この前の阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、確たしかそんな奴やつらだったから」

　賢けん者じやは歴史に学び愚ぐ者しやは経けい験けんに学ぶというが、阿ア頼ラ耶ヤ識シキの歴史など知るわけがないので経験に頼るしかない。ヴィヴィとメアという阿ア頼ラ耶ヤ識シキは、あらゆるものを『遊び』と捉とらえているようなフシがあった。アカシャも、それに似た思考回路を持っているのかもしれない。

「ただ遊んでいるだけ、と？」

「感覚としてはそれに近いんじゃないかと思います。あいつの口ぶりとか態度は、どう見ても、なにかの目的を真ま面じ目めに遂すい行こうする、というものではありませんでしたから」

　青嵐の呼吸を盗み、彼女の情報を盗んだアカシャが目をつけたのが、すなわち『図書館部』だったのではないか。青嵐の記き憶おくを辿たどれば、『図書館部』が──ヴィヴィやメアの言葉を借りれば、「おもしろそう」な集団であることはすぐにわかるはずだ。

「その『おもしろそう』な奴らにちょっかいをかけようとやってきて、それは今でも続いている、ということか。ふむ」

「あるいは、可能性ですけど、最初から遠とお咲さき先せん輩ぱいを狙ねらっていたのかもしれません。たとえばアカシャになにか探し物があって、それを見つけ出すために手当たり次第コピーを繰くり返していて、青嵐さんの記憶から遠咲先輩を発見した、とか」

　推測の上に推測が立っている。青嵐も首を横に振って、その考えを否定する。

「それなら、昼に朱しゆ遊ゆと二人ふたりきりになった時点で奪っていると思うね。それに、わざわざ自分アカシヤの情報を相手にくれてやったりしないだろう。ボクと青嵐は友人なんだから、何食わぬ顔で近づいて呼吸を盗めばそれで済む」

「あ、そっか。……うーん、あとの可能性としては……」

　衡こうと青せい嵐らんは二人ふたりで考え込むが、これという推測は思いつかない。霧きりの中にいるようだ、と衡はぼんやり思う。白い霧の中を手探りで進んでいるのだが、そもそも自分たちがどこに向かっているのか、どの方向に進めば目的地にたどり着けるのか、それすらも定かではない。

　と、そこで白しろ山やまさんが、おずおずと手を上げた。

「……あ、あの……ちょっと、いいでしょうか」

「お？　なんだい白山さん、相手の目的がわかったのかな？」

「い、いえっ！　そ、そんなたいそうなことじゃないんですけれど、その、考えといいますか、ちょっとこうなんじゃないかなって思っただけで──」

「言ってみて、白山さん。なにかのヒントになるかもしれない」

　声をかければその吐と息いきで今にも吹き飛んでしまいそうな白山さんを、衡はそう言って励ました。この子にはなるべく重荷を背負わせないほうがいいと、今までの経けい験けんからわかっている。足腰が脆もろいので、あまりストレスをかけるとぺしゃっと潰つぶれてしまうのだ。

「う、うん。あのね──もしかして、わたしの鞄かばんが目当てなんじゃないか、って思って」

「鞄？　その黒い鞄かい？」

　白山さんの黒い鞄。世界を内側に包み込む不ふ思し議ぎな鞄だ。確たしかに、前回のヴィヴィとメアは、この鞄に傷をつけて自分たちの仲間を外に出すことが目的だった。今回のアカシャもそうだというのだろうか。

　青嵐が首をかしげながら、その意見に疑問を呈ていする。

「でも、ボクはきみの鞄のことなんて、少しも知らなかったよ？　朱しゆ遊ゆから聞かされていたのはきみの名前と特徴だけだし、アカシャはきみの鞄のことは知らないようだったからね。あいつが狙ねらえるはずがないと思うんだけど」

「……あ」

「うん、おれもそれは違うと思うな。だいたい、その鞄は白山さん以外は使えないんだろう？　そのための防ぼう衛えい機き能のうが備わっているって聞いたことがあるよ。持ち主じゃないものが手を入れると、中に吸い込まれてしまうって。アカシャもそのことは知っているだろうし──」

「う……」

　意見を全否定されて、白山さんは申もうし訳わけなさそうにうつむいてしまい──

　そこに、「いや」という青嵐の声が割り込んでくる。

「たとえそうだとしても──アカシャには使えるかもしれない。いや、白山さん以外だったら、アカシャにしか使える可能性はない、といったほうが正せい確かくか」

「……どういうことですか？」

「呼吸を盗めば、そのものとまったく同じ存在になることができるんだろ？　アカシャが白山さんの呼吸を盗んだら、白山さんとまったく同じになったら、その鞄の──防衛機能だっけ？　それは、コピーとオリジナルの違いを見破ることができるのかな？」

　衡こうは改めて、白しろ山やまさんを見た。彼女の意見をじっくり検証する。

「アカシャは白山さんのことを知らなかったんですよね。鞄かばんの持ち主だと気づかなかった」

「しかし途中で気づいた。その事実をひっかけに使ったのはボクらだからね。それまでは別の目的があったのかもしれないが──途中で目的がすり替わったのかもしれない」

「最初はほんのイタズラ目的だったのが、鞄とその持ち主を見つけてそっちにターゲットを切り替えたってことでしょうか。そのあとに十と叶がのうから呼吸を盗んだのは──あいつが、白山さんのクラスメイトだったから、とか」

「十叶さんになったときもわざと捕まったのかもしれない。いざとなれば、彼女は呼吸を出すだけで『デフォルト』に戻ることができるからね。そして『デフォルト』のアカシャは、霧きりだ。誰だれも彼女に触れることはできない」

　ぽんぽんと意見を交わし合う二人ふたりを、白山さんは目を丸くして眺めている。その肩がもじもじと動きはじめる。自分もなにか意見を言いたいのだけれどなにも思いつかない、というふうに、じれったそうに瞬まばたきをしている。

「その自信があったから捕まったんでしょうか。でも──それなら、なんで遠とお咲さき先せん輩ぱいの姿を盗んだんでしょう？　白山さんの呼吸を盗むのは、あのときが絶好の機き会かいだったんじゃないでしょうか」

「──あ、はい。はい！」

　がたん、と席を鳴らして立って、白山さんはぴんと手を上げた。早押しクイズで正解を思いついた解答者の勢いだ。周りで歓かん談だんしていた『ヨルガク』参加生徒の何人かが、びくっとして振り向いた。

「……はい、白山さん」

　仕方がないので当てると、白山さんはぴんと立てた人差し指を嬉うれしそうな顔の真横にまで持ってきて、自信満々に叫んだ。

「きっと、誰が誰だかわからなかったんだよ！　あのとき、なにも見えなかったから──」

　が、青せい嵐らんは無情に首を振り、

「あの霧はアカシャが作り出したものだ。その中でなにも見えなくなるなんて、そんな間抜けなことが起こるはずはないと思うけど」

「…………あう…………」

「あ、そうか。白山さんじゃ、あの場から逃げ切れないからか。身体能力をコピーするんだから、最低あの場を切り抜けられるくらい足が速くて機転が利く相手を選ばないとだめだったんだ」

　衡があっさりそう指摘すると、白山さんはショックを受けたような表情。それから、じんわりと涙が滲にじむ目で衡のことを見つめてきた。衡くんひどい、とその視し線せんが言っている。

「──ふむ。もちろん。確かく証しようがあるわけじゃないが、かなり『ありそう』な線だね」

　しばらくしてから、青せい嵐らんがそんなことをつぶやいた。すっかりぬるくなった緑茶をすすり、柔らかな目で白しろ山やまさんのことを見る。

「これからは、その仮定でいろいろと考えてみようか。つまり──アカシャの最終目的は、白山さんの姿と鞄かばんを盗むことだ、と」

　かすかに怯おびえを含んだ表情で、白山さんは青嵐のことを見返した。大きく無ぶ骨こつなその鞄を、ぎゅっと胸元に抱きしめる。そんな彼女を安心させるように、衡こうはつとめて明るい口く調ちようで、

「それなら、おれたちで白山さんのことを守れば問題ないですね。確たしかに相手が遠とお咲さき先せん輩ぱいになったっていうのは、相当脅きよう威いですけど」

「まあね。幸い、といっていいのかどうか、朱しゆ遊ゆはボクや桐きりヶが谷やくん、それに九衛クノエさんほどの身体能力を持っていない。油断さえしなければ、白山さんが奪われることはないはずだ」

　青嵐のフォローに、ようやく白山さんの不安が和やわらいだ。ふっと息を抜いて、細めた目で、ちらりと衡のことを見る。目が合った。なぜか頰ほおを赤らめて、白山さんは視し線せんを外はずし、それからぽつりと言葉を落とした。

「……そ、そうですよね。衡くんが、守ってくれますよね」

　衡は、思わず白山さんに目を向けた。

　青嵐も驚おどろいたような表情をしている。こんなこそばゆい物言いを、白山さんが口にできるとは思っていなかったのだ。衡は反応に困って頰を搔かき、白山さんは耳まで赤くして地面を見つめている。

　なにかおかしい、と思う。

　アカシャが現れてから、だろうか。白山さんの言動がちょっと変だ。いや、別に怪あやしいというわけではなくて、なんというか──今までの白山さんはやらなかったようなことを、積せつ極きよく的てきにやっているように見える。

　衡を囊界ノーガに送ったり、今みたいなこそばゆいことを言ったり。普ふ段だんならばそんなことは絶対にしない。頭に思い浮かびはしても、その段階でぴたりと停止してしまうのが白山さんという女の子なのだ。そういうことをあえてするというのは、つまり、

「……白山さん、無理してない？」

　その指摘はそれなりに的まとを射ていたらしい。ばっと顔を上げて、ぶんぶんと首を振り、

「しっ、してない！　そんなの、これっぽっちも！」

　やっぱりしてるじゃないか。

「白山さん──」

「あ、そっ、そんなことよりも、青嵐さん。遠咲先輩と知り合ったいきさつを、教えてくださいませんかっ？」

　なぜそんな振ふる舞まいをしているのか尋たずねようとするが、その前に白山さんが、無む理り矢や理りに話題を変えてしまった。よほど触れられたくないらしい。

　突然話を振られた青せい嵐らんは、ポッキーをくわえながら目をぱちくりさせている。

「ボクと朱しゆ遊ゆの馴なれ初そめ？　そんな特別な話じゃないけど」

「いや。遠とお咲さき先せん輩ぱいと友人というだけで、かなり特別な気がします」

　青嵐は短く笑い、

「ボクと朱遊の場合は腐くされ縁えんだよ。──ボクの家が寺だっていうことは、話したっけ？」

　衡こうと白しろ山やまさんは、揃そろって頷うなずいた。正せい確かくには、彼女の姿をしたアカシャからその話を聞かされたことがある。

「そうか、なら話は早い。ボクの実家は、ちょっと特殊な寺でね。昔から『教育』というものに関心があって、そのためのいろいろなことをやっているんだ。ちなみにボクが割と運動が得意なのはそのせい。幼い頃ころから、父とう様にあれこれと仕込まれたものでね」

　青嵐はぷらぷらと足を揺らしながら、話しつづける。

「その『教育』の一いつ環かんとして、うちでは親をなくした子供たちを引き取って、育てているんだ。朱遊はそのひとりさ。おかげでボクは、物心ついたときから朱遊と一いつ緒しよにいるっているわけ。友人にならないほうがおかしいだろ？」

「──────」

　衡と白山さんは、絶句して青嵐のことを見つめた。

　遠咲先輩が、孤こ児じ。初めて聞いた話だった。今まで遠咲先輩は、おくびにもそんなことを口にしたことはなかったから。

「それ、──い、言っていいんですか？」

　自分から話を振ったくせに、白山さんはおどおどしてそんなことを尋たずねる。青嵐はあっけらかんと笑い、

「いいよ別に、誰だれも気にしてないし。朱遊がきみたちに言わなかったのは、単純に言う必要がなかったからだね。家族のことを尋たずねれば教えてくれたはずだよ。自分は孤児で、寺に引き取られて育てられたってね」

「……そのことは、遠咲先輩の中で処理できている、ってことですか？」

　声をひそめて衡が尋ねると──青嵐は、わずかに目を細めた。

「恐らくね。あの子は頭がいいから、きっと自分が特別だとは考えていないと思うよ。誰だってそれぞれの事情を抱えて生きているのだし、それは自分も同じ。なら、その事情を嘆なげくのは時間の無む駄だだ──っていうふうに考えているんじゃないかな」

　ボクの推測だけどね、と付け加えて青嵐は笑う。子供の頃から遠咲先輩の隣となりにいつづけたという青嵐の言葉には、かなりの説得力があった。白山さんはなにかを考え込むようにうつむき、衡は「そういう考え方は実に遠咲先輩らしいな」ということを考えていた。

　そのとき。

「……あ、あんた！」

　不意に、後ろからそんな声がかけられた。青せい嵐らんは振り向き、

「おや。十と叶がのうさん、きみも参加してたのか」

　アカシャのおかげで災さい難なんにあったクラスメイト・十叶智とも恵えが、拳こぶしを握にぎりしめてテーブルの脇わきに立ちつくしていた。

「さ、さっきはよくも、あたしに──あんなこと、してくれたわね！」

「え？」

　青嵐は瞬まばたきをして、衡こうのほうを見た。ボクがなにかしたっけ、という表情だ。十叶のファーストキスを奪ったという事実は、彼女の頭からは消えているらしい。日常的にキスをしている青嵐では無理もないのかもしれないが。

「とっ、とぼけんじゃないわよ！　さっきあんた、いきなりあたしに、き、きっ──」

「ああ、あれか。いや、あれは仕方がなかったんだよ。不可抗力というかなんというか」

「ふっ、不可抗力ですって!?　あんたそんな理由で、あたしの、──を奪ったの!?」

　十叶の顔が真まっ赤かに染まったが、それは怒りとは別の感情によるものらしい。吊つり上がったまなじりも紅こう潮ちようした頰ほおも、強気に歪ゆがんではいるが、それはその奥にあるものを隠そうとしてのことだろう。

　十叶は手を伸ばして、青嵐の手首をぐっと摑つかんだ。青嵐は驚おどろいたように瞬きをし、十叶は顔を赤くしたままそれを引っ張る。

「悪いと思ってるなら──ちょっと、付き合いなさいよ。なんか奢おごってもらわないと気が済まない！」

「や、奢るのは構わないけど、今はちょっと──」

　十叶の鉄てつ壁ぺきの表情に、ヒビが入った。それを見て衡は慌あわて、

「いや！　──少しくらいなら構わないんじゃないですかね？　白しろ山やまさんは、おれが見ているから大丈夫ですよ」

　そんなことを口走ってしまったのは、彼女の『初めて』を奪ってしまったという罪悪感に駆かられてのことか。十叶にはいろいろひどい目に遭あわされもしたが、それでも彼女が女の子であるということに違いはない。

「そうかい？　──まあ、平ひら沢さわくんがそう言うのなら」

　十叶に引っ張られるまま、青嵐は『ヨルガク』のざわめきの中に歩き出していく。

「ね、ねぇ。メルアドと番号、教えてよ」

「番号──ああ、携けい帯たいの？　悪いね、ボクは持ってないんだよ」

「…………なによ、そんな噓うそつかなくてもいいじゃない。今時携帯持ってない奴やつなんて、いるはずないでしょ。教えたくないなら、正直に──」

「本当に持ってないんだって。そうだ、家の電話なら教えられるけど、それでもいいかな」

「家の──？　ま、まあ、それで我慢してあげてもいいわっ」

　そんな会話が聞こえてきても、衡こうは少しもほほえましい気分にはなれなかった。もちろん嫉しつ妬としているわけではない。二人ふたりの背中をじっと見つめていた白しろ山やまさんが、無む邪じや気きにこんな質問をしてきた。

「ね、衡くん。──十と叶がのうさんって、青せい嵐らんさんが女の子だってこと、知ってるのかな？」

　衡は目を伏せ首を振り、胸に満ちる十叶への同情を、吐き出すようにつぶやいた。

「……知っていたらなんの問題もなかったんだよ、白山さん」




　　　　◆




　午後八時。

　しんと静まり返った夜の図と書しよ館かんに、来客があった。

　アカシャは遠とお咲さき先せん輩ぱいの呼吸を盗んでいったのだが、問題なのは外見や能力をコピーされることではなかった。いや、もちろんそれもかなり重大な事態なのだが、それより厄やつ介かいなのは──遠咲先輩の『記き憶おく』までをも所有してしまった、ということだ。

　遠咲先輩の持つ『情報網もう』は、その大部分がネットに依存する。交渉の切きり札ふだである『キ』号ファイルをはじめ、監かん視しカメラの映像や証拠となる音声ファイル、市内全域に点在する『協力者』への連絡方法など、『情報網』の大おお本もとを支える情報の数々は、ネット世界のあちこちに分散され保管されているのだ。

　当然、そこに入れるのは管理者権限を持っている遠咲先輩だけ──だった。アカシャは、その遠咲先輩とまったく同じ権限を持ってしまったのだ。

　遠咲先輩が伊い織おりに命じたのは、それらの権限を変更することだ。つまり、ＩＤやパスワードをまったく変えてしまって、遠咲アカシャからアクセスする方法を奪ってしまうこと。

　秘密主義の遠咲先輩のことだ。本来なら自分ひとりですべて行いたかったのだろうが、いつ遠咲アカシャに情報を悪用されるかわからない以上、サルベージに割さける人手は多いほどいい。そんなわけで──『図書館部』の中で、唯一情報技術に詳しい伊織だけが、図書館に残ることになったのだ。

　変更しなくてはいけない管理者権限は、実に七十二箇所にも及ぶ。どういう量だよ、とげんなりして突っ込みを入れられていたのは最初のうちだけで、今はどんよりとした眼まな差ざしで黙もく々もくと作業を続けていた。なんだか今日きようは、とにかく疲れた。さっさと作業を終わらせて一眠りしたい。

　そんなとき──宮みや代しろ葉は月づきが、図書館に現れたのだ。

「──宮代？　なんでおまえがこんなとこにいるんだ？」

　ディスプレイから目を上げて、そう言った伊織の声には、あからさまな警けい戒かい感かんが滲にじんでいた。いるはずのない人物がこの場所にいる、ということは、今の伊織にとっては十分に疑ぎ心しん暗あん鬼きの材料になり得る。

　眉まゆをひそめた伊い織おりに、宮みや代しろはむっとした表情になる。つかつかと近づいて、びしりと指を伊織に突きつけ、

「なんでってこたないでしょ。あんたがいつまでたっても来ないっていうから、平ひら沢さわに頼まれて呼びに来てあげたのよ」

「……話がよく見えないんだが」

「メール。見てないの？」

　言われて伊織はポケットから携けい帯たいを取り出し、確かく認にんした。背後では遠とお咲さき先せん輩ぱいが、不断の勢いでキータッチを続けている。宮代への挨あい拶さつはおろか、目もくれてやらないのはそれだけ余裕がないからか。

　衡こうからのメールには、今日きようは『夜間学園交流会』の日であること、都合がいいのでそれに便乗したこと、「九時には給きゆう湯とう室しつが使えなくなるから、早く来ないとシャワーが使えなくなるぞ」という旨むねが記されていた。

　作業に集中するあまり、メール確認を怠おこたっていた。これを報しらせるために、宮代はわざわざここまで来てくれたのだ。そこまで思い至って、ようやく伊織の表情が晴れた。

「──ああ、そうか、そりゃ悪かったな、宮代」

「まったくよ。なんであたしが、あんたなんかの送り迎えをしなくちゃならないんだか」

　つん、と顎あごを上げて、宮代は突き放すようにそう言った。彼女のこういう態度はいつものことだから、別に腹も立たない。思えば宮代葉は月づきとは中学時代からの知り合いだが、なぜか伊織にだけはつんけんした態度を取っているような気がする。

「で、どうすんの？　早くしないとお風ふ呂ろに入らないまま明日あしたの授業に出ることになるけど」

　それは勘かん弁べん願ねがいたい。が、

「だそうですけど、どうします？　遠咲先輩」

「そんな時間はないわ」

　即答が戻ってきた。やっぱりな、と思いながら伊織は目元を揉もみ、宮代は素っ気ない遠咲先輩の態度に少なからず気分を害したようだ。きゅっと眉まゆを立てて遠咲先輩のことを見るが、遠咲先輩はまるで気にせずに作業を続けている。

「……ふうん。ま、あっちの人は好きにさせてあげれば。行きましょ、桐きりヶが谷や」

「いや、まあ──そうするわけにいかないんだな、これが」

「？　どういうこと？」

「あの人をひとりにするわけにゃいかないんだよ」

　詳しい事情は省はぶいて、伊織は簡かん潔けつにそう説明した。『合い言葉』があるとはいえ、遠咲先輩から目を離はなしたら、どちらがアカシャか本物か、見分けがつかなくなる危険がある。

　しかし──宮代は、なにやら別の意味でその言葉を捉とらえたらしい。

「…………ひとりにするわけにはいかない、って。な、なによ。ずいぶん仲が良いのね」

　宮みや代しろは茶ちや化かすようにそう言ったが、その声はなぜか震ふるえていた。ぎこちない笑えみがその口の端に上り、ぽん、と伊い織おりの背中を叩たたく。

「あ、もしかしてあれ？　桐きりヶが谷や、あの人と付き合ってんの？　だ、だからこんなところに二人ふたりっきりでいたのかな？　そりゃ悪いことしたわね、お、おじゃましちゃって──」

　自分が、遠とお咲さき先せん輩ぱいと。そんな想像をして、伊織は背筋に寒気が走るのを感じた。遠咲先輩の恋人は、極度のマゾヒストにしか務まらないに違いない。

「そんなんじゃねえよ。……しかしまあ、確たしかにおれも風ふ呂ろには入りたいんだが……」

　伊織が動くためにはまず遠咲先輩を動かさなくてはならない。が、サルベージが終わらない以上遠咲先輩がここから動くはずがない。そして、サルベージは明日あしたの朝日が昇るまでには絶対に終わらない。

　不可能命題である。それをクリアするためには、アカシャに『情報網もう』を盗まれるリスクを冒おかしてでも遠咲先輩が得たいと思うメリットを見つけなくてはならないのだが、そんなものがそうそうあるはずが──

「あ」

　あった。

「宮代。白しろ山やまさんは、もう風呂に入ったのか？」

「は？　白山さん──、ううん、あの子はまだだと思うけど。あたしと一いつ緒しよに入るって言ってたから。……つか、あんたそんなこと聞いてなにする気よ。覗のぞき？」

「アホか！　そんな犯罪行為するわけねえだろ！」

　遠咲先輩じゃあるまいし、と心の中で付け加える。伊織の意見を肯定するように──後ろからは、キータッチの音が聞こえなくなっていた。

　振り向く。遠咲先輩は停止している。１００年後の地球環かん境きようをシミュレートせよと命じられた巨大演算装置のように、自らの前に広がるいくつもの選せん択たくと危険と利益をじっくりと秤てんびんにかけている。

　伊織はそこにただ一言、こう加えるだけでよかった。

「どうします、遠咲先輩？　白山さんが一緒にシャワーを浴びるそうですけど」

「行くわ」

　またしても即答で、朱しゆ遊ゆの行動は迅じん速そくを極きわめた。ぱたんとパソコンを閉じて各種ケーブルを引き抜いて、鞄かばんの中にしまい込んで立ち上がり伊織のことを冷ややかな目で見る。

「なにをしているの？　あなたも早く支し度たくしなさい」

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみには、これ以上ないほどに真剣な色が浮かんでいる。つくづくこの人は変態だと思う。まあ、それを利用した自分の言えた義理でもないが。

「……ふうん。やっぱりその人も行くんだ。そっか」

　歩き出した遠とお咲さき先せん輩ぱいの背中を見つめて、宮みや代しろがそんなことを言った。その顔に浮かぶのは、不満に似た色合い。伊い織おりには聞こえないほど小さな声で、彼女はつぶやく。

「…………せっかく、二人ふたりきりになれると思ったのに」

　ん、と伊織は宮代を振り返り、

「なんだ？　今なにか言ったか、宮代？」

　宮代は唇をとがらせて、そっぽを向いてこう答えた。

「なんでもないわよ。ばか」




　　　　◆




　最後の一枚からするりと足を抜くと、白しろ山やまさんの一いつ糸しまとわぬ姿が露あらわになった。

　恥ずかしげに胸元を押さえて、そっと視し線せんを落としてしまったのは、遠とお咲さき朱しゆ遊ゆがそんな白山さんのことをじっと見つめているからだ。その目は監かん視しカメラのように冷静に、白山さんの裸体を自らの記き憶おく媒ばい体たいに焼き付けているようだった。

「～～～～～っ」

　耐えられなくなったように唇を嚙かんで、白山さんは素す早ばやくバスタオルに手を伸ばし、それで自らの白肌を隠そうとした。だがその手は宮代によって止められてしまった。

「ちょっと、だめだよ白山さん。上がったときに身体からだ拭ふけなくなっちゃうよ」

「で、でも──」
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「そうよ。女の子同士なんだから、恥ずかしがることはないでしょう？」

　耳元でそっと囁ささやかれて、白山さんの首筋に鳥肌が立った。間違ったことは言っていないのだが、朱遊が口にすると犯罪の香りがする。

「さ、先に行ってますっ」

　犯罪者からは少しでも距きよ離りを取りたいのか、白山さんはお尻しりを向けてぺたぺたと足音を鳴らしてシャワー室へと入っていった。朱遊は目を細めながらそれを追おうとして、やはり宮代に止められる。

「あ、先輩。眼鏡めがね取らないと」

「なに言ってるの？　眼鏡を取ったらなにも見えないでしょう」

「え、いや、でも、どのみち曇くもって見えなくなるんじゃ──」

「…………！」

　朱遊は、大きく目を見開いた。まったく予期していなかったアクシデントに遭そう遇ぐうしたときのように。彼女の冷静な思考回路はショート寸前まで回転し、ようやくひとつの解決策を絞り出した。それは、

「………………あなた、コンタクト持ってない？」

「わたし目悪くないですから。それじゃ、お先に失礼します」

　ぺこりと頭を下げ、宮みや代しろは白しろ山やまさんを追ってシャワー室へと入っていった。朱しゆ遊ゆが呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいると、不意に背中をぺちんと叩たたかれた。青せい嵐らんだ。

「ほら、さっさと入るよ、朱遊。きみも往おう生じよう際ぎわが悪いね」

　呆あきれたようにそう言って、青嵐は朱遊の手を引いたままシャワー室の扉とびらを引き開けた。湯気が立ちこめて、あっという間にレンズが曇くもる。彼女が憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべたのは、あとにも先にもこれが初めてだっただろう。

「へえ。結構広いんだね」

　室内に、青嵐の声が響ひびいた。浴よく槽そうこそないものの、シャワーと洗い場がずらりと並んでいて、数十人は一いつ斉せいに入ることができそうだ。教きよう王おう護ご国こく学園は多数の生徒を抱え、運動部にも大勢の人数が属している。彼らが不自由しないようにとの配はい慮りよから、これだけの設備が整ととのっているのだろう。

　と、湯気の向こうから、楽しそうに弾む宮代の声が聞こえてきた。

「もー、なに恥ずかしがってるのよ白山さん！　ほら、こっち向いてよ」

「やや、やめてよう、宮代さん……」

「うわ、結構大きいんだね、白山さんって。それにこの肌……なによこのすべすべ具合は。なんだか悔しくなってきたわー」

「ひゃ!?　そ、そんなところつままないでっ!!」

「いーじゃない別に減るもんじゃなし。ほらほら、こことかすっごいよ」

　きゃあきゃあと響ひびく嬌きよう声せいに、青せい嵐らんは小さく笑った。隣となりを見て──ぎょっとする。

「どっ、どうしたんだ朱しゆ遊ゆ!?　ものすごい出血量だよ!?」

「……別に、どうもしないわ」

　鼻先を押さえた手の隙すき間まから、ぼとぼとと血が垂れて、朱遊の白い裸身を汚していた。いつの間にか眼鏡めがねを取り払い、真剣そのものの眼まな差ざしで、湯気の向こうで宮みや代しろに弄もてあそばれている白しろ山やまさんの姿を視認しようとしている。

　青嵐は頭を抱えた。もう勝手にしてくれ、とばかりに、仕切りの中に入ってシャワーの蛇じや口ぐちをひねる。熱あつい湯が足あし下もとを浸して、さらにもうもうと煙が立ちこめた。朱遊は顔をしかめて、さらに白山さんたちに近づこうとする。

「ほら、今度は向こう向いてよ白山さん。背中流してあげるから」

「いいよ、宮代さん。自分でできるから──」

「自分じゃやりづらいでしょ、こんなときには誰だれかにやってもらうものよ。あ、あとであたしの背中もお願ねがいね」

「……も、もう、仕方ないなあ……」

「そうそう、観かん念ねんして。──うーん、ねえ、白山さんってさ」

「なに？」

「お尻しり、すっごくきれいだよね」

「宮代さんっ!!」

　朱遊の唇が、喘あえぐように開閉した。見るものがいれば、わたしがやる、と言うように動いたのが見えたかもしれない。しかし青嵐は朱遊の挙動にまったく興きよう味みを失い、というより呆あきれ果ててついて行けなくなっただけだが、ともかくシャンプーの真っ最中だったのでまるっきり見ていなかった。

　だから青嵐は、朱遊が限界を迎えていることにも気づかなかった。

　どしゃり、という音はシャワーの音に紛まぎれて、青嵐の耳に届くことはなかった。ケガをした手を気にしていたのもよくなかった。癖くせのある髪の毛を洗い流し、熱あつい湯に引ひき締しまった身体からだを晒さらしながら、スポンジを泡立てようとしたところで──青嵐は、ようやく気づいた。

　足下の排水溝へ流れ込んでいく泡に、血が混じっている。

「…………、!?　朱遊!!」

　咄とつ嗟さに振り向いた青嵐は、前のめりに倒れている朱遊を発見した。白い背中を晒したまま、長々と伸ばされたその手には、ボディソープを染み込ませたスポンジを手にしている。そこまでして白山さんの背中を流したかったのか。

「……きみって奴やつは……」

　深々と息を吐いてそう言って、青せい嵐らんは朱しゆ遊ゆの脇わきの下に手を入れて、彼女を看かん病びようするためにシャワー室の外へと向かったのだった。




「──というようなことが、向こうでは起きているに違いない」

「おまえ馬ば鹿かじゃないのか」

　伊い織おりが長々と自分の妄想を語り終えるのを待ってから、衡こうは一言でそう処理した。

　身体からだの泡を流し終えて、蛇じや口ぐちをひねってシャワーを止める。隣となりの仕切りを見ると、伊織はシャワーの下に座り込んだまま、目を閉じて流れるお湯に打たれるがままになっていた。そういうことは旅行先の温泉でやれ、と思う。

「いや、そうだな、すまん。疲れてるんだ。おまえと別れてからこっち、ずっとサルベージ作業を続けていたからな……」

　そう言って、伊織は深々と息を吐いた。湯に濡ぬれた顔をごしごしとこする。そんな彼の姿に、衡は少し同情した。ああやっているのも、伊織なりに少しでも疲れを取ろうとしているからなのだろう。

「それで、おまえはどう思う？　さっきの話」

「ん？　……ああ、アカシャの目的が、白しろ山やまさんの鞄かばんって話か」

　伊織が左右に首をひねると、こきこきという音がシャワー室に響ひびき渡った。たくましい両腕を思い切り伸ばして身体をほぐしながら、伊織は頷うなずく。

「なくはない、と思うぜ。そう考えるなら、アカシャの今までの行動がいくつか説明づけられるからな。まあ、断定するのはまだ早いだろうが」

「もしそうだとしたら──アカシャが次に企たくらんでいるのは、どんなことかな」

　両手を頭の後ろで組んで、じっとシャワーに打たれながら、伊織は目を閉じて考え込んでいる。桐きりヶが谷や伊織は、強きよう靭じんな肉体と共ともに迅じん速そくな思考回路も持っている。衡では思いつかないことも、彼ならなにかわかるかもしれない。

「そうだな……アカシャの目的が、白山さんの呼吸を盗むことだと仮定してみよう。それならやっぱり、白山さんが信頼している相手の姿になるのが、一番だよな」

　衡は腕を組み、考え込んでから、答えた。

「そうすると──九衛クノエの姿を盗もうとしているのか？　でも、それってかなり難むずかしいんじゃないか？　守ツ憑キ霊ダマがどれくらい強いのかくらい、阿ア頼ラ耶ヤ識シキのアカシャはよく知っているはずだ。そんな危険を冒おかそうとするかな」

「……おまえってさ」

　シャワーに打たれたまま、伊織は濡れた髪を左右に振った。その口元には、かすかな笑えみが浮かんでいる。

「ときどき鋭するどいけど、ときどきとんでもなく鈍にぶいよな。それともあれか、他お人れの口からわざわざ言ってほしいのか？　そうしないと安心できないのか？　鬱うつ陶とうしい！」

　突然言いがかりをつけられて、衡こうはむっとして伊い織おりのことを見た。

「な、なんだよいきなり。なに言ってるんだ？」

「……その反応じゃ、本当にわかってなさそうだな。いいか、白しろ山やまさんが一番信頼しているのはな、────」

　なにかを言いかけた形のまま、伊織の唇はぴたりと停止した。その視し線せんは一方向、シャワー室の出入り口をじっと見つめている。なんだろう、と思い、衡もそちらに目を向けた。

　遠とお咲さき先せん輩ぱいがいた。

　裸だった。

　室内に、シャワーがタイル張りの床ゆかを打つ音だけが響ひびいている。

「な」

　衡が口にすることができたのは、その一単語のみだった。

　もうもうたる湯気の向こうに、遠咲先輩の生まれたままの姿がある。眼鏡めがねは外はずして、口元は妖よう艶えんに微笑ほほえみ、肉感的な太ふと股ももは目映まばゆいほどに白い。なにひとつ隠そうともしないまま、遠咲先輩は足を踏み出した。ゆっくりとこちらに近づいてくる。

　飛とび退すさるようにあとずさりをして、衡はようやく叫び声をあげた。

「な、なっ、────なんて格好をしてるんですか!?」

「あら」

　と、遠咲先輩は、微笑んだまま腕を組んだ。遠咲先輩は着やせをするタイプなのだということを、衡はより鮮せん明めいに理解した。

「シャワーを浴びるときに服を着る人がいるのかしら。──それよりね、平ひら沢さわくん。あなたに少し、大事なお話があるのだけれど──」

　遠咲先輩の、白い柔やわ肌はだが近づいてくる。衡の脳みそがぐるぐると回りはじめた。一いつ糸しまとわぬ女性が迫ってくるという事態は、彼の冷静な判断力を奪うには十分すぎる破は壊かい力りよくを有していた。いつの間にか目の前にまで迫っていた紅あかい唇が、さらに深い笑えみを形作り──

　違和感。

　遠咲先輩は、こんなふうに笑ったりは、絶対にしない。

「馬ば鹿か、逃げろ衡！　アカシャだ！」

　伊織のほうが衡よりも一いつ瞬しゆん早くそのことに気づいていた。その長い腕を伸ばして、衡の呼吸を奪おうとしていた遠咲先輩──アカシャの首根っこを、がしりと摑つかむ。アカシャから笑みが消え、その目が細くなり、そして彼女は深々と息を吐いた。

『解除』。

「うわっ！」

　湯気に加えて霧きりまでもが室内に立ちこめ、一寸先さえ見えなくなってしまう。ぎくりと身をすくませた衡こうの目の前に──乱らん暴ぼうに塗ぬり潰つぶされた黒い瞳ひとみが現れた。

「『迷D妄iアaムbネlジoアs』の、名に於おいて」

　絹きぬ色いろの髪を振り乱しながら、『デフォルト』に戻ったアカシャは美しい旋せん律りつを詠うたい上げる。

「生まれ始まる祝いの日より、潰ついえて終わる呪のろいの砌みぎり、汝なんじを包むは氷雨ひさめなり。迷え迷えよ動けぬままに、惑まどえ惑えよひとつの道に、何方いずかた向かえどその行き先に、久く遠おんに籠こめるは迷めい妄もうの霧」

　アカシャの顔が近づいてくる。やばい。盗まれる──！

　思わず目を閉じた瞬しゆん間かん、衡は何者かに突き飛ばされた。

　なにがなんだかわからなかった。もうもうと満ちた白い闇やみの中で、なにかが争っている気け配はいだけが伝わってくる。頭をしたたかにタイルに打ち付けたのもよくなかったかもしれない。ぐらぐらと揺れる視界が元に戻る頃ころには、霧きりはすっかり晴れていて、そして──

　目の前には、裸の伊い織おりが二人ふたりいた。

　どちらが偽にせ物ものなのか、迷う必要はなかった。片方の伊織が顔を歪ゆがめて、短く舌打ちをしたからだ。

「ああ、くそ、間違えたな。こっちを奪う予定はなかったのに」

「──────ッ！」

　もう片方の伊織が、ものも言わずに襲おそいかかった。獣けもののように引ひき締しまった身体からだが獣のように動き、まっすぐにアカシャへと襲いかかる。だが、アカシャが盗んだのは伊織の姿だけではなかった。かすかな笑えみを刻みながら軽く後退し、突き出された拳こぶしを摑つかんで思い切り引っ張った。

「ハッ、おれにしては迂う闊かつだな！　そんな攻こう撃げきをまともに喰くらうと思うのか？」

　能力が同じであれば、争いの結果を左右するのは精神状態だ。伊織は鉄てつ壁ぺきの肉体と高速の思考回路を持っているが、意外と繊せん細さいな心の持ち主でもあるのだ。自分のコピーを目の前にして動揺できずにいられるのは、遠とお咲さき先せん輩ぱいくらいのものだろう。

　ともかく──アカシャは伊織を投げ飛ばすと、身を翻ひるがえして逃げ出した。

「あ、くそ、待てこの野郎、──いってえ！」

　動揺が過ぎたらしい。伊織は走り出そうとして、足あし下もとが濡ぬれたタイル床ゆかであることを失念していた。滑すべって転んだ彼を飛び越して、衡こうがアカシャを追いかけはじめた。

　シャワー室から出て脱衣場へ出る。衡もアカシャも腰元のタオルしか身につけてはいないが、少なくとも阿ア頼ラ耶ヤ識シキは自らの裸を見られることに抵抗は持っていなかったらしい。高らかに笑いながら、伊織のたくましい肉体が外へと飛び出ていくのが見えた。さすがに衡にはそんな勇気はない。身体は拭ふかずに服を身につけ──それから、その下に隠してあった『俱く利り伽か羅らの双そう翼よく』を取り出して、腰元に挟んだ。

　脱衣場から廊下に出たときには、すでにアカシャの姿はどこにもなかった。が、居場所は簡かん単たんに見つけることができた。というのも、

「わ、うわ、なんだおまえ!?　なんで裸なんだ!?」

「いや、浮かれすぎだろそれは……さすがに引くわ……」

　という、悲鳴のような呆あきれのような声が、先々から聞こえてきたからだ。衡こうはそれを追うだけでよかったが、内心では伊い織おりの社会的名誉に対して黙もく禱とうを捧ささげていた。




　　　　◆




　追跡は、特別教室棟の四階で終わりを告げた。

　廊下には煌こう々こうと明かりが灯ともっている。しかし人ひと影かげはない。『ヨルガク』に使われているのは一階だけだから、アカシャが二階より上に逃げてくれたのは幸いだった。あの格好のまま一階を走り回られたら──不名誉だけでは済まない事態が、伊織の身に降りかかったかもしれない。

　アカシャは、逃げるのをやめたようだった。腰元をタオル一枚で隠したまま、にやにやと笑いながら立ち止まり、こちらをじっと見つめている。友人の姿をしているとはいえ、その姿は不気味で、衡は思わず口を開いていた。

「──おまえ、なんなんだよ。なにが目的だ？」

　くく、と喉のどを鳴らして笑い──アカシャは、こちらに近づいてきた。

「おれの目的は、もうわかってるだろ、衡。さっきおまえが話したとおりさ」

「……白しろ山やまさんの、鞄かばんか？」

　アカシャは笑ったまま、答えない。衡は顔をしかめ、

「意外だな。阿お頼ま耶え識らには、そういう欲はないものだと思ってた。自分勝手で好き勝手だけど、人間みたいに欲じゃ動かないって思ってたんだが」

　そう言って、腰元から『俱く利り伽か羅らの双そう翼よく』を抜き放った。扱えるとはいえ、扱い方などほとんど知らない。果たしてどれだけ役立たせることができるだろうか。

　衡の言葉に、アカシャは大げさに肩をすくめた。心外そうに首を振り、

「おいおい、勘かん違ちがいするなよ。別におれは鞄が欲しいわけじゃない。そりゃま、鞄と『持ち主』の呼吸があれば、今以上に多くのニンゲンを『霧きり』に引きずり込むことができるだろうがな。ニンゲンを引っかき回すのは楽しいし、それがおれが『外』に出た理由でもあるんだが──今回ばかりは、それはオマケさ。目的は別のところにある」

「……別のところ？」

　初めて、アカシャの口元から笑えみが消えた。真剣な眼まな差ざしを衡に向けながら、アカシャはぽつりと声を落とした。

「白山さんのためさ。あの子を、鞄から解放してあげるんだ」

　混乱しそうになる。口く調ちようも、態度も、衡が知っている伊織そのままだからだ。あれがアカシャということはわかりきっているのに、ともすれば友人に対する情が湧わきそうになる。

　だが、それよりも衡こうを揺さぶっていたのは──

「どういうことだ？　鞄かばんから、解放する、というのは」

「ああ、やれやれだ。おまえはなにもわかってないんだな、衡。鞄がどんなものなのか。それをニンゲンが持つというのがどういうことなのか。ちっともわかっていない」

　ぎっ、と衡の歯が鳴った。確たしかに、鞄がどういうものなのか、衡が完かん璧ぺきに理解しているとは言いい難がたい。だが、

「……なんでそんなことをおまえに言われなくちゃいけないんだ。おまえは理解しているというのか？」

「おまえよりはな、衡。だっておまえは知らないだろ？　鞄がどれだけ人を苦しめるか、どれだけ人を狂わせるか、一回だって見てはいない。話は聞いているかもしれないけど、見るのと聞くのじゃ大違いだからな」

　衡の喉のどが、詰まった。

　白しろ山やまさんの黒い鞄は、人を狂わせる。その言葉が、衡の胸に刺さっていた。伊い織おりの姿をしたアカシャは、憐あわれみ深い表情を浮かべたまま、また一歩衡に近づいた。

「おれは知ってるぜ。おまえよりはな。白山さんがどれほど苦しんでいるか。あの子が家族に裏切られた話は知っているか？　それまで優やさしかった叔お父じが、鞄の秘密を知った途と端たんに豹ひよう変へんした話とか──」

「やめろ！」

　大声を上げて、衡はアカシャの言葉を封じた。

　白山さんが、鞄のせいで人に裏切られたということは衡も知っている。だが、その詳しよう細さいは知らない。それは知るべきではないと思っているからだ。白山さんが衡にそれを知ってほしいと願ねがったときを除いては。

　その反応に、アカシャは好意を覚えたらしい。からりと乾いた笑い声を立てて、アカシャは衡の目の前にまで来ていた。

「そうだよな、おまえはそういう奴やつだ。──最初の予定とは違ったが、この状況は結構いいものなのかもしれないな。なあ、衡。おれと手を組まないか？」

「な、なに？」

「おれに協力してくれよ。白山さんから、鞄を取り上げるんだ。黒い鞄があの子の手にある限り、あの子は常に人に裏切られつづける。誰も人を信じることができないんだ。そんなもの、あの子には必要ないと──むしろ、あの子の重荷でしかないと思わないか？」

　衡は──

　すぐに答えることは、できなかった。

　しばらくしてから、ようやくかすれた声でつぶやいた。

「……おまえ、おまえは、噓うそをついている。そんな奴の言うことを、誰だれが聞くか」

「噓うそ？　どこが噓だって言うんだ」

「おまえが白しろ山やまさんのことを知ってるはずがない。今日きようの昼間まで鞄かばんの『持ち主』がここにいることさえ知らなかったくせに、白山さんの叔お父じさんの話なんて、知っているはず──」

「おいおい、勘かん違ちがいするなよ。叔父の話はそっちの白山さんの話じゃない」

「……そっちの？」

　腰をかがめて、アカシャは衡こうの顔を覗のぞき込んだ。見知った伊い織おりの瞳ひとみが、このときばかりは別人の色を映している。中身が違えば、瞳の色までもが変わってしまうらしい。

「おれが言ってるのは、白山奈な由ゆ花かのほうさ。前代の鞄の『持ち主』。娘と同じように、鞄に悩まされ、苦しめられ、裏切られて、最後は『囊界ノーガ』の最深層に消えてしまった哀れな女性のことだ」

「──────」

「奈由花には恩がある。おれを『外』に出してくれたのは彼女だからな。だから、娘にまで同じ目に遭あってほしくないんだよ。おまえだって嫌いやだろ？　白山さんが──白山閑しず花かが、すべてに絶望して鞄の中に消えてしまうなんてさ」

　不覚にも、衡は頷うなずいてしまった。無む意い識しきだけに、それは本心から出た行動だっただろう。そんなことは、絶対に許すわけにはいかない。白山さんがそんな目に遭うなんて、なにがあっても阻そ止ししなくてはならない。

　衡が頷いたのを見て、アカシャは嬉うれしそうに微笑ほほえみ、

「なら、おれに協力してくれよ。白山さんを助けるために」

　そう言って、大きな手のひらを、衡へと差し出してきた。

　それを見つめながら、衡は自分が霧きりの中にいることを自覚していた。

　真っ白な霧の中。自分の目的地はわかっている。だが、それがどちらにあるのか、右にあるのか左にあるのか、前にあるのかそれとも真後ろにあるのか、それがわからない。目の前の手を握ればいいのか、それとも他ほかにすべきことがあるのか──

　ふと。

　衡は、自分の手元に視し線せんを落とした。

『俱く利り伽か羅らの双そう翼よく』が、そこにはある。

　沈ちん黙もくしたまま、衡はぎゅっと目を閉じた。その一いつ瞬しゆんで考えをまとめ、そして、

　目の前のアカシャに向かって、『俱く利り伽か羅らの双そう翼よく』を思い切り叩たたきつけた。

　衡が想像していた以上の効果が発揮された。廊下という限られた空間の中で、竜の吐と息いきのようなすさまじい烈風が暴あばれ回り、伊い織おりの巨体を軽々と吹き飛ばしたのだ。一瞬にして十メートル近くも吹き飛ばされて、やっとのことでバランスを取り戻し、壁かべにしがみつく。

　そうしながら、アカシャは怒ど声せいを響ひびかせた。

「なぜだ、衡！　白山さんが大事じゃないのか!?」

　歯を嚙かみしめて、衡こうはその言葉に耐えた。迷いの霧きりはまだ晴れていない。自分が踏み出した方向が正しいのか、その確かく信しんはない。だが。

「……だめだな、アカシャ。おまえの言葉には従えない。おまえの考えには、ひとつだけ。大きな穴がある」

「なに──？」

「おまえの言うとおりにしたら──白しろ山やまさんは、九衛クノエと離はなれ離ばなれになってしまう。九衛は、白山さんがただひとり信頼できる相手なんだ。そんな九衛を、白山さんから取り上げることなんて、絶対にできない」

　アカシャの顔が怒りに歪ゆがんだ。演技とはとても思えない、本物の感情の発はつ露ろ。こき、と首の骨を鳴らして、アカシャは牙きばを剝むくように、

「守ツ憑キ霊ダマだと……？　あんな鞄かばんの奴ど隷れいが、いったいなんだっていうんだ。あいつはただの鎖くさりだ。白山さんを鞄に縛しばりつける亡ぼう霊れいでしかない。そんな奴やつと白山さんを秤はかりにかけて、どっちが重いかなんて明白だろうが！」

　二つの扇の形をした『俱く利り伽か羅らの双そう翼よく』を、それぞれ両手に持って構える。相手は阿ア頼ラ耶ヤ識シキ。伊い織おりの姿を取り、伊織の身体能力を持っている。果たして自分がどこまで太た刀ち打うちできるかわからないが、少なくとも『霧』は薄うすくなっていた。

　九衛は、白山さんの大切な家族だ。

　その九衛をあしざまに言う相手が、本当に白山さんのことを考えているとは思えない。

　胸に溜たまった澱おりを拭ぬぐい去るように、衡は深々と息を吐いた。

「──おれには、守ツ憑キ霊ダマがなんなのか、鞄がどういうものなのか、よくはわからない。わかる必要もない。おれはただ、九衛と白山さんのすることに、全力で手を貸すだけだ。そしてあの子たちは、おまえに鞄に戻って欲しいと望んでいる」

「ふん、そうかい。交渉決裂だな。それなら最初の計画どおりにするだけだ」

　再び、アカシャの顔に笑えみが復活した。先ほどのような親愛の笑みではなく──獣けものが牙きばを剝むくような、凶悪な笑い顔だった。

　腰を低く構えて、飛びかかる態勢。ほぼ全裸・筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの男に飛びかかられるのは勘かん弁べん願ねがいたい。衡も『俱く利り伽か羅らの双そう翼よく』を用意して──そこで、アカシャはぽつりと言った。

「……おまえと喧けん嘩かするのは、これで二度目だな、衡」

　一いつ瞬しゆん。

　その言葉に、衡の動きが止まったのは、過去を思い出したからではない。かつて自分が喧嘩したのは桐きりヶが谷や伊織であり、アカシャなどという人の姿を借りることしかできない薄うす汚ぎたい阿ア頼ラ耶ヤ識シキではないという怒りが胸に満ちたからだ。

　だが、どちらにしろアカシャの作戦は成功した。一瞬の動揺を突いて、まっすぐに突っ込んでくる。予想以上の速度に、しかし衡は慌あわてなかった。及ばないとはいえ、自らも後ろに飛び下がりながら、両手に握った『双そう翼よく』をアカシャめがけて横よこ薙なぎに薙いだ。

　引き裂かれる痛みに、大気が鋭するどい悲鳴をあげた。すさまじいまでの風の奔ほん流りゆうは空気の断層を生み、そこに鋭く流れ込んだ風がたまたま近くにあったものを切り裂いた。すなわち、アカシャの右みぎ頰ほおを。

「──っ！」

　まずい、と思う。アカシャを傷つければ、オリジナルである伊い織おりも傷ついてしまうのだ。

　迂う闊かつなことはできないという思いが、再び衡こうの身体からだを縛しばり──

　アカシャの指が衡の首に届くには、その一いつ瞬しゆんで十分だった。

「ぐぁっ──！」

「ハ、詰めが甘いな、衡。──いや、甘いのはその性格か。これが守ツ憑キ霊ダマだったら、おれのことなんて構わずにズタズタに切り裂いていただろうな」

『双そう翼よく』を振ろうとして、手首を強く握られた。思わず取り落としてしまう。『九絶門Val'DOR's Gate』の武器がなければ、衡が伊織に腕力で勝てる道どう理りはどこにもない。

　アカシャに片手で吊つり上げられながら、衡は苦しそうに喘あえぎ、言葉を漏らした。

「──ど、どこまで、本気だったんだ、ア、アカシャ？」

「ん？」

「おま、──おまえ、本当に、白しろ山やまさんを、助けようと、している、のか？」

　指の力が、少しだけ緩ゆるんだ。アカシャは目を細め──それから、はっきりと頷うなずいた。

「鞄かばんが欲しかったのは本当だ。あれと、『持ち主』の手があれば、これから楽しくなる。同時に、奈な由ゆ花かの娘に幸せになってほしいというのも本当さ。いいか、衡。鞄はな、ニンゲンの手には余るものなんだよ」

「………………ッ！」

「さて、それじゃそろそろ、いただくぜ」

　すう、と息を吸い込んで、アカシャは朗ろう々ろうとした声で、

「『迷D妄iアaムbネlジoアs』の名に於おいて──」

　その『領域宣言ミコトノリ』だけは、聞きき慣なれた伊い織おりのものではなかった。アカシャ本来の、割れた次元の奥底から響ひびいてくる風音のような声だ。それなのにその声は、音楽のような美しさも同時に有していた。

「かはっ──」

　苦しみのあまり呼吸が漏れ、アカシャはそれを盗み出した。彼女が吸い込んだのと同時に、今まで見てきたのとまったく同じ手順で、伊織の身体を構成していた色がすべて粉々に砕くだけ散る。霧きりが廊下に満ちたのは、ほんの一瞬だけのことだ。それが消えてなくなったときにはもう、アカシャの姿も手品のように、どこにも見ることはできなくなっていた。

　膝ひざから崩れ、床ゆかに手をついて、衡は激はげしく咳せき込んだ。涙に滲にじんだ視界の中に、黒いものが映り込む。

『俱く利り伽か羅らの双そう翼よく』。

　あれほど、九衛クノエに「頼む」と言われていたのに。自分は、なにもできなかった。

　その悔しさに駆かられて、衡こうは自らの拳こぶしを床に叩たたきつけた。痛かった。痛みには慣れているから、悔しさは少しも紛まぎれない。ただ荒く息をついていることしかできなかった。

「──衡！　大丈夫か!?」

　その言葉に、反射的に視し線せんが跳はね上がる。アカシャ──ではない。あれは、本物の伊い織おりだ。頰ほおに走った傷は、自分がつけてしまったものだ。不可抗力とはいえ、それも衡の心を苛さいなむには十分な事実だった。大急ぎで来たのだろう、上半身裸にズボンといういでたちだ。

　伊織は衡に駆け寄り、その背中に手を当てた。憂うれうように眉まゆを寄せて、背中をさすってくれる。ありがとう、という言葉は、咳せきに紛れて消えてしまった。

「悪い、伊織、アカシャを、逃がしてしまった──ごほっ！」

「んなことより、怪け我がはないだろうな？　なにかおかしなことされなかったか」

「……呼吸を、盗まれた。今アカシャは、おれの姿をしているはずだ」

　伊織は絶句して、天を仰あおいだ。それでもずっとそうしてはいなかった。携けい帯たい電話でどこかへ連絡しようとする。恐らくは遠とお咲さき先せん輩ぱいだろうが、いくらコール音が鳴なり響ひびいても、彼女が出る気け配はいはなかった。

「ちっ、こんなときになにしてるんだ、あの人は……！」

「いいよ、伊織。もう落ち着いた。ありがとう」

　大きく息を吸い込んで、吐き出す。悔しさはまだ晴れていないが、自分を憐あわれまなければならないほど情けない心境からは、どうにか脱することができた。衡は立ち上がり、ふらついて伊織の腕に寄りかかった。そうしながら、口を開く。

「白しろ山やまさんたちが一階にいるだろうから、なにが起きたのかを説明しよう。新しい『合い言葉』も考えなければいけないし」

「ああ、そうするか」

　そう言って、寄り添いながら歩き出そうとして──伊織の足が、ぴたりと止まった。

「宮みや代しろ。なにしてんだ、そんなことで？」

　確たしかに。少し離はなれた廊下の先で、宮代が彫像のように立ちつくしている。その顔が青ざめているのを見て、嫌いやな予感が衡に走った。もしかしたら宮代は、先ほどのアカシャを見ていたのかもしれない。あんな怪異を目にすれば驚おどろくのは当たり前だ。まさかそこから白山さんの黒い鞄かばんには行き着かないだろうが、ごまかさなければならないかもしれない──

　衡の心配は、杞き憂ゆうに終わった。というよりも、より重大な、別の心配をしなくてはならなくなったのだ。

　しゃっくりをするような声で、宮代は言う。

「あ、あのっ、ごめんなさい、あたし、見るつもりなんてなくて、ただそのちょっと、偶ぐう然ぜん、たまたま見ちゃっただけだから──」

「……宮みや代しろ？」

「ごめん、ごめんね、あんたたちとは結構長い付き合いだけどさ、そんなこと全然思ってなかったから。その──あんたたちが、そうだったなんて」

　沈ちん黙もく。

　ごくりと唾つばを飲み込んで、衡こうは恐る恐る尋たずねる。

「み、宮代？　おまえ、どこから見てた？」

　宮代の顔が、茹ゆでられたように赤くなった。その瞳ひとみは、こころなしか潤うるんでいるようでもある。目をそらして壁かべを見つめながら、宮代は言いにくそうに、

「……裸の桐きりヶが谷やが、平ひら沢さわにキスしてるところ……ほ、本当に、ごめんなさい。誰だれにも言わないから、安心して良いから、その、──お、お幸せにっ」
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　小さく叫ぶと、身を翻ひるがえして逃げ去ってしまった。

「おっ、おい宮代ちょっと待て！　あれは違うんだって、頼む、待ってくれ──！」

　衡の制止もむなしく、宮代の足が止まることはなかった。廊下の角を曲がっていなくなってしまった彼女の背中を、呆ぼう然ぜんと見送っていた伊い織おりが、ぽつりと、

「……なに、なんだ？　まったく話が見えないんだが」

　口中の苦にがみに耐えながら、衡こうは宮みや代しろが勘かん違ちがいをしていること──裸の伊い織おりの姿を借りたアカシャが、衡の呼吸を盗んでいるところを目もく撃げきして、それをまったく別の意味に捉とらえてしまったのだということを説明した。

　伊織は、呆ぼう然ぜんとしたままだった。ぱちぱちと瞬まばたきをしながら、ただ独り言のようにこうつぶやいた。

「…………なんか、おれだけものすごく酷ひどい目に遭あってる気がするんだが…………」
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　翌日の朝。

『ヨルガク』で起きた一連の騒そう動どうなど、クラスの大部分にとっては関係のない話である。アカシャも鞄かばんも、それを知らない生徒たちにとっては、見も知らない別の星の話に過ぎない。

　それでも騒動があったことは事実であり、ことに特別教室棟においてそれを目にしていた『ヨルガク』の参加者たちも、このクラスには存在していた。衡こうと伊い織おりと白しろ山やまさんはもちろんであるし、宮みや代しろと十と叶がのうも参加者であるし、他ほかにも何人かいたらしい。

　不幸中の幸いと言っていいのかどうか、アカシャと衡の立ち回りを目もく撃げきしたものはいなかった。だが、幸いを差し引いても、まだ不幸は色いろ濃こく残っていた。つまり──桐きりヶが谷や伊織が、ほぼ全裸で特別教室棟内を走り回っていたという事実は。

　結果。

　伊織が教室に入った途と端たん、教室のざわめきがぴたりと止やむという事態が起きた。

「……………………おはよう」

　顔を引きつらせて、伊織は絞り出すようにそう言った。衡の隣となりで、なぜか沈んだ表情をしてた川かわ崎さき宗しゆうが、ぎこちない声で「お、おはよう」と挨あい拶さつを返している。彼は、衡と伊織の共通の友人でもある。その宗にも、教室内に満ちる伊織の噂うわさはしっかり感かん染せんしているようだ。

　ひそひそひそひそひそひそひそ。

　囁ささやき声ごえのあいだをすり抜ける伊織の表情は、針山を登る人のそれに似ていた。自分の席にどかりと腰を下ろして、頭を抱える。

「…………最悪だ…………どうしておれだけがこんな目に…………！」

　おれだけが、とは言うものの、衡もきっちり風評被害を受けているのである。その証拠に、伊織の落ち込みようを見た宗が、衡にこんなことを尋たずねてきた。

「ね、ねえ、衡。本当なの？　伊織が全裸できみに求愛していたっていうのは」

「………………」

　衡は答えず、冷たい目で宮代のことを見た。宮代もちょうど自分のほうを見ていて、目が合った途端に慌あわてて視し線せんを背そむけてしまった。宮代の周りにいる数人の女子生徒が、伊織のことをチラ見しながら熱ねつ心しんになにかを話し合っている。その顔がものすごく嬉うれしそうなのは気のせいだろうか。

「……伊織もおれも、普通に女の子が好きだよ」

「そ、そう。──まあ、あれだよ。たとえ仮にそうだとしても、ぼくは理解のあるほうだから、大丈夫だよ？」

　牽けん制せい球きゆうを投げるような宗の口ぶりに、衡はすべての希望を投げ捨てた。今はなにを言っても無む駄だだ。柳に風と受け流していれば、このくだらない噂もそのうち消えてなくなるだろう。多た分ぶん。

　もっとも、そんなクラスの浮ついた雰囲気に、流されていない生徒もひとりだけいた。

　言わずもがな、白しろ山やまさんだ。

「……アカシャのこと、知られちゃったのかな。衡こうくん」

　宗しゆうとの会話を聞いていたのか、彼が去ってから白山さんがそんなことを話しかけてきた。心配そうだが、無む垢くでもある表情。流されないながらも、雰囲気は敏感に読み取っているのだろうが、詳しい噂うわさまでは聞かされていないのだ。

　衡も、まさか自分と伊い織おりのあいだに同性愛疑ぎ惑わくが浮上しているなどと教えるわけにはいかなかった。やや引きつった表情で首を振り、

「白山さんが心配するようなことじゃないよ。とりあえず、他ほかの人たちには秘密は漏れていないと思う」

「そう？　よかった──、あ、でも、衡くんの呼吸は、盗まれちゃったんだよね……」

　昨晩は、あれ以上アカシャが襲しゆう撃げきを仕掛けてくることはなかった。衡はひと通りの経けい緯いを、青せい嵐らんと白山さんに説明し、そのまま別れてしまったのだ。ちなみに肝かん心じんの遠とお咲さき先せん輩ぱいは──失血による絶対安静のため、話を伝えることはできなかった。なにがあったのかは詳しく聞いてないが、どうせ気力をごっそり削られるだろうから別に聞きたくもない。

　ともあれ、まずは白山さんの心配を取り除かなくてはならないだろう。衡は強しいて笑えみを浮かべ、彼女のことを励まそうとした。

「アカシャがなにを考えているのかわからないけど、おれでよかったと思うよ。伊織や遠咲先輩よりは、おれのほうが明らかに劣ってるからね。──自分で言うのもなんだけど」

「──そんなことないっ。衡くんは立派だよ！」

　ほとんど反射的に、白山さんはそんなことを口走っていた。

　あまりの剣けん幕まくに、衡は驚おどろいたように白山さんを見る。白山さんは目をそらさずに、小鼻を膨ふくらませて衡のことをじっと見つめていた。

「い、いや、立派とかはともかく、ほら。おれが相手だったら簡かん単たんに捕まえられるだろ？　だから、まあ、そんなに心配することは、ないと思うんだけど」

　唇をとがらせて、瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせ、白山さんに似つかわしくない挑戦的な表情で、彼女はまだ納得していないようだった。鼻息も荒く、なおも抗言しようとするが、やがてふと思いついたように口を噤つぐんでしまった。視し線せんが流れる。まず右。そして左。

　最後に下のほうに目を伏せて、白山さんはぽつりと、

「……そ、そういえばさ。──誰だれが、元に戻せばいいのかな？」

「え？」

　聞き返すと、白山さんの頰ほおがじんわりと赤くなった。

「やっ、だ、だから──アカシャは、衡くんの姿を盗んだのでしょう？　もし首しゆ尾びよく捕まえることができたとしたら、そのときは、その、誰が衡くんに、──っ、も、元に戻せばいいのかなって、そう思って」

　元に戻す。つまり、まあ、早い話がアカシャにキスをするのは誰だれかという話だ。偽にせ物ものの唇になど興きよう味みはなかったが、やはりそれは、

「青せい嵐らんさんじゃないかな。あの人、そういうのにはまったく頓とん着ちやくしてなさそうだったから」

　今までの経けい験けんを踏まえて、そう言っただけなのに。

　なぜか白しろ山やまさんの表情からふっと色が失われた。

「青嵐さんと？」

　なぜだろう。白山さんのその声が、なぜかひどく恐ろしく衡こうの耳に響ひびいたのは。

　今まで白山さんと話していて、「かわいい」とか「おもしろい」とか「大丈夫だろうか」と思ったことはあっても、「怖い」と思ったことは一度もなかった。ということは、今が初めてということになる。

　白山さんの顔からは感情が抜け落ちていて、そのくせ瞳ひとみだけはじっと衡の顔を覗のぞき込んでいる。仮面のようである。その下にどんな表情が潜ひそんでいるのか、想像するのも躊躇ためらわれた。

「ど、どうしたの？　白山さん」

「…………別に、どうもしない」

　ふい、と顔を背そむけて、白山さんは独ひとり言ごとのようにつぶやいた。

「ふうん。そっか。衡くんは、青嵐さんになら、その、──さっ、されてもいいんだね。ふうん、だ」

　される。というのは、文脈からして、

「それ、キスのこと？　いや、だってされるのはおれじゃないしさ、」

　ばっと白山さんは振り返った。その顔に浮かぶのは、信じられない、という表情。

「たっ、たとえ自分じゃなくても、自分に似てる人が好きでもない人に、──されるんだよ!?　いやじゃないの!?」

「……いや、別に」

　白山さんは数秒間、目を瞬しばたたかせて衡のことを見つめていた。それは衡が『判官ナカノツカサ』さえ知らないと知ったときの九衛クノエの表情によく似ていて、まさか彼女がこんな顔をするとは思っていなかったから、彼は思わず怯ひるんでしまった。

　ふん、と憤いきどおるように鼻を鳴らして、白山さんは今度こそそっぽを向いてしまった。衡は困り果てたが、なにしろなぜ怒っているのかわからないわけだから、どういう言葉をかければいいのかもわからない。なんだか、こんなすれ違いばかりしているような気がする。

　困こん惑わくしながら、白山さんの後ろ頭を眺めるうちに──ふと、昨日きのうの記き憶おくが蘇よみがえってきた。

　アカシャと交わした、会話のこと。

　アカシャは、黒い鞄かばんは人の手には余るものだと言った。内側に世界を隠し、外側に無限の富を生むあの鞄は、白山さんにとっては重荷でしかないと。

　白山さん本人は、果たしてどう思っているのだろうか。

　聞きたいとは思う。だが、今はそれどころではないらしい。ちらちらと衡こうに視し線せんをよこして、何事かを必死に考えていた白しろ山やまさんは、思い立ったようにばっと振り向いた。

「──こ、衡くん、なら、これはどう？」

「……どれ？」

「あのね、仮に──仮に、だよ。わたしが呼吸を盗まれちゃったら？　それで、わたしのことを元に戻さなくちゃいけないとしたら、その──誰だれが、っていうか、あの、そう。衡くん以外の人と、そう、しなくちゃいけないとしたら。衡くんは、どう、思う？」

　衡は瞬まばたきをして、白山さんが口にした光景を頭の中に思い浮かべてみた。白山さんが──もちろん白山さん本人ではないが、その似姿を取ったアカシャが、他ほかの誰か──例えば伊い織おりと唇を重ねている光景を。

　あれ。

　なんだろう。

　なんだか、すごく、嫌いやな気分になってきた。

「………………」

　じっと黙だまり込む衡のことを、白山さんはある種の期待を持った表情で見つめていた。なにが正解なのかわからなかったから、衡は自分の気持ちを正直に伝えることにした。

「……それは、なんか、嫌だね。どうしてかはわからないけど、とにかく嫌だ」

「そうでしょ？　ほら、やっぱりわたしのほうが正しかった」

　ね？　と満面の笑えみで同意を求められれば、意味がよくわからなくても頷うなずくしかない。釈しやく然ぜんとしなかったが、まあ、白山さんは衡の答えに満足したようだ。それでいいか、と思ったそのときに、ちょうど朝のチャイムが鳴なり響ひびいた。




　　　　◆




　午後一時。

　教きよう王おう護ご国こく学園の土ど曜よう日びは、半日ですべての授業が終了する。週休二日制でないことに根強い批判の声はあるものの、それでも昼間友人に会えて午後からの遊びの相そう談だんができるということは、それほど悪いことではないと衡は思っている。

　もっとも──衡や伊織や白山さんが、図と書しよ館かんに集まったのは、遊びの相談をするためではなくアカシャの対策を話し合うためだったが。

『部室』に入ると、遠とお咲さき先せん輩ぱいが死んでいた。

「やあ、きみたち。ずいぶん早かったね」

　青せい嵐らんがにこやかに対応してくれるが、衡たちの視線は副部長席にぐったりと腰かけている遠咲先輩に釘くぎ付づけになっていた。遠咲先輩のこんなだらしない姿を見るのは初めてだった。よく見れば額ひたいには冷えピタを貼はっている。

「……あの……風か邪ぜ、引かれたんですか？　遠とお咲さき先せん輩ぱい」

　白しろ山やまさんがそう尋たずねると、遠咲先輩の死体が動いた。大たい儀ぎそうに目を動かしてこちらを見て、唇も動いたが声は聞こえない。その代わりのように、青せい嵐らんが説明してくれた。

「昨日きのうのことを必死に思い出そうとして、知ち恵え熱ねつを出したんだってさ」

「昨日のことって」

「まあ、白山さんと一いつ緒しよに入ったお風ふ呂ろのことだね。鼻血出しすぎて記き憶おくがトんでるんだってさ。まったく」

　放り投げるような青嵐の物言いに、白山さんの表情が強こわばるのが見えた。衡こうは哀れみさえ浮かんだ視し線せんで、遠咲先輩のことを見る。遠咲先輩は図と書しよ館かんに君くん臨りんする魔ま女じよであり、『キ』号ファイルをはじめとする数々の情報を制する魔人であり、学園内外の多くの人から恐れられているが──白山さんが関かかわると、途と端たんに頭が悪くなるらしい。

　遠咲先輩の復旧作業には、しばらくかかりそうだ。

　待っているあいだ、衡はふと、昨日のことを青嵐に尋たずねてみた。

「あの、青嵐さん」

「ん？」

「──えっと──あのあと、十と叶がのうとどうしたんですか？」

　アカシャの襲しゆう撃げきがあったため、それを聞くのをすっかり忘れていた。一応、青嵐は常じよう識しき人じんのたぐいに入るようだから、そんなにおかしなことはしていないと思うが──

　と、彼女は首をかしげて、答えた。

「どうしたって。ホットドッグを食べて、ポップコーンを食べて、二人ふたりで軽音楽部のライブを見物した、かな。別にそんな変なことはしてないけど」

「……十叶に、なにか言われたりしませんでした？」

　自分と付き合ってとか。

「いや、特になにも。──ああ、携けい帯たい電話の番号とメールアドレスを教えてもらった。あと、ボクが携帯を買ったらまっさきに知らせるようにだってさ。なんか腕に抱きついたりしてきたし、ずいぶん人なつっこい子だよね」

　あはは、と笑う青嵐は、事態をまるで理解していないように見えた。ちなみに今日きようも彼女は男子の制服を着込んでいた。そもそもその格好が、十叶の人生を狂わせた根本原因であるのだが、それを指摘する気力はこのときの衡には存在しなかった。

「……ところで、衡」

　人生に絶望しきっていたはずの伊い織おりが、唐とう突とつにそんな声を出したから、衡は驚おどろいて彼のことを振り返った。その表情は疲れきっていたが、それでもその瞳ひとみには知性の光が戻っていた。遠咲先輩とは違って。

　自分に目を向けた衡こうを見て、彼の口元に笑えみが浮かぶ。伊い織おりらしい笑みだ。ふざけているのか真剣なのか、よくわからない。そのまま彼は口を開き、




「──おまえ、本当に本物か？」




　そう、尋たずねてきた。

　白しろ山やまさんが、凍りついたように動かなくなった。

　青せい嵐らんと伊織の視し線せんに、衡はあらためて実感する。

　そうだ。彼らにとって自分は今、本物なのかどうかわからない状態なのだ。

『ヨルガク』において、アカシャの襲しゆう撃げきを受けた直後、伊織と合流した時点では、衡は確かく実じつに衡だった。しかし、それ以降では時間が経たつごとにその確度は低くなっていく。できる限りひとりきりにならないよう、アカシャと混同されないように気をつけてきたつもりだが、それでも絶対に確実ということはない。

　だからこそ──昨日きのう、アカシャの襲撃があったと白山さんたちに知らせたときに、自分たちは『合い言葉』を決めておいたのだ。昨日の『アリア・アーリントン』と同じ、『図と書しよ館かん部ぶ』の仲間にのみ通じる言葉を。

　なによりも自らの証明のために、衡は伊織に答えた。

「『ヴィヴィとメア』。──これでいいか、伊織」

　定められた合い言葉は、衡が初めて目にした阿ア頼ラ耶ヤ識シキの名前だ。遠とお咲さき先せん輩ぱいの言葉どおり、合い言葉は定められてさえいれば、なんでもいい。伊織は頷うなずき、

「結構だ。──まあ、確定じゃねえけどな。疑えばきりがないし、本当に本物かどうかはおまえにしかわからない。とりあえず、暫ざん定てい本人ということで」

「そりゃどうも」

　苦笑しながら、衡はそう応じる。伊織の態度は冷たいわけではなくて、単に現実的なだけだ。彼の性格はよく知っているから、腹も立たない。

　ふと、青嵐が思い出したように、

「あ、でも、アカシャかどうか確たしかめる方法はあったよね。昨日の十と叶がのうさんみたいに、呼吸を吸い出してみれば本物かどうかわかるんじゃ──」

「だめです」

　即座に返したのは白山さんだ。じっと青嵐のことを見つめている。まさか白山さんに反対されるとは思わなかったのか、さすがの青嵐も狼ろう狽ばいし、

「────、え、なんで？　そ、そうすれば、少なくとも今の平ひら沢さわくんが本物かどうかわかると思うんだけど、」

「だめです」

　とりつく島もないとはこのことだ。青せい嵐らんは戸と惑まどいと共ともに尋たずねる。

「……り、理由を聞かせてもらっていいかな」

　白しろ山やまさんが衡こうのことを見た。いつもと変わらない清せい楚そな表情なのに、その視し線せんがとてつもなく恐ろしいもののように感じられたのはなぜだろう。言葉をなくした衡に代わって、伊い織おりが訳わけ知り顔でうんうんと頷うなずき、

「まあ、だめなら仕方ないですよね、遠とお咲さき先せん輩ぱい」

「そうね。それは仕方ないわ。青嵐、他ほかの方法を考えましょうか」

「あ、朱しゆ遊ゆ。もういいのかい？」

「……ええ。結局、思い出せなかったわ」

　眼鏡めがねの奥から、どこか遠くを見つめながら、遠咲先輩はそうつぶやいた。白山さんと一いつ緒しよにシャワーを浴びるということは、彼女にとってそこまで重大事だったのだろうか。

「まあ、過ぎたことを言っても仕方がないわね。また別の機会もあるでしょうし、今は諦あきらめるとして──平ひら沢さわくん。今までの経けい緯いを説明してちょうだい。昨晩から今までにかけての記き憶おくが曖あい昧まいで、状況をしっかり把は握あくしていないの」

「はあ……」

　いまいち釈しやく然ぜんとしないが、『図と書しよ館かん部ぶ』の頭脳である遠咲先輩に状況がわからなければ、まともな行動方針すら立てられない。衡は順を追って、アカシャがシャワー室に入ってきたところから、衡の姿を奪って逃げ去ったところまでを説明した。

　ひと通り聞き終えた遠咲先輩は、ぽつりと疑問を口にする。

「どうしてアカシャは、あなたの姿を奪っていったのかしら。知ち識しきや情報処理ならわたしのほうが上だし、運動能力なら桐きりヶが谷やくんが上なのに」

「それは──」

　知らず知らず、視線が白山さんに流れてしまった。白山さんはきょとんとして、衡のことを見返してくる。衡は目を細め、白山さんから視線を外はずして、遠咲先輩に説明する。

「──鞄かばんを、狙ねらっているのだと言っていました。白山さんの鞄が、アカシャの目的なんです。だから、白山さんに近づくために、おれの姿が必要だったんでしょう」

　遠咲先輩は、一秒だけ考えてから、鋭するどく尋ねてきた。

「アカシャがそう言っていたの？」

　正しよう念ねん場ばだ。衡は反応を起こさない。ゆっくりと口を開き、

「ええ。本人の口から聞きました。あいつは、白山さんの姿を奪って、鞄の力を利用することが目的だって。青嵐さんの予想は、当たっていたんですよ」

　そう、噓うそをついた。

　正せい確かくには、噓うそではないが真実でもない。それは確たしかに、アカシャが語った一面の真実だったが、その裏側にあるものを、衡はあえて口にしなかった。

　アカシャが白しろ山やまさんの母親である白山奈な由ゆ花かさんに恩おん義ぎを感じていて、それゆえに白山さんと鞄かばんを引ひき離はなそうとしている、ということを。

　言っても仕方のないことだからだし、白山さんと母親のあいだにどういう事情が広がっているのかわからない以上、下へ手たに口を出せば白山さんを傷つけてしまうからでもあった。

　アカシャは、白山奈由花は『囊界』に消えたと言っていた。それが事実であるとしたら、白山さんにとっては触れて欲しくない過去であるに違いない。母親がどこかへ消えてしまったなど、ほじくり返されたいと思う人間はいない。

　だから衡は、それを黙だまっておくことにしたのだ。いつか、彼女が話してくれるまで、白山さんの過去については触れないでおこうという、今までぼんやりと考えたことを、実行したまでだった。

　しかし。

　遠とお咲さき先せん輩ぱいは、それを見み逃のがしてくれなかった。

「……変ね」

　衡こうの心しん臓ぞうがぎくっと鳴った。遠咲先輩は冷えピタをぺりぺりと剝はがし、部へ屋やの隅すみのゴミ箱に丸めて放り投げた。見事に命中。

「わたしの考えでは──アカシャは、大胆だけれどずる賢がしこい性格のはずよ。そんな彼女が、なんのために平ひら沢さわくんに自分の目的をべらべらと話したのかしらね。青せい嵐らんがそういう予測を立てていたということは、桐きりヶが谷やくんの記き憶おくを調しらべればわかったでしょうけど、わざわざそれを肯定してあげる義理なんて、アカシャにはないはずなのに」

　それは恐らく、衡の協力を得るためだろう。自らの事情を話して、白山さんへの同情心を搔かき立てて、白山さんに近づくためのパイプを確かく保ほしようとしたのだ。が、もちろんそんなことは口にしない。言えばアカシャの真意まで聞き出されてしまう。

　きしり、と椅い子すに背中を預けて、遠咲先輩は顎あごに手を当てた。その瞳ひとみには、いつもの怜れい悧りにして理知的な光が戻っていた。

「自分の目的を、わざわざ話したということは──カモフラージュ？　でも、他ほかに目的があるとも思えない。どういうことかしらね」

　独り言のようにつぶやいて、衡の目を覗のぞき込んでくる。衡は唾つばを吞のみ込んだ。非人間的なほどに冷たく美しい遠咲先輩の瞳は、人の心をガラス張りにさせる作用を持っている。

　と、伊い織おりが感心したように、

「いや、先輩、そこまで考えてたんですねえ。お見それしました。さっきまであんなにグロッキーだったのに」

「失礼ね。わたしが白山さんの胸の大きさやお尻しりの張り具合や太ももの触さわり心ごこ地ちや、白い背中に純白の濡ぬれた髪が艶なまめかしく張りついているところとか──」

　そこまで言って、遠咲先輩はぎゅっと目を閉じた。なにかを思い出そうとするかのように。それからまた目を開いて、自らの無実を訴えかけるような真しん摯しな眼まな差ざしで、

「──そんなことばかり考えていたと思うの？　見み損そこなわないでちょうだい」

　誰だれもそこまで言ってません。

「……どうしよう。友達やめたくなってきた」

　青せい嵐らんがぽつりとそうつぶやき、白しろ山やまさんが真まっ青さおな顔で、服の上からでも隠すように、自分の身体からだをぎゅっと抱きしめた。九衛クノエがここにいなくてよかった、と思う。今の発言を聞いていたら、彼女は一も二もなく遠とお咲さき先せん輩ぱいのことを天敵と認にん識しきしていただろう。

「まあ、ともかく」

　唯ゆい我が独どく尊そんの遠咲先輩でも、さすがに今の空気はよくないと悟ったらしい。咳せき払ばらいをひとつしてから、再び真ま面じ目めな口く調ちようで、

「念には念を入れておきましょう。今この瞬しゆん間かんから、平ひら沢さわくんが白山さんに近づくことを禁止します」

「えっ！　──そ、それは、やり過ぎなんじゃないでしょうか」

　と反対したのは、衡こうではなかった。白山さん当人だ。

　遠咲先輩は目を細めて、小鼻を膨ふくらませて立ち上がった白山さんのことを見た。必死に威い嚇かくする子猫を見るような、慈いつくしみに満ちた瞳ひとみ。

「あら、白山さん、あなたが言ったんじゃない。彼が本物かどうか、確かく認にんはしちゃいけないって。それなら、なるべく安全策を取る必要があるわ。平沢くんが白山さんに近づきさえしなければ、アカシャはどうやったってあなたの呼吸は盗めないんだし」

　遠咲先輩は相手の弱みを的てき確かくに突いてくる。確たしかに、確認はだめと青嵐に言ったのは白山さんだ。反はん論ろんする言葉を探すように言いよどむ白山さんに、遠咲先輩は「それとも」と続けた。そっと自らの唇に指を添え、

「今からでも遅くないから、確認しましょうか？　このわたしが直じき々じきに」

　白山さんの表情が、ナイフを突きつけられた人のそれに変化した。両拳こぶしをぶんぶんと振って、必死になって食ってかかる。

「だっ、だめです!!　それだけはだめっ!!」

「なら仕方ないわね。平沢くんは白山さんと隔かく離り。５メートル以内に近づくのを禁じます。あなたもそれでいいわね、平沢くん」

　間かん髪はつ入いれずにそう言いくるめられるのを見て、衡は少しため息をついた。手を伸ばして、自分の鞄かばんを引き寄せて──そこから、『俱く利り伽か羅らの双そう翼よく』を取り出す。

「先輩。アカシャが白山さんを狙ねらっているのなら、今からでも九衛を出しておいたほうがいいですよね？」

　白山さんがぎょっとして衡のことを見た。威嚇する子猫から、捨てられるのではないかと怯おびえる子犬の態度に変わる。

「……こ、衡こうくん？」

「白しろ山やまさん、残念だけと遠とお咲さき先せん輩ぱいの言うとおりだよ。アカシャが鞄かばんに戻るまでは、おれの傍そばに近寄らないほうがいい」

「──────」

　白山さんは、言葉をなくして、じっと衡のことを見つめた。

　その視し線せんを受けるのは辛つらかった。本ほん音ねを言えば、衡だって白山さんから離はなれたくなどない。彼女の傍で手助けをしてあげたい。だが、自分が傍にいることが白山さんに危険を及ぼすのだとしたら、他ほかに方法がないではないか。

『俱く利り伽か羅らの双そう翼よく』を、机の上に置きながら、衡は伏し目がちに、

「これ、ここに置いておくから、九衛クノエに返しておいてくれ。えと、それじゃ──」

「資料室にでも行くか、衡。あそこならここから近いし、白山さんとも離れていられるぜ」

　感情のあまり混じらない声で、伊い織おりがそう言ってくれた。こういうとき、彼がいてくれると心強い。衡は曖あい昧まいに頷うなずいて、伊織と共ともに『部室』をあとにした。

　白山さんの目を見返すことは──最後まで、できなかった。
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　足の小指を、書しよ架かの角にぶつけた。

　思わずうずくまった衡の頭に、その衝しよう撃げきで図ず鑑かんが落ちてきた。

「……よかったな、衡」

　異なる二箇所の激げき痛つうに悶もん絶ぜつしていると、伊織がぽつりとそんなことを言う。なにがよいものか。毎日の『呪のろい』には、慣なれてはいるがあってよかったと思うことなど一度もない。

「いや、遠咲先輩に『確かく認にん』されなくて、だよ。そんなことされてたら、ただでさえぎくしゃくしてるおまえと白山さんの仲が、修復不可能になっていたところだ」

　衡は思わず、伊織のことを振り返った。

　かび臭い資料室の中で、伊織は所しよ在ざいなさげに机の上に腰かけている。あそこは──かつて、白山さんがその身を鞄の中に突っ込んでいた机だということを、衡は唐とう突とつに思い出した。自分が、初めて鞄の秘密を目撃したときのことを。

　うずくまって痛みに耐えていた衡は、顔を上げて尋たずねた。

「──おれと白山さん、ぎくしゃくしているように見えたか？」

　腕を組んだまま、伊織は首をかしげ、

「ぎくしゃくしてるってんじゃねえな。なんか、白山さんの行動が不自然なんだよ。前だったらやらなかったようなことを、やるようになった。おまえを『囊界ノーガ』に送り込んだり」

　昨日きのう、衡が抱いたのと同じ感想だった。衡は身を乗り出し、

「やっぱりおまえもそう思うか？　白しろ山やまさん、なんでそんなことをしたんだと思う？」

　伊い織おりは首をかしげて考え込み、ぽつりと、

「……おまえがなんかしたんじゃねえのか？」

　衡こうは驚おどろき、首を振った。

「な、なにもしてないよ！」

「どうかな。自分じゃ覚えがなくても、なにかしら白山さんを傷つけるようなことをしたのかもしれない。特に白山さんは、いろいろと──難むずかしい子だからな」

「だ、だからって、なんでおれなんだよ」

　伊織は呆あきれたような顔をして、ため息をついた。

「……そういうところが、疑わしいんだよ。あのな、白山さんを傷つけることができる奴やつなんて、おまえしかいないだろうが？」

「どうして」

「どうしてって、おれや遠とお咲さき先せん輩ぱいは、おまえほど信頼はされていないからだ。白山さんが一番信じているのは恐らくおまえだぜ。だから『九絶門Val'DOR's Gate』を使えるんだろ」

「う……」

「それに」と、伊織の目がきらりと光った。「おれも遠咲先輩もあえて指摘してないけど──鞄かばんの秘密って、内側に世界があるってだけじゃないだろ？」

　衡が思わず身構えたのは、それが図ず星ぼしだからだった。鞄は、白山さんがそうと望めばこの世のありとあらゆる物質を外に持ち出してくれる。

　警けい戒かいした衡を見て、伊織は小さく笑い、

「いや、そんな顔すんな。詮せん索さくしようとしてるんじゃねえよ。ただ、おまえはおれたちが知らない白山さんの秘密を知っているはずだ。別に答えなくてもいいぜ。それこそが、おまえが白山さんにもっとも信頼されてる証拠だってことを言いたいんだ」

「…………」

「だから、白山さんになにか異常が起きたらおまえが原因である可能性が高いと。なにしろただひとり、おまえは信じられる『ニンゲン』なんだからな」

　そう言って、それきり伊織は手元の本に視し線せんを落とした。恐らく、衡の反応を見まいとしたのだろう。伊織は遠咲先輩と同じく、この世の「おもしろいこと」に興きよう味みを持っているが、親友の秘密に首を突っ込むほど無ぶ粋すいではない。

　その無言は有あり難がたかった。自分の行動を振り返るきっかけになったからだ。

　白山さんを傷つけるようなことを、なにかしただろうか。

　振り返ってみても、思い当たるようなことはなにもない。白山さんには、ずっと気を遣つかってきたと思う。彼女の秘密にも、必要以上に触れないようにした。意図せずに、以前の『持ち主』である白山さんの母親のことを触れてしまったことはあるが──それが、それほど彼女を傷つけてしまったのだろうか。

　ぐるぐると考えていた、ちょうどそのとき。

　衡こうはふと、部へ屋やの片かた隅すみに闇やみがわだかまっていることに気がついた。

「……なんだ？」

　思わず声に出て、伊い織おりも顔を上げる。衡と同じ場所を見て、瞬まばたきをした。ということは、やはりあれは自分の目の錯さつ覚かくではないらしい。

　部屋の片隅にある闇は、次第に小さくなっていき、やがてその収しゆう縮しゆくが止まった。小こ柄がらな女の子くらいの大きさになった闇が、ぱらりと解けて──

　中から、九衛クノエが現れた。

『國クニ隠カクシ』。『九絶門Val'DOR's Gate』の兵装のひとつで、使用者の『存在確かく率りつ』を変動させ、どこにでも自在に移動することができる『領域ナワバリ』だった。

　衡は息を吞のんだ。

「く、九衛!?　おまえ、こんなところにいていいのか？」

　阿ア頼ラ耶ヤ識シキが白しろ山やまさんを狙ねらっている。そう知らされて、九衛が白山さんの傍そばを離はなれるはずがないのだ。今度ばかりは、どれだけ衰弱しても消耗しても、阿ア頼ラ耶ヤ識シキを鞄かばんに叩たたき返すまでは、彼女は決して白山さんから離れまいと、そう思い込んでいたのに。

　が、九衛はきわめて不ふ愉ゆ快かいそうに、ぽつりと吐き捨てた。

「いいわけないだろ。すぐに帰る。だが、その前に──」

　つかつかと歩み寄ってくる。その姿は、昨日きのうのような教きよう王おう護ご国こく学園の女子制服ではなかった。彼女が慣なれ親しんでいる、漆しつ黒こくの民族衣い装しよう。

　それを揺らしながら、九衛は衡に近づいてきて、そして、

「ぶっ!?」

　思いっきり、平手打ちを衡の顔がん面めんに叩きつけた。

　普通、平手打ちと言ったら頰ほおを張るものだろうが、九衛はそんな生やさしいことはしなかった。鼻を叩き潰つぶすような強烈な一いち撃げきをお見み舞まいしたのだ。顔の中心に紅葉もみじを貼はりつけて、衡は再びうずくまる。涙の浮かんだ目でぎっと九衛を見上げ、

「な、なにすんだよいきなり！　せっかく今日きようの『呪のろい』は終わったと思ってたのに！」

「黙だまれ！　それはこっちの台詞せりふだ！　おまえ、いったいこんなところでなにをしてるんだ!?」

　その言葉に、衡は面めん食くらい、

「な、なにって──おまえこそ聞いてないのか？　今、アカシャはおれの姿をしていて、」

「そんなことは知ってる！　トオサキが、逐ちく一いち九衛に教えてくれた！」

　思いどおりにならなくて駄だ々だをこねる子供のように、九衛は床ゆかを何度も何度も踏みつけた。しかしその表情には、そんな幼稚なものではありえない、必死な色が浮かんでいる。

「離れていろ、と言われたのだろ？　トオサキなんかに、シロさまと離れろと言われて。それでおまえは、諾だく々だくとそれに従ったのだろうが。この、腰抜けが！」

「なっ」

「九衛クノエは──いいか、九衛はな、」

　そこで、彼女は小さく喘あえいだ。

　黒い瞳ひとみが潤うるんでいることに、衡こうは初めて気がついた。どうして彼女が、こんな激げき情じように囚とらわれているのかはわからない。衡と白しろ山やまさんが離はなれ離ばなれになることを、喜びこそすれ悔しがるようなことは、決してないだろうと思っていたのに。

　なぜ、九衛は裏切られたような顔をしているのだろう。

　大きく深呼吸をして、ぎゅっと目をつむり。

　下を向いて、九衛はぽつぽつと喋しやべりはじめる。

「…………九衛は……おまえを……信用、なんて、していない。けどな、けど、腹立たしいことに、シロさまはおまえを、──おまえを、信じているんだ。シロさまが。あの、シロさまが、だぞ。おまえに、──その意味が、わかるのか……？」

　先ほどとは打って変わった、弱々しい口く調ちよう。九衛はまた一歩衡に近づき、ゆっくりと腕を振り上げた。ぽかりと衡の胸を殴りつけたその拳こぶしは、やはり少しも痛くなかったが、衡のその奥にあるものは、今までにないほどの痛みを感じていた。

「それなのに、おまえは。シロさまに信頼されているはずのおまえは、トオサキなんかの言うことに従って、シロさまのお傍そばからのこのこと逃げ出したんだ」

　涙を落とすような九衛の言葉に、伊い織おりが口を挟んできた。いつもの彼からはほど遠い、真剣な眼まな差ざしと口調。

「衡は逃げ出したんじゃない。アカシャと混同されるのを防ぐために、一時的に離れただけじゃないか。アカシャが捕まれば、衡はまた白山さんの傍に戻る」

　九衛は、それを聞いて黙だまり込んだ。納得したわけでは、決してない。それは彼女の表情を見ればよくわかる。

　うつむくと、前髪がその表情を押し隠してしまった。そうしたまま、九衛はぽつりと言う。

「九衛がもし、なんの力もないニンゲンだったとしても。おまえの立場だったとしても。九衛は、絶対にシロさまのお傍から離れない。仮にそのせいで、シロさまが呼吸を奪われてしまったとしても──すぐに九衛が取り返してやる。それくらいのことは、言っていた」

「────」

　絶句した衡と伊織を見て、九衛は「ふん」と鼻を鳴らした。踵きびすを返し、肩にかけていた『國クニ隠カクシ』──存在確かく率りつを変動させる『九絶門Val'DOR's Gate』の兵装を、ばさりと広げる。

「おまえには、失望した。いや、そもそもなにも期待などしていなかったけどな。それでも、──失望したぞ、コウ。それが言いたかっただけだ」

　振り切るようにそう言って、九衛は『國クニ隠カクシ』で自らの身体からだを包み──

　次の瞬しゆん間かんには、もうどこにもいなくなってしまっていた。

「……おい、気にするなよ、衡こう。おまえは間違ったことはしていないからな」

　伊い織おりが衡の肩に手を置いて、そんなことを言った。しかし衡は答えない──答えられない。頭の中に九衛クノエの言葉がぐるぐると回っていて、衡の言語回路を塞ふさいでいた。

　今までの白しろ山やまさんの、不自然な言動の数々が、脳のう裏りに浮かんでは消えていった。

　人体には有害なはずの『囊界ノーガ』に衡を送ったことや、ことさらに言葉を励まして「阿ア頼ラ耶ヤ識シキからは衡くんが守ってくれる」と言ったことなど。普ふ段だんの彼女なら、決してやらなかったようなことをしたのは、なぜなのか。

　今の九衛の言葉で、衡はようやく理解できたのだ。

「…………」

　無言のまま、衡は立ち上がる。白山さんと話をしなくては、と思う。

「ど、どうした？　衡」

　伊織も慌あわてたように立ち上がった。衡は改めて、この親友のことを見た。大作りな顔に心配を浮かべて、じっと自分を見つめている。彼のことを騙だますのは気が引けたが、伊織は『白山さんに近づいてはならない』という遠とお咲さき先せん輩ぱいの命令を破ることはできないだろう。

　だから、衡は、短く言った。

「トイレだ。ついてきてくれ、伊織」
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　中までついてこようとする伊織のことを、衡は押しとどめた。

「そこまでしなくたっていいだろ、伊織。また変な疑いをかけられるぞ」

　伊織の繊せん細さいな心は、その言葉に傷ついたようだ。ぎっと顔を歪ゆがめて額ひたいに手を当て、恨うらめしげな眼まな差ざしで衡をにらむ。

「……やめろよそれ、マジで気にしてるんだからさ……つーかおれ、今後まともな学園生活を送れるんだろうな……」

　笑ってはいけないと思ったが、衡は思わず吹き出してしまった。しょげ返る親友の背中を、ばんばんと叩たたき、

「まあ、大丈夫だろ。今後しばらくは、他ほかの寮りよう生せいから距きよ離り取られると思うけど」

「傷つくわ、それ……。普通にからかってくる奴やつのほうがまだ対処のしようがあるんだがな。殴りゃいいから」

「おまえをからかおうとする勇気のある奴なんて、そうそういないさ。──ま、いいや。それじゃ行ってくる」

　そう言って、衡は図と書しよ館かんの男子トイレ、その個室へと足を踏み入れた。

　自分の計画は成功するだろうか。そんな考えが、ちらりと脳のう裏りによぎった。

　推測の上に立った、あまりにずさんな計画と言ってしまえばそれまでだ。本当にそのとおりになるかどうかの保証などどこにもなく、衡こうの頭の中だけにしか材料は存在しない。仮に遠とお咲さき先せん輩ぱいにこの計画を話したとしても、鼻で笑われるのがオチだろう。

　とはいえ、自分の頭では、せいぜいこれくらいを考え出すのが精一杯だ。アカシャがうまく引っかかってくれればいい。そうすれば──この事件は解決する。少なくとも、その方向に向かって動き出すことは間違いない。

　と──

　隣となりの個室から、なにかが動く気け配はいが伝わってきた。

　薄うす目めを開けて、そっと隣を見る。もちろんそこには壁かべがあるから、なにも見み出いだすことはできない。身じろぎのような気配も、今は感じることはできなかった。

　たっぷり十秒、頭の中で数えてから、衡は便座から立ち上がり、扉とびらに手をかけた。

　開かなかった。

「──────」

　小さく息を吸い込んで、吐き出す。ここからだ、と思う。これは自分のワガママでもあるが、この事態を解決するための賭かけでもあるのだ。それが成功するかどうかは、ここからの行動にかかっている。

「えい、このっ！」

　気合いの叫びと同時に、衡は目の前の扉を思い切り蹴けりつけた。鍵かぎはすでに外はずしてあるのに、ここが開かないということは、すなわち外側で何かのつっかえをされていると思われる。衡は伊い織おりではないし九衛クノエでもない。力にはそれほど自信がなかったが、そうやって蹴り続けていると──不意につっかえが取れて、扉が弾はじかれるように外に開いた。

　個室から走り出して、トイレを出る。閲えつ覧らんスペースに辿たどり着いた時点で、『部室』が見えた。窓の向こうには──壁かべ際ぎわに立ちつくす白しろ山やまさんたちの一団と、そして。

　伊織に伴われた、衡自身の姿があった。

「…………！」

　と、白山さんの隣にいた青せい嵐らんが、こちらを指差してなにかを叫んだ。自分の姿を発見したのだろう。九衛は顔を強こわばらせて『夜よる房ふさ』を自らの傍そばに引きつけ、遠咲先輩は相変わらずの無表情で、二人ふたりの衡をとっくりと観かん察さつしている。

　白山さんは──

　泣きそうな顔で、何度も瞬まばたきしながら、それぞれの顔を見比べていた。

　胸に湧わき上がるあらゆる感情を、押し殺して衡は歩いていく。『部室』の扉を開き、中に入る。もうひとりの衡が、身構えるのが目の端に映った。大したものだ、と思う、仮に逆の立場だったとしたら、自分も確かく実じつにああいう態度を取っただろうから。

「すぐに襲おそいかかってこないところを見ると」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくは、遠とお咲さき先せん輩ぱいによって破られた。彼女だけは平常通り、副部長席に腰かけて冷静な眼まな差ざしをこちらに向けている。

「あなたも自分が本物だと主張するつもりかしらね、ええと──平ひら沢さわＢくん」

「Ｂっていうのは、おれのことですか」

　自らを指差して尋たずねると、遠咲先輩は頷うなずいた。なるほど。これは確たしかに、いろいろと不安になる。自分とまったく同じ外見をしたものがいて、周りの人にそれを見分けることができないというのは、なんというか──非常にもどかしく、そして焦あせりを覚える。

　と、伊い織おりの隣となり、先にいたほうの衡こう──つまるところ、衡Ａが不服そうに口を開いた。

「へ、変なこと言わないでくださいよ、先輩！　おれが本物ですよ。伊織が証明してくれます。な、伊織？」

「え？　あ、ああ、まあ──」

　衡は短く息を吸い込んで、淡たん々たんとした口く調ちようで、

「トイレで入れ替わられたんです。恐らく個室で待ちかまえていたのでしょう。おれが個室に入った隙すきに、おれの扉とびらを閉めて、何食わぬ顔で出て行く。伊織はまさか中で入れ替わったなんてことは考えないから、『話したいことがある』とかなんとか言って、白しろ山やまさんのところまで行けばいい」

　伊織はしきりに目を瞬しばたたかせて、衡とアカシャを──彼から見れば、衡Ａと衡Ｂを見比べている。いつのまにすり替わったのか、まるでわからない、とでも言うように。

　そのとき、青せい嵐らんが鋭するどく言葉を発した。

「そうかい。それじゃ、『合い言葉』は？」

　衡は口を開こうとして──アカシャに、先制されてしまった。

「『ヴィヴィとメア』。……どうですか？　これが、証明になると思うんですけど」

　勝ち誇ったようなアカシャの言葉に、衡の心に一瞬だけ焦りが走る。伊織と青嵐の目があからさまな疑いを帯びて、本物の衡のことを見た。遠咲先輩は反応を見せず、白山さんはひたすら困ったような顔をしている。

　衡は、他ほかのものの視し線せんにはなにも答えなかった。ただ白山さんを見て、呼びかける。

「白山さん」

　びくりと身体からだを震ふるわせて、白山さんは硬直したようにその場に立ちつくしている。顔色は青く、伏し目がちに、それでもちらちらと衡の様よう子すを窺うかがっている。

　その前に、九衛クノエが立ちはだかった。手には『夜よる房ふさ』を構え、どちらが偽にせ物ものでも、それが分かった途と端たん瞬時に引き裂けるようにと警けい戒かいを怠おこたらない。──いやまあ、偽物を引き裂いたら本物まで引き裂かれてしまうのだから、衡としては手加減をしてほしいのだが。

『部室』の入り口に立ったまま──衡は、なおも言葉を重ねた。

「きみが選んでくれ。どちらが本物なのか、きみの目で判断してほしい」

「え？　──えっ、わ、わたし!?」

「うん。きみが選んでくれるのなら、おれはなんの文句も言わない。たとえ偽にせ物ものと言われても、甘んじて鞄かばんの中に戻ろう」

　白しろ山やまさんは口をぱくぱくとさせた。そのくせ、呼吸は止まっているかのように顔が赤くなっていく。こんな重荷を背負わされるには、白山さんの精神的要領キヤパシテイは狭すぎるのだ。

　もちろん、衡こうはそのことを、誰だれよりもよく知っていた。

　知っていたからこそ──白山さんに、選んでほしかったのだ。

　しかし、アカシャは別だった。眉まゆを逆さか立だてて、そう言った衡を非ひ難なんする。

「アカシャ、おまえがなにを企たくらんでいるのか知らないけどな。そんなことを白山さんにさせるんじゃない。おまえはまだ、白山さんにそんな重荷を背負わせたいのか!?」

「────」

　唾つばを飲み込んで、目を瞬しばたたかせて、白山さんはアカシャを──衡Ａのことを見つめる。それから、衡を──衡Ｂのことも、じっくりと見つめていた。

　その視し線せんを、正面から見返して、衡は口を開いた。

「重荷じゃない。おれは白山さんを信じている──いや、違うな。白山さんがおれのことを信じていると知っているんだ。さっき、九衛クノエに言われたとおりにな」

　九衛の表情に驚おどろきが走った。それは伊い織おりも同様だ。先ほどのやり取りを知っているのは、本物の衡でしかあり得ない。ならば衡Ｂが本物かとも言えるのだが、しかし衡Ａは知らないはずの『合い言葉』を口にした。どちらが本物か、また振り出しに戻ってしまった。

　しかし、そんなことは、もはやさして重要なことではなくなっていた。

　なぜならば、白山さんが一歩、足を前に踏み出したからだ。

「……白山さん？」

　遠とお咲さき先せん輩ぱいが声をあげる。九衛が慌あわてて腕を伸ばし、白山さんの袖そでを摑つかんだ。白山さんはゆっくりと振り返り、優やさしい笑えみを浮かべて、その手をそっと外はずした。

「し、シロさま、いけません。危険です！」

「……大丈夫だから。九衛」

　微笑ほほえんでそう言われれば、九衛が白山さんに抗あらがえるはずがない。すっぱいものを口の中に詰め込まれたような表情で、九衛は衡に近づいていく白山さんの背中を、じっと見つめていた。

　白山さんは、衡の目の前、手を伸ばせば触れられる距きよ離りまで来て、立ち止まった。上うわ目め遣づかいに衡のことを見る。遠咲先輩が立ち上がり、そんな白山さんに問うた。

「白山さん。なにをするつもりなの？」

「か、『確かく認にん』です。わ、わたし、わたしは──」

　息を吸い込み、衡のことを潤うるんだ瞳ひとみで見上げ、白山さんは告白するように、

「こっちの衡こうくんが、本物だと思いますから。だから、わ、わたしが、『確かく認にん』、します」

　その言葉に。

　衡は、不覚にも、感動に近いほどの喜びを覚えてしまった。

　小さく息を吸い込んで、衡は白しろ山やまさんに向き直る。自分の頰ほおが熱あつくなっていることに気づいていたが、それは白山さんも同じなので気にしないことにした。

「いいの？　白山さん」

　ふわふわな表情で、ぐるぐるに目を回しながら、それでも白山さんの唇に、笑えみに似た形が浮かんだ。

「…………今け朝さ、衡くん、言ったよね。わたしが他ほかの人と、その、────かっ、『確認』しているのを想像すると、嫌いやな気持ちになるって」

　もじもじと、胸の前でせわしなく両手の指を組み合わせながら、純白の髪の隙すき間まから、衡の顔を──正確には、その唇をじっと見上げてくる。

「あのね、わたしも同じなの。衡くんが、青せい嵐らんさんでも遠とお咲さき先せん輩ぱいでも、他の人と、──しているのを想像すると、とても、とっても嫌な気持ちになるの。だからね、」

　ぎゅっと、祈るように両手を固め合わせて。

「だから──こうするしか、ないの」
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　そう囁ささやいてから、白山さんは。

　そっと目を閉じて、キスをねだるように顎あごを上げた。

　衆しゆう人じん環かん視しの中、『確かく認にん』をするのは、さすがの衡こうといえど平然と行うことはできなかった。どくどくと心しん臓ぞうが鳴りはじめる。まして白しろ山やまさんが、硬く目を閉じたまま、薄うす桃もも色いろの唇を静かに開いて、

「…………は、はじめてだから…………」

　そんなことを言うものだから、鼓こ動どうは破裂しそうなほどに高まっていく。

　衡は覚悟を決めた。

　大きく深呼吸をして、白山さんの肩を摑つかんで。

　可か憐れんに震ふるえるその小さな唇に、そっと自らの唇を──




「────『迷D妄iアaムbネlジoアs』の名に於おいて────」




　空気読めよこの野郎!!　と、叫びたくなった。

　無む論ろん、アカシャとしては聞けた義理ではなかっただろうが。衡と白山さんにつられる形で、部室の中の空気はぴんと張り詰めていた。行動を起こすのなら今が絶好の好こう機きであり、そしてアカシャはそれを逃のがすほど鈍にぶくはなかった。

「…………おまえか！」

　最初に反応したのは九衛クノエで、『領域宣言ミコトノリ』を朗ろう々ろうと詠うたっているアカシャに向かって、まっすぐに切り込んでいく。詠い終えたアカシャはにやりと笑ってから──深々と息を吐き出した。

　視界が霧きりの一色に染まるのは、これで何度目だろうか。少なくとも衡は、もはやそれには惑まどわされなかった。腕の中にいた白山さんの身体からだを抱きしめて、自分のほうに引き寄せる。

「ひゃうあっ!?」

　変な悲鳴を漏らした白山さんの口元を、そっと押さえる。耳元で囁ささやいたのは、

「ごめん、白山さん。少しのあいだだけ、息を我慢してくれ」

　衡に抱きすくめられて、白山さんは初夜を迎えた処女おとめのように身を固くしていた。が、すぐに彼の言わんとするところを汲くみ取って、こくりと頷うなずいてくれた。自分の身体に回された衡の腕に、きゅっとしがみついた白山さんの表情が、どこか嬉うれしそうに上気していたことに、衡は結局気づかなかった。

「このっ、馬ば鹿かのひとつ覚えみたいにっ！」

「──くっ、くふふ、そっ、その、ひとつおぼえに、ま、ま、まんまとはまる、おまえは、や、や、やっぱり──こっけいな、かばんのどれい、だな！」

「なにっ──うわ!?」

　またもや、霧の向こう側から争う気け配はい。そして次に霧が晴れたときには──

　九衛が二人ふたり、『部室』の中にいた。

　ただし、今回は、簡かん単たんに見分けることができた。

　片方の九衛クノエは、表情を厳きびしく張り詰めながら、『夜よる房ふさ』を手に握りしめている。そして、もう一方の九衛は──余裕に満ちた無表情で、周囲を睥へい睨げいしていた。

　どこか気け怠だるげに、武器を持たないほうの九衛は、無表情のまま口を開き、

「……こうなったら仕方がない。この身体からだで、邪じや魔まするものをすべて薙なぎ倒して。──シロさまを、鞄かばんの束そく縛ばくから解放して差し上げるんだ!!」

　そう叫んで、アカシャは本物の九衛に襲おそいかかった。




　　　　◆




　どちらが本物なのかは、すぐに見失ってしまった。

『久く世ぜの守かみ夜よる房ふさ』を、持っているほうが本物で空から手てのほうが偽にせ物もの──とわかっているのだが、なかなかそれを視認することはできなかった。なにしろ、すさまじい速度で戦せん闘とうを行っている。少なくとも衡こうの目では、腹を蹴けりつけられて『部室』の窓まど枠わくをぶち破り、閲えつ覧らんスペースまで吹っ飛んでいったのがどちらの九衛なのか、見分けることはできかった。

「あぐっ……」

　部へ屋やの中に残っていた九衛が、呻うめいて身じろぎをする。『夜よる房ふさ』を突き立てて、一いつ瞬しゆんだけ呼吸を整ととのえて、それからすぐにもう一方の九衛を追って、『部室』から飛び出していく。

　あっという間に悲ひ惨さんな状況になった『部室』を眺め、遠とお咲さき先せん輩ぱいは小さく息を吐いた。

「……やっと修しゆう繕ぜんしたばかりなのに。これじゃ、わたしが責任を問われるじゃないの。まったくもう」

「そんなこと言ってる場合か、朱しゆ遊ゆ!?　追わないと──」

「ああ、それはあなたたちに任せるわ」ひらひらと手を振って、「肉体労働は得意じゃないからね。サポートに回るとする。青せい嵐らん、あなたは平ひら沢さわくんと桐きりヶが谷やくんを連れて、九衛さんの援えん護ごに向かって」

「わかった。──行こう、きみたち」

　勇ましく頷うなずいて、青嵐も『部室』から走り出ていった。凛り々りしいとは、まさに彼女のためにあるような言葉だ。十と叶がのうが惚ほれるのもわかる気がする。

　伊い織おりと一いつ緒しよに、青嵐のあとに続こうとして──衡は、白しろ山やまさんがきょときょととあたりを見回していることに気がついた。遠咲先輩と同じく肉体労働は苦にが手てだが、かといってここに残っていてもやることはない──という表情で、眉まゆを下げていた白山さんに、

「……行こう、白山さん。きみがいないと、『九絶門Val'DOR's Gate』が使えない」

　そう言って手を引いて、衡は走り出した。

「──あ、う、うん！」

　白しろ山やまさんの頷うなずきを、確かく認にんすることなく司し書しよカウンターをすり抜ける。

　閲えつ覧らんスペースには、利用者はひとりもいなかった。アカシャの襲しゆう撃げきを警けい戒かいして、『本日休きゆう館かん』の看かん板ばんを入り口に立てておいたのが功を奏したらしい。図書館の私物化以外の何物でもないのだが──いや、そんなことを言うのは今さらすぎるから、言わないでおこう。

　ともあれ、九衛クノエＡと九衛Ｂは、広いスペースを存分に使って、機き動どう戦せんを繰くり広げていた。

　九衛Ｂが壁かべを走っている。しなやかに壁を蹴けりつけて宙を舞まい、書しよ架かの上に着地する。九衛Ａは『夜よる房ふさ』を片手にそれを追い、ついでとばかりに書架から数冊の本を抜いて、Ｂに向かって投げつけた。本は回転しながら過あやまたずにＢに命中して、そして彼女は床ゆかに墜つい落らくをする。

　その瞬しゆん間かん、やはり九衛Ａの動きが、ぴたりと止まった。

「……くそっ、なんだというんだ、さっきから」

　後頭部をさする。Ｂがしたたかに打ちつけた箇所。やはり忘れているのか、とため息をついて、衡こうは大声を張り上げた。

「九衛、気をつけろ！　あいつを攻撃したら、おまえにも跳はね返ってくるんだぞ！」

「なにっ。──あ、そうか、しまった！」

　驚おどろきの声をあげる間に、Ｂは一いち目もく散さんに九衛から距きよ離りを取る。向かう先は──図書館の、出口だ。

「あ、くそっ、また逃げる気か!?　もうこんな推理ゲームはこりごりだぞ！」

　伊い織おりが叫び、地面をえぐるような勢いで駆かけ出した。隣となりには青せい嵐らんが、こちらは無言のままＢを追撃している。姿勢を低くした独特の走法で、伊織はおろか九衛さえも抜き去るほどのスピードを獲かく得とくしている。あの勢いならば追いつけるだろうが、しかしＢの目の前には、もう出口が迫っていて──

　叩たたっ斬きるような凄すさまじい勢いで降りてきた防火シャッターが、その経路を塞ふさいだ。

　九衛Ｂはぎょっとしたようだった。つんのめるように立ち止まり、止まりきれずに顔をシャッターにぶつけてしまう。

　衡は思わず『部室』に目を向けた。ラップトップパソコンを手にした遠とお咲さき先せん輩ぱいが、薄うすく目を細めて微笑しているのが見えた。もはや『私物化』などという生やさしいものではない。この図書館はすでにもうあの人の城じよう塞さいなのだ。

「ちっ！」

　舌打ちを響ひびかせてＢは方向転換、しようとして青嵐に捕まった。昨日きのうの昼間、九衛との追いかけっこで証明したとおり──彼女は人間でありながら、阿ア頼ラ耶ヤ識シキほどの瞬発力を持っているのだ。

「逃がさないよ、偽にせ物もの。さっさと自分がいるべき場所に戻れ」

「──ニンゲンが、小こ賢ざかしい！」

　首根っこを摑つかまれたまま、九衛Ｂの身体からだがぐるりと回転、青嵐の下腹部に肘ひじ鉄てつを叩き込む。青せい嵐らんはかろうじてそれを防ぼう御ぎよしたが、その隙すきを突かれて束そく縛ばくを解かれてしまった。Ｂは地面の上に自ら転がり、立ち上がろうとして、

「この、すばしっこい！」

　伊い織おりに押さえつけられた。

「おまえのせいでな、おれの社会的評価はガタオチなんだよ！　せめて一発殴らせろ！」

　俊しゆん敏びんさにこそ劣るものの、それでも伊織の巨きよ軀くは九衛クノエの怪力に匹敵する。大きな手のひらで頭を摑つかまれ、強制的に床ゆかに押さえつけられたＢは、非ひ難なんするような叫びをあげた。

「あいたたっ、痛いぞイオリ！　なにを勘かん違ちがいしている、九衛は本物だ！　偽にせ物ものは向こう！」

「えっ？」

　伊織は衡こうなどよりも頭がよく回り、そしてなによりも、本当は優やさしい心こころ根ねを持っている。その一言に思わず手が緩ゆるんでしまったのは、むしろ称たたえられるべきだと衡は思うし、

「──ハ、噓うそだ、馬ば鹿か」

　冷笑と共ともにそう答えたアカシャが、伊織の股こ間かんを思い切り蹴けり上げたのは、この世に神が存在しないことのなによりの証あかしであると思う。

　どっと、伊織の顔に汗が浮いた。血の気が音を立てて引いていき、彼は前のめりに倒れてしまった。情けなく持ち上がった腰がぴくぴくと震ふるえている。涙を禁じ得ない光景だった。この騒そう動どうが終わったら、あいつには飯でも奢おごってやろう──

「こ、衡くん！　前！」

　という感傷は、白しろ山やまさんの叫びに搔かき消された。

　こちらに向かってまっすぐに、九衛Ｂが──アカシャが突っ込んでくる。執念に似た色合いの瞳ひとみに、怯おびえたのは白山さんだけだった。衡はもう迷わないし、怯えもしない。霧きりはすでに晴れている。なにを恐れることがあろうか。

　アカシャの目的は、わかっていた。白山さんの『呼吸』と鞄かばんだ。それを盗まれないようにするのは、さして難むずかしいことではない──覚悟さえできていれば。

「どけ！　邪じや魔まだ、コウ！」

　書しよ架かから抜き取った本を、三つ同時に投げつけてくる。殺人的な遠心力を得た文庫本は、忍者が放つ手裏剣のような殺傷力を得た。一発は防ぎ、二発目が腹に当たり、三発目がすねに当たった。生まれてくることを後こう悔かいするような激げき痛つう。アカシャの口元がにやりと歪ゆがみ、彼女はすれ違いざま、白山さんのことを拉ら致ちしようとして──

　衡の手に止められた。

「………………っ！」

　脂あぶら汗あせをだらだらと流しながら──それでも衡の顔は、笑えみを浮かべていた。

「おれの呼吸を盗んだおまえなら、知っているだろ、アカシャ。おれはな──この程度の痛みで、揺らぐような柔やわな人生を送ってないんだよ！」

　胸ぐらを摑つかみ、渾こん身しんの力を込めて吊つり上げる。アカシャは暴あばれた。衡こうの顎あごを蹴けり上げ、返す踵かかとを腹にぶち込む。やはり守ツ憑キ霊ダマの力は、並なみ大たい抵ていのものではない。ハンマーで殴られているような衝しよう撃げきに、それでも衡は屈しない。がくがくと震ふるえる足を叱咤しつたするために、彼は大声を出した。

「白しろ山やまさん！　鞄かばんを！」

「えっ、──あ、は、はい！」

　九衛クノエは強きよう靭じんだが、小こ柄がらだ。持ち上げるのに、さほどの腕力は必要なかった。衡はそのまま、一本背負いの要領で、大きく開いた白山さんの鞄に、アカシャを叩たたき込もうとして、

『解除』。

　確たしかに握にぎりしめていたはずの九衛の身体からだが消失し、閲えつ覧らんスペース全体に霧きりが満ちる。衡と白山さんから少し離はなれた場所に、濃のう灰かい色しよくのミリタリーコートが渦うずを巻いた。包帯の上からぐしゃぐしゃに塗ぬり潰つぶされた二つの黒円が、じっと衡を見つめている。

　アカシャは、笑ってはいなかった。

　ただじっと、衡にその視し線せんを据すえている。

　なぜ、と問うように。

　床ゆかにへばりついて、自らを見上げるその視線に、衡は答えようとして、

「シロさまシロさま、九衛のシロさま。どうかお許し願ねがいます」

　一切の容よう赦しやも呵か責しやくも見せない、九衛の『領域宣言ミコトノリ』が響ひびき渡った。


「九ク界ガイを飛び交う色なきものども、遊びて謳うたう自由の御み霊たまを、従え縛しばる二つの翼つばさ。漆しち式しき兵装・『俱く利り伽か羅らの双そう翼よく』を、なにとぞ賜たまわりくださいませ」

「『九絶門Val'DOR's Gate』の名に於おいて、差し許します、わたしの九衛」



　いつの間にか、九衛は『夜よる房ふさ』を鞄に戻していた。その代わりに、白山さんが『鞄』の中から取り出したのは、二つの漆しつ黒こくの扇だ。渦巻く黒い炎のような、豪ごう奢しやな羽を持つ二つの扇。両手にそれを持って、九衛はゆるりと足を踏み出す。まるで躍おどるように。

「くっ、そ、こ、こんな、ところで、お、おまえ、なんかにっ！」

　虚うつろに響くその声に、かすかに焦あせりを混じらせて、アカシャは逃げ出そうとした。

　九衛は、どうということもしなかった。

　ただ右手の扇を上げて、軽く左に振っただけだ。

　それだけで、突風が図と書しよ館かんの中で荒れ狂った。建物の中に、通常ならありえるはずのない風の壁かべが出現する。その壁はアカシャの行く手を塞ふさぎ、彼女を立たち往おう生じようさせた。

「……おまえ、言ってたな。霧を斬きったり裂いたりバラバラにすることなんてできないって」

　そうつぶやきながら、九衛はアカシャに近づいていく。風に行く手を遮さえぎられたアカシャが、こちらに向かって走り出した。九衛は無情を顔に貼はりつけたまま、左手の扇を右に薙ないだ。

　もうひとつの風の壁が出現し、アカシャの身体からだを閉じ込める。右に流れた突風は、先ほど生まれた風の壁かべと合流し、竜巻のように渦うずを巻きながら──その内側に、完全にアカシャを閉じ込めていた。

「だが、所しよ詮せん霧きりは霧だ。自らではなにひとつ起こすことはできない。せいぜいが、ニンゲンの目を覆おおい隠して、そいつのことを惑まどわせるだけ。素のままのおまえでは──これくらいの空気の流れさえも、突破することはできない」

「ぐっ…………！」

「終わりだな、アカシャ。──コウ。鞄かばんを持って、そこに立て」

「え？」

　いきなり話を振られて、衡こうは戸と惑まどいながら、それでも白しろ山やまさんから鞄を受け取った。数歩離はなれる。九衛クノエの指示に従って、鞄の口を開いて、アカシャのほうに向けた。

「そうそう、そこでいい。……それで、アカシャ？　最後に言い残すことはあるか？」

　九衛は幼く、幼さゆえの残ざん酷こくがそこにあった。自慢げに勝ち誇る守ツ憑キ霊ダマに、アカシャは恨うらみ言を言おうとはしなかった。ただ彼女は、ゆっくりと顔を上げて、衡のことを見つめた。

　そのとき、顔に巻かれた包帯が、ずるりと滑すべり落ちた。

　ぐしゃぐしゃの黒い円の代わりに現れた、アカシャの本当の瞳ひとみは──

　衡が想像していたよりも、ずっと綺き麗れいに澄すんでいた。

「──ああ、す、すまない、すまなかった、なあ、──なゆ、か」

　その言葉は、白しろ山やまさんに届いていただろう。

　自らの母親の名前を聞いた瞬しゆん間かん、彼女が鋭するどく喉のどを鳴らす音が聞こえた。

　それには目を向けず、ただ悔いるように目を閉じて、アカシャは風の音に紛まぎれてしまうほどに小さく、こうつぶやいた。

「き、きっ、──きみの、む、むすめを、すくうことは、で、できなかった、よ──」

「…………！」

　九衛クノエの表情が怒りに染まった。物も言わずに、彼女は『俱く利り伽か羅らの双そう翼よく』を握った両手を、大きく広げてみせた。それから、勢いよく『双そう翼よく』を打ち合わせた。
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　その瞬間、アカシャを捕らえていた風の牢ろう獄ごくが、その向きを変えた。

　循じゆん環かんから一方向へ、殺人的な勢いで流れはじめる。当然、中にいるアカシャはそれに抗あらがうことはできなかった。濁だく流りゆうに吞のまれる木の葉のように、彼女のミリタリーコートがひらひらと舞まいながら吹っ飛んでいき──

　衡こうが持って開いていた鞄かばんに、周りの大気を引きずり込むような勢いで叩たたき込まれた。

　飛んだ。

　白山さんの黒い鞄が、まるでボーリング玉のように感じられた。気象庁の記き録ろくを塗り替えるような風の塊かたまりに直ちよく撃げきされて、衡は後ろに回転しながら吹っ飛ばされた。ぐるんぐるんと回って、司し書しよカウンターに後頭部をしたたかにぶつけてやっと停止する。

「こ、衡くん!?　大丈夫!?」

　慌あわてて白山さんが駆かけ寄ってくる。くらくらと、頭の回りに星を浮かべている衡を眺めながら、九衛は満足げに笑い、

「これで、封印完了だ」

「完了だ、じゃねえよこの馬ば鹿か九衛！　もっと他ほかに方法があっただろうが！」

　腹部と後頭部の痛みからやっと立ち直った衡が、そう怒ど鳴なり声ごえをあげても、九衛は涼しい顔を崩さなかった。つかつかとこちらに歩み寄り、

「仕方ないだろう、シロさまにあんなことをさせるわけにはいかないじゃないか。それともなにか？　おまえは、シロさまがおまえみたいに吹っ飛んでもよかったというのか？」

「……い、いや、それは、まあ……」

「神聖な鞄を持てただけでも、有あり難がたく思うんだな。それに、まあ──」

　そこで、九衛の笑えみがふっと消えた。衡から視し線せんをそらす。その唇をへの字に結んで、どこかすねているような口く調ちようで、

「──よくシロさまをお守りしてくれたな。そのことだけは、まあ、褒ほめてやらんでもないし──さっきの言葉を、取り消してやらんでも、ない」

　さっきの言葉。それが、資料室での「失望した」という台詞せりふだということに気づくのに、しばらくかかった。頭と腹はまだずきずきと痛みを訴えていたが、それでも衡は気が抜けたように笑った。もう何度も何度も経けい験けんして、わかっていることだ。

　こいつは、こういう奴やつなのだと。

　けれど、まあ、少なくとも──自分は、立ち上がるときに手を貸してもらえる程度には、九衛クノエから信頼されているらしい。

　差し出された九衛の手を握り、そこに体重を預けながら、衡こうはそんなことを考えていた。
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　午後三時。

　アカシャを封印し、彼女が暴あばれた形跡をすっかり片付けた『図と書しよ館かん部ぶ』一同は、遅めの昼食を摂とっていた。

「しかし、あれですね。仕事をすべて終えたあとのメシってのは、うまいもんですね」

　伊い織おりが暢気のんきな表情でそんなことを言い、青せい嵐らんはそれに同意するように頷うなずいている。

「まったくだね。一時はどうなることかと思ったけど──いや、無事に解決してよかったよ。ボクが持ち込んだようなものだから、実のところ気に病やんでいたんだ」

　それに対して遠とお咲さき先せん輩ぱいが、何食わぬ顔で反はん論ろんした。

「噓うそおっしゃい。あなたはそんなことを気にするような性格ではないでしょう」

　青嵐はそれを否定しなかった。あっけらかんと笑い、

「まあね。その点はきみと一いつ緒しよだ、朱しゆ遊ゆ」

　ふ、と遠咲先輩も小さく笑う。その団だん欒らんを横目にしながら、衡こうはひとりでつぶやいた。

「……まあ、いいことだよな、うん」

　事件解決を、手放しに喜べないのは──アカシャの言葉を聞いていたからだろう。

　白しろ山やまさんは鞄かばんを持つべきではないと、アカシャは言っていた。

　最さい期ごの瞬しゆん間かんまで、そう言いつづけていたということは、きっとあれがアカシャの本ほん音ねなのだろう。自分が間違ったことをしていたとは思わないが、自分よりもアカシャのほうが鞄に詳しいのは事実だ。あの阿ア頼ラ耶ヤ識シキが、私利私欲ではなく思いやりをもって行動したということを知っているのは、衡だけなのだ。

　それでも、と思う。

「こら、九衛クノエ。何個食べるつもりなの？　少しは遠えん慮りよなさい」

「む？　ひほははほはへへはひひはひへ、もむ、むむっ──」

「……の、飲み込んでからにしなさい。まったくもう、この子は……」

　仕方なさそうに笑って、白山さんはハンカチであんこで汚れた九衛の口元を拭ふく。九衛はくすぐったそうにそれを受け入れて、遠咲先輩はかっと目を見開いてその光景を見つめている──いや、これは記き憶おくから消去していい。

　この二人ふたりを、白山さんと九衛を別れさせまいとした自分の決断は──きっと間違っていなかったのだと、その景色けしきを見ながら衡は考えていた。

「そういえばさ、白山さん」

　ふと顔を上げて、青嵐がそんなことを言った。はい？　と首をかしげた白山さんに、青嵐はなんでもないような口く調ちようで、

「あのとき、どうして平ひら沢さわくんが本物だってわかったの？　それとも確かく信しんはなかったけど、とりあえず『確認』をしてみようと思っただけ？」

　あのとき──と言われて、一瞬の空白の後のち、ようやく思い出した。

　白しろ山やまさんと、キス寸前まで行ったときのことだ。今振り返るだけでも口くち惜おしい、あの一事を取ってもアカシャは自分の敵だったのだと思う──という、衡こうの思おも惑わくとは裏うら腹はらに、白山さんはその可か憐れんな頰ほおを真まっ赤かに染めてしまった。

「えっ、いや、あれは、その、」

「わたしも知りたいわね。まさか、自分が『確かく認にん』をしたかっただけじゃないでしょうし、なにか確信があったに違いないわ」

　遠とお咲さき先せん輩ぱいが追い詰めているのはわざとに違いない。恥ずかしさのあまり白山さんの肩が熱ねつ病びようにかかったように震ふるえている。このまま砂の器うつわになって砕くだけ散ってしまいそうな勢いだ。

「──そ、そそ、ん、なんじゃ、なくて、ですね。あの。──衡くんが、ですね」

「うん。平ひら沢さわくんが？」

「わっ、わたしのことを、──わたしがっ、衡くんを信じてるって。それを知ってるって言ってくれたから。だから、きっと、この人が本物なんだって思っただけなんです。ほ、本当に、ただそれだけで、そんな大した意味があるわけじゃ──」

　青せい嵐らんは訝いぶかしげに眉まゆをひそめ、

「それだけで？　本当かなあ。なんか、すごくあやふやな判断基準じゃないか？」

「……え、っと、その、あの…………ごめん、なさい……」

　しゅんと萎しおれた白山さんに、青嵐のほうが慌あわてた。いやいや、と手を振り、

「別に謝あやまるようなことじゃないよ。わ、悪かったって、きみがそう言うのなら、きっとそうなんだろう。だから、そんな顔をしないでくれ」

　萎れながらも、白山さんはこくりと頷うなずく。青嵐はほっと胸を撫なで下ろし、遠咲先輩は肩を落としている白山さんを目を細めて見守っている。この人は他ほかにすることはないのか。

「そういや、おれも疑問に思っていたんですが」

　と、今度は伊い織おりが手を挙げた。一同の視し線せんを受けて、彼は言葉を続ける。

「あのとき、アカシャは『合い言葉』を知ってましたよね？　あれはどうしてだったんでしょう。『ヴィヴィとメア』なんて言葉、あいつが知っているはずないと思うんですけど──」

「ああ。それはきっと、これの仕し業わざね」

　そう言って、遠咲先輩はテーブルの上に、ことりと黒い箱を置いた。大きさは親指の爪つめほど。一見しただけではなにかわからず、衡は遠咲先輩に尋たずねる。

「なんですか、これ」

「わたしのコレクション」

　少し考えてから、伊織が納得したように、

「……ああ、なるほど……盗とう聴ちよう器き、ですか」

「そ。アカシャはわたしの能力と記き憶おくを盗んでいたからね。どこにわたしのコレクションがあるかくらい、すぐにわかったのでしょう。長年、人の姿を写し取ってきたアカシャにしてみれば、わたしたちが『合い言葉』を定めることくらい予想済みだったのでしょうね。さっき調しらべてみたら、この部へ屋やからこれが出てきたというわけ」

　医者の不ふ養よう生じようね、とつぶやいて、遠とお咲さき先せん輩ぱいは紅茶のカップを傾ける。

「なくなっていた盗とう聴ちよう器きはこれだけじゃなかったから、いくつかポイントを分けて『合い言葉』も盗もうとしていたのかもね。用意周しゆう到とうですこと」

「そりゃそうだろ、きみの性格もコピーしてたんだから」

　そう言って、さざめくように青せい嵐らんは笑った。遠咲先輩は笑わなかったが、さして気分を害したふうも見せなかった。さすがに衡こうたちは、青嵐ほどきさくにはなれない。

「……あ、そうだ！　九衛クノエもギモンに思っていたんだ！」

　最後に立ち上がったのは九衛だった。噓うそくさい。他ほかの人物が次々に発言しているから、自分もなにか言いたくなっただけではないのか。

「ずうっと不ふ思し議ぎだったんだが──どうしてシロさまは、あんなに恥ずかしがってたんだ？」

　なに？

「コピーしたアカシャを元に戻すには、呼吸を取り戻せばいいのだろ？　そんなのなんでもないじゃないか。ただ口を合わせて吸い出せばいいだけなのに。どうしてシロさまはあんなに顔を赤くしたり青くしたりしていたんだ？　それが、どうしてもわからないんだ」

　………………いや…………。

　道どう理りであのとき、ずいぶん大人おとなしくしていると思ったら。こいつ、そもそも人と人が唇を重ねるということの意味を、分かっていなかっただけなのか。

　嫌いやな予感が衡の胸に走った。それを明めい確かくなものにしたのは、案あんの定じよう、遠咲先輩だった。

　ことり、とソーサーにカップを置いて、楽しむように目を細めながら、彼女は言う。

「口づけ。キス。接せつ吻ぷん。呼び方はいろいろあるし、古今東西で意味も異なってくるけれど、普通は男女で唇を重ねることは、恋人であることの証明とされるわ」

「コイビト──」

「つまり、愛し合っているということね」

　瞬まばたきをしてから、九衛は白しろ山やまさんのことを見た。

　真まっ赤かになってうつむいている。

　それから、九衛は衡のことを見た。

　がちがちに強こわばった表情で、あらぬ方向を見つめている。

　九衛のあまり回転の良くない頭が、ぽくぽくと音を立てながら思考を繰くり返している。シロさまはコウに口づけをしようとした、口づけはコイビト、つまり愛し合っていることの証あかしである、ということはシロさまは、コウと愛し合って──

「ああ、なるほど。そういうことか！」

　明るい声で、九衛はそう叫んだ。満面の笑えみで白山さんを振り返り、

「──シロさまシロさま、九衛クノエのシロさま。どうかお許し願ねがいます。『囊界ノーガ』の外の阿ア頼ラ耶ヤ識シキ、みなみな斬きり捨て切り刻み、『囊界ノーガ』に戻す黒の刃やいばを──」

「ちょ、や、やめてよ九衛!?　『夜よる房ふさ』を出してどうするつもり!?」

「決まっているではないですか！　あの不ふ埒らちな野郎がもう二度とそんなことを企たくらめないように唇を切り取って鳥の餌えさにしてやるのです！　安心しろコウ、痛みは一いつ瞬しゆんだからそんなに苦しまないで済むぞ！」

「だっ、だめだよそんなの！　差し許さないよ、わたし！」

「…………、シロさまシロさま、九衛のシロさま──」

「だから、だめだってば！」

　衡こうの死刑執行を目論もくろむ九衛と、それを阻そ止ししようとする白しろ山やまさん。二人ふたりの言い争いに、衡は加わらなかった。この裁判で被告に発言権はない。ただ衡は、すっかり冷めた紅茶をすすりながら、じっと判決を待っていた。




　　　　◆




「おい待て宮みや代しろこの野郎。ちょっと話がある」

「えっ」

　帰りのホームルームが終わった直後、伊い織おりはそう言って宮代の肘ひじをがしっと摑つかんだ。

　宮代も、薄うす々うすわかっていたのだろう。あちゃー、という顔をして、大人おとなしく伊織に連行されていった。二人のあいだでどういう話し合いが行われるのかは、衡にはわからないが──まあ、自分は一刻も早く親友の同性愛疑ぎ惑わくが晴れることを願うだけだ。

「帰ろっ、衡くん」

「ああ。そうしよう、白山さん」

　だから、その日の帰り道は、衡と白山さんの二人きりだった。

　生徒の群れに混じって、校門への道を歩きながら、衡は深く息をついた。

「さっきは肝きもを冷やしたよ。本当に唇を切り取られるかと思った」

「あ、あれはその、そう、──九衛なりの、冗じよう談だんなんじゃないかなっ。本気でそんなことするような子じゃないよ、九衛は！」

「どうかな。あいつにはいろいろ、酷ひどい目に遭あわされてるからな。あいつがいるおかげで、『呪のろい』が倍に増えたような気がする……」

「…………ご、ごめんなさい……」

「ああ、いや。白山さんを責めたわけじゃないんだ。こっちこそごめん」

　そこで、会話が途と切ぎれた。

　肩を並べて校門をくぐり、寮りようへの道を歩く。入学してから二ヶ月のあいだ、毎日歩いてきたこの道は、すっかり暗記してしまっていた。正規のルートだけではなく、人ひと気けのない脇わき道みちの場所もすぐ頭に思い浮かぶほどに。

　なにを言うでもなく──衡こうと白しろ山やまさんは、その脇道に入った。

　ふと、気になって後ろを振り返ると、夕日がビルの向こうに沈もうとしているところだった。そういえば、今日きようは太陽が出ていたのだ。昨日きのうまでの曇くもり空ぞらではなく。

「ね、衡くん」「白山さん、ちょっといい？」

　かぶった。

　顔を見合わせ、二人ふたり揃そろって声を出して笑う。訝いぶかしく思う生徒は、周りには誰だれもいない。もうずっと後ろに遠ざかってしまった教きよう王おう護ご国こく学園が、今日の断だん末まつ魔まのようなチャイムを鳴らしているのが、かすかに聞こえた。

「きみからどうぞ、白山さん」

「あ、うん。──あのね、もしかして、なんだけど。違ったら、違うって言ってほしいんだけど。あの阿ア頼ラ耶ヤ識シキから、──アカシャから、わたしの、お母かあさんの話、聞いた？」

　衡は、一いつ瞬しゆんだけ目を閉じて──それから、大きく頷うなずいた。

「うん。白山、奈な由ゆ花かさんのことだよね」

「…………そう、なんだ。そっか。うん」

　それきり、白山さんは黙だまり込んでしまった。

　白山奈由花。白山さんの母親。前代の鞄かばんの『持ち主』で、アカシャを外に出した張本人。なぜ彼女がそんなことをしたのかはわからない。ただ、その人が鞄の中に──『囊界ノーガ』に姿を消してしまったことだけを、衡は知っている。

　しかし、衡はそれを口にしなかった。白山さんもそれは同様。ただ彼女は、ちらりとこちらを盗み見て、

「衡くん。わたしのお母さんの話、聞きたい？」

　そう、尋たずねてきた。

　衡の答えなど、決まっていた。

「白山さんが話したいのなら、ぜひ聞きたい。でも、話したくないのなら──青せい嵐らんさんに鞄の秘密を話したときのように、責任感や義務で話さなくちゃいけないと思っているのなら、なにも言わなくていい」

　その言葉に、白山さんはちょっと驚おどろいたようだった。何度も何度も瞬まばたきをして、向こうを向いてしまう。怒らせてしまったかな、と一瞬不安になったが、違うようだった。

　白山さんは、素す早ばやく、自らの目元を袖そでで拭ぬぐった。こちらを向いたときにはもう、涙の余よ韻いんが目元の赤として残っているだけだった。それ以外のすべてで、白山さんは笑っていた。

「──ありがと、衡くん」

「どういたしまして。──おれの質問にも、答えてもらっていい？」

「もちろん。なにが聞きたいの？」

「白しろ山やまさん、いつからおれが、きみのことを信じていないなんて思い込んでいたの？」

　できるだけ柔らかく言ったつもりだったが、その質問は白山さんの心しん臓ぞうを止めた。笑えみが強こわばり、彼女は鋭するどく息を吞のむ。

　なんとなく、わかるようになってきた。こういうときの白山さんの扱い方。

「怒ってるわけじゃないよ。ただ純粋に、いつからかな、って思って。──きみがおれのことを『囊界ノーガ』に送ろうとしたり、あるいはことさらにおれが守ってくれるって言ったりしたのは、その裏返しなんだろ？　おれのことを信じてるって、『信じる』という言葉を使わずに、証明したかったんだ」

「………………」

　白山さんは答えず、ただ小さく小さく、頷うなずいた。

　しばらくの間を置いてから、彼女はぽつぽつと言葉を落とした。

「昨日きのう。鞄かばんが代替わりしてるって、そんな話、したよね？　そのときから」

　身体からだの前に持ってきた鞄のグリップを、ぎゅっと握にぎりしめる。足あし下もとに転がっていた小石を、ちょんと蹴け飛とばして、白山さんは衡こうの目を見ないまま、言う。

「あのとき衡くんが、秘密があるのは当然だ、って言ったのを聞いて。そんなことないって、思ったの。わたしは、衡くんにだけは秘密は作らないようにしてる。衡くんに代替わりの話をしなかったのは、ただ忘れてただけなのに──ううん、違う、」

　喘あえぐように顔を上げて、白山さんは顔を傾けて、衡のことを見る。

「忘れようとしてたの。だってね、だって──楽しかったから。衡くんと一いつ緒しよにいるの。『図と書しよ館かん部ぶ』のみんなと一緒にいるの。とっても、とっても楽しかったから。鞄のことなんて忘れてしまいたかった。ずっと衡くんたちと潜せん水すい艦かんゲームやチェスをやっていたかった。でも」

　衡はそれを、白山さんがわざとそうしているのだと考えた。鞄には秘密があり、その秘密は誰だれにも漏らさないようにしているのだと。──衡じぶんにさえ。

　しかし、と思う。思わずにいられない。それならそんな回りくどいことしなくても、

「なら、そう言ってくれればよかったのに」

　衡の言葉を聞いて──白山さんは、ふっと微笑ほほえんだ。

　そのときばかりは、彼女は可か憐れんな白山さんではなかった。臆おく病びようで、人見知りで、引ひっ込こみ思じ案あんで、親しい人にだけは内うち弁べん慶けいになる無む垢くな少女ではなかった。

「『わたしはあなたを信じている』。──そんなの、なんの意味もないよ」

　それは、誰かに裏切られたことがあるものにのみ、吐ける言葉だ。

「本当に信じてほしいのなら。わたしがあなたを信じていると知ってほしいのなら、行動で示さなくちゃ。口先だけなら、誰でもなんとでも言えるもん。わたし、頭が悪いから、他ほかの人がなにを考えているかは全然わからないけど、そのことだけは、ようく知ってるんだよ」

　衡こうは、なにも、言えなかった。

　少なくとも、自分は人に裏切られたことがないからだ。些さ細さいな裏切りや約束破りは、いくつかあるかもしれないが、こんな言葉を吐けるほどの経けい験けんは、一度もしていなかったからだ。

　だが、その後ろにあるものを訊きく気はなかった。白しろ山やまさんの母親の話と同じだ。白山さんが話したいのなら聞く。そうでないのなら聞かない。それだけでいい。

「あ、そうだ、あとひとつあるんだ」

「うん？」

　声をがらりと変えて、白山さんは衡の前に回り込んだ。立ち止まり、見上げる。照りつける夕日が彼女の白い肌を、朱しゆ色いろに染め上げている。

「あのね、衡くん、もしもだよ？　もしもあのとき、わたしがアカシャに呼吸を盗まれていたら、そのときは──、こ、衡くんが、『確かく認にん』してくれた？」

「──────」

　いきなりなにを言うのか、というか、なにを言わせようとしているのか、この子は。

　不ふ思し議ぎな色をした大きな瞳ひとみをじっと見開いて、白山さんは衡の答えを全身で待ちわびている。ちょっと背伸びをして、顎あごを上げて、目を閉じればあの瞬しゆん間かんの再現になりそうだ。

　どくどくと、速くなっていく心しん臓ぞうを必死に抑おさえながら、衡はかすれた声で、

「言っただろ。きみが、伊い織おりでも誰だれでも、他ほかの人に『確認』されているのを想像すると、とても嫌いやな気持ちになるって。うん、だったら、それなら──」

「それなら？」

「────おれがやるしかない。他の人には、やらせられない」

　顔が熱あつい。燃もえるのではないかと思うほど。が、それだけの羞しゆう恥ちを耐え抜いた甲か斐いはあった。それを聞いて、白山さんは本当に本当に、心の底から嬉うれしそうな笑えみをしたからだ。

　両手を伸ばして、衡の右手をきゅっと握にぎりしめて、白山さんは吐と息いきを漏らすようにして、




「うん。わたしも。衡くん以外の人だったら、絶対にいや」




　無む垢くな笑え顔がおと共ともに、そんなことを言った。

　それを見つめながら、衡は──

　今は『確認』をしていいタイミングなのかどうかを、計りかねていた。





終わり　












　　　あとがき




　遠とお咲さき先せん輩ぱいは変態じゃないよ、仮に変態だとしても変態という名の淑しゆく女じよだよ。

　こんにちは。鈴すず木き鈴すずです。

『白しろ山やまさんと黒い鞄かばん』第二巻、お楽しみいただけましたでしょうか。




　冒頭の文もん言ごんとおり、前巻では真性のサディストとして名を馳はせた遠咲先輩ですが、なんだか今巻では別のほうにベクトルが偏かたよってしまった感じがします。

　ですが後悔はしていません。担当さんとの話し合いの中でも、「ここはもっとヤバげにしましょうよ」という意見は出ても「遠咲先輩はこの方向性でいいんですか？」という意見は出なかったように思います。確たしか。自信ないけど。

　ですから、遠咲先輩はきっとこっちの方向に進んでいくんだと思います。それはそれでオッケーだと作者的には思うのです。みなさまにおかれましてはいかがなもんでしょうか。

　ちなみに今回の個人的ＭＶＰは、お話的に重要なことを言ったアカシャでも新レギュラーの青せい嵐らんでもなく、十と叶がのう智とも恵えさんだったりします。

　前回はただの小悪党だったのに、今回はなんだかものすごく『かわいそうキャラ』になってしまった彼女。恐らくこれからも、努力をしても報われず、なにかといえばひどい目に遭い、それでも主人公たちには「まあ十叶だからいいか」と切って捨てられるに決まっているのです。うわあ。ゾクゾクしますね！




　まあそんな感じで、恒例のお礼祭りに移りたいと思います。

　担当編へん集しゆうさま。……また遅れてしまって申もうし訳わけありません。毎回的てつ確かくなアドバイス、ありがとうございます。担当さんセンサーにはいつも助けられています。

　イラストレーターのここのかさま、美び麗れいなイラストをありがとうございます。アカシャがどういうデザインになるのか、今から楽しみでなりません。

　校こう閲えつさま、並びに編集部の皆さま方もありがとうございます。手みやげは１０００円以内、をモットーに、これからも編集部に通いたいと思います。

　そして誰だれよりも、読者のみなさまに、最大級の感かん謝しやを捧ささげたく思います。

　ここまで読んでくださって、ありがとうございました。

　また次のお話でお会いいたしましょう。それでは。





鈴木鈴
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鈴すず木き 鈴すず

猫とゲームと睡眠を愛するごく一般的なライトノベル作家。ところで余談ですが、作中に出てくる能力名はすべて好きなゲームから取っていたりします。バルダーズゲートはＲＰＧの最高傑作。みんなもやるといいですよ！
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イラスト／ここのか

とある島国出身の田舎者。最近上京と同時に買った電子レンジが青白い光を放つようになった。とてもかっこいい。

マイブームは現実逃避、好物はトマト。愛してるトマト。
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